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平成 年度地方治水大会は、 月 日四国地方治水大会（松山市）を皮切りに、全国 ブロックで順次開催さ

れました。

今年は、かってない台風が 個も上陸するという、そのうえ 月 日には新潟県中越地震が発生するなど、全

国各地に甚大な被害が発生しました。

また、去る 月 日に地方 団体から政府に、 国庫補助負担金等に関する改革案 が提出され、国と地方の

協議の場で議論がなされている最中であり、各地の大会とも熱気を帯びた大会となりました。

ただそうした中で、 月 日に台風 号が本土を縦断したことから、 月 日開催予定の北陸地区治水大会（金

沢市）を中止せざるを得なかったことは、誠に残念でなりません。

大会終了後は、各地方大会とも大会の決議文をもって、国会議員の先生方、政府関係機関に要請される等、多

大なるご尽力を賜りましたこと厚くお礼申し上げます。

本号で、全地方大会の概要をご紹介してまいります。

月 日（金） 四国地方治水大会 松山市

月 日（月） 九州地方治水大会 熊本市

月 日（金） 東北地方治水大会 山形市

月 日（木） 中国地方治水大会 出雲市

月 日（金） 近畿地方治水大会 兵庫県東浦町
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四国地方治水大会次第
（敬称略）

開 会 愛媛県土木部河川港湾局河川課長 八塚眞喜雄
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衆議院議員 小野晋也

来賓紹介・祝電披露
治水事業概要説明 国土交通省河川局治水課長 柳川城二

国土交通省四国地方整備局河川部長 菊池良介
意 見 発 表 高知県大川村長 合田司郎

愛媛県大洲市長 桝田與一
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平成 年度 四国地方治水大会
と き 平成 年 月 日（金）
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皆様こんにちは。

本日、四国地方治水大会を開催いたしましたとこ

ろ、国会議員の代理の方、県会議員の方々始め多数

のご来賓においでいただきましてありがとうござい

ました。また、この会は、全国治水期成同盟会連合

会並びに愛媛県土木協会との共催でございますが、

治水に大変力を入れていただいております全国治水

期成同盟会連合会会長の陣内先生、わざわざお運び

いただいたことに感謝申し上げたいと思います。

ご承知のように、治水は、ある意味では政治の基

本でもあろうかとも思いますし、私ども古い中国の

史記等を拝見いたしますと、 年昔から堯・舜・

禹といったいわゆる帝王は、水を治めることが政の

基本だという具合に、治水の能力が評価されている

ということも歴史上感じているわけでございます。

このたび 月から 月にかけましての多数の台風

が、一連の台風が四国地方を襲いました。毎年のよ

うに災害があるわけでございますけれども、今回の

台風、当愛媛県にとりましては、ある意味では非常

に類型のない形で多くの地滑り、土砂災害、あるい

は浸水等の大きな被害を受けましたし、また、愛媛

県内だけで 名の悲しい死亡者を出すという状況で

もございました。折しも現在の災害復旧に関しまし

て、国土交通省の方を始めといたしまして国のお力

におすがりしているわけでございますが、今日は国

土交通省地方整備局から局長以下多数の関係者がご

参加いただいておりますので、この治水大会での四

国 県の気持ちは十分受けとめていただけるものと

思っております。会の関係者相集って日頃からの重

要性に加えて、今年の災害経験をベースといたしま

した安心・安全な社会づくりのために、河川の整備

を始め、あるいは河川情報システム、早期警報発令

の問題等々、十分なご意見を重ねた上での実りある

大会として立派な決議が頂戴できることと期待をい

たしております。

折から三位一体改革の中でも、災害防止に関する

経費も、国庫補助負担金の廃止の削減リストに取り

上げられております。そういった点におきましても、

今回の災害体験からして、このままでいいのかどう

か、十分慎重な取り運びが必要だろうと考えている

次第でもございます。四国 県の共通の気持ち、認

識を固めていただきまして、立派な実りある成果を

見ますことを心から念願してあいさつとさせていた

だきます。

本日はまことにありがとうございました。

愛媛県知事

加 戸 守 行

主 催 者 挨 拶

全国治水期成同盟会
連合会会長
参議院議員

陣 内 孝 雄

陣内でございます。

先ずもって、今年の度重なる災害によって貴い命

を落とされた方々のご冥福をお祈り申し上げます。

また、多くの被災者の皆様に心からお見舞いを申し

上げたいと思います。

さて、本日、ここ松山市におきまして四国地方治

水大会を開催いたしましたところ、公務まことにご

多忙中の中、日ごろ国会において大変治水事業にご

熱心にお取り組みくださっております国会議員の先

生の代理の皆様方、また、県議会の先生方、そして

平素治水関係事業の推進にご尽力いただいておりま

す多くの方々にこのようにご参集いただきまして、

本大会が盛大に開催できますことは、主催者の一人

といたしまして、まことに喜ばしく感謝にたえない

ところでございます。皆様方のご理解とご熱意に対

して心から敬意を表したいと思います。

また、本日の大会を開催するに当たりまして、災

害対策に大変お忙しい中にもかかわらず、愛媛県知

事様を初め県ご当局、愛媛県土木協会の関係の皆様

方に格段のご高配を賜りましたことを厚く御礼申し

上げる次第でございます。

ご承知のように、四国地方は急峻な四国山脈が背

骨になって南北に分かれておりますが、その上台風



の襲来の多いところであります。また、強い前線が

通過するところでもございます。このため四国地方

の太平洋側ではとりわけ台風や集中豪雨による大き

な出水がたびたび起こっておりますし、また、瀬戸

内側は、それに加えて洪水のみならず厳しい渇水に

見舞われるというような、そういう自然条件のもと

に置かれておるわけでございます。

今年は 月初旬の台風 号で愛媛県広見町等で大

変な大きな災害が起こり、また、 月 日、 日の

集中豪雨では新居浜市、そして、 月末の台風 号

では大洲市を中心にして、さらに 月末の台風 号

の際には、また新居浜市等で、これは 人の方々が

痛ましい犠牲になられるというような大きな災害が

起こったわけでございます。高松市におきましては、

台風 号、 号で高潮被害が発生するという、本当

に災害の多い年になっております。他方この松山地

方は渇水が起こりやすくて、一昨年から昨年にかけ

ましては長期にわたって取水制限を余儀なくされ、

そのことで市民生活に重大な影響が生じている一面

もございます。このように大きな災害や渇水被害は

全国的に見ますと毎年あちこちで起こっておりまし

て、国民の生命と財産を守る、あるいは安全で安心

な国民生活を実現する道というのはまだ半ばであ

り、大変厳しいものがあるというふうに言わざるを

得ないと思います。こういう深刻な事態を解消して

いくには、シビルミニマムとしての治水安全度の確

保が非常に大事でありまして、国としては、緊急に

治水対策を推進していくべきであると思います。

しかし、こういう状況にもかかわらず、この度三

位一体改革に関連して、これから河川事業の約 割、

砂防事業の約 割を補助事業として廃止したり、税

源移譲をしていこうという、こういう対応が提案さ

れておるわけでございます。しかし、三位一体改革

そのものは非常に大事なことでございますけれど

も、この災害をとってみますと、この災害というの

は場所と時を選ばず我が国を襲っておるわけでござ

います。突発する災害に、適宜適切に対処していく

ということが必要でございます。そのためには財源

を地域間でいつでも調整できるような、そういう補

助制度が堅持されなければならないわけでございま

すが、全国的な立場で機動的、集中的に事業をする

上で、この三位一体改革に盛り込まれておる財源の

補助事業の廃止というのは、本当にそういう事態に

対応できるのかどうか、私どもは大変危惧している

状況にあります。

団体から提案されているような、三位一体の改

革がそのまま行われると、国民の生命と財産の安全

を、国を挙げて等しく確保していくべき治水事業の

根幹が守られなくなってしまうのではないかと、こ

ういうふうに懸念をいたすところでございます。三

位一体改革というのは地方の自主性とか裁量性を高

めて、地方にとって使い勝手のいい補助制度に改革

していかなければならない。そのことは治水事業に

おいても当然言えることでございますので、そのよ

うなことを踏まえながら、ひとつ治水事業の推進が

従来にも増して、こういう災害の危険に侵されてい

る地方にとって、進めやすくなるように私どもは取

り組んでいく必要があると思っております。

したがいまして、当連合会といたしましては、そ

ういう観点から治水施設が一層強力に整備されて、

安全で安心な国民生活が早期に実現できるように、

皆様方とともに本当に地方のためになるような活動

を強力に推進していきたいと思っております。どう

か、地方の魅力的な個性豊かな独自性を生かした安

全で豊かな地方分権時代を築けるように、ナショナ

ルミニマムとしての治水施設整備を、力を合わせて

推進していこうではございませんか。皆様方のなお

一層のご支援をお願い申し上げますとともに、皆様

方のますますのご健勝とご活躍をご祈念申し上げま

して、あいさつとさせていただきます。ありがとう

ございました。
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愛媛県議会副議長

横 田 弘 之

来 賓 祝 辞

皆さんこんにちは。このように四国から大勢の皆

さんがお集まりで、大会が盛会に開かれますことを

心からお喜び申し上げたいと思います。

愛媛県議会議長にご案内を頂戴いたしましたが、

議長他の公務のために参れません。私副議長の横田

でございますが、議長のお祝詞を預かってまいりま
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したので、代読をすることをお許しいただきたいと

思います。

第 回四国地方治水大会が開催されるに当たり、

地元県議会を代表して一言お喜び申し上げます。

平素皆様方には、治水事業の推進を通じて、安全

で安心して暮らせる地域づくりに多大のご貢献を賜

っておりますことに対し、この席をお借りして厚く

御礼申し上げます。

ご案内のとおり、四国地方は、急峻な地形に加え

て脆弱な地質のため、以前から河川の氾濫や土砂災

害が多発しておりますが、今年は度重なる台風に見

舞われ、四国各地で深刻な被害を受けたところであ

ります。

愛媛県でも、台風 号による大洲市の浸水被害、

先だっての台風 号による新居浜・西条市等の土砂

災害、浸水被害等により、多くの犠牲者、被災者を

出しました。各地で被害を受けられた方々には心か

らお見舞申し上げますとともに、被災者の支援や被

災した公共施設の早期復旧にご尽力いただいており

ますことに厚く感謝申し上げる次第であります。ど

うか一刻も早く被災者の皆様が立ち直られ、また、

災害復旧事業が速やかに行われることを願って止み

ません。安全で安心して暮らせる国土づくりを目指

し、河川改修等による治水対策を推進することは、

国の重要な事業として位置づけられており、現在災

害から大切な地域住民の生命・財産を守り、地域の

安全性の向上を図るため総合的な治水対策が推進さ

れているところであります。幸い皆様方におかれま

しては、県境の垣根を越えた連携を図りながら、治

水施設の必要性の普及啓発や、国及び政府に対する

要望活動などを展開されておられますことは大変心

強い限りであります。どうか、今後とも相互の連携

を一層深められ、安全で安心に暮らせる地域づくり

に、なお一層のご尽力、ご協力を賜りますようお願

い申し上げます。

終わりに全国治水期成同盟会連合会のますますの

ご発展と、皆様方のご健勝、ご活躍を心から祈念申

し上げましてお喜びの言葉といたします。

平成 年 月 日

愛媛県議会議長 越智 忍 代読

ただいまご紹介のありました四国整備局長の横田

でございます。本日は第 回の四国地方治水大会、

まことに盛会に開かれていることをお喜びにたえま

せん。また、日頃から国土交通行政の推進につきま

して、今日ご参集の加戸知事さん、また、陣内治水

期成同盟会の会長さん、そして、きょう多くのお集

まりいただいている 県の方々、あるいは各市町村

の方々にこの場を借りて厚く御礼申し上げたいとい

うふうに思っております。

ご案内のように、今年は九つの台風が日本に上陸

してございます。その中で多くの台風が四国にも大

きな被害をもたらしてございます。 名の方が尊い

命を亡くされているということで、この場を借りて

衷心よりお悔やみ申し上げますとともに、多くの被

災された方に衷心よりお見舞い申し上げたいという

ふうに思っております。また、一刻も早く復旧がで

きるよう、我々としても全力を挙げて取り組みたい

というふうに思っております。

今回の台風被害、一連の台風被害について、今日

後で我々の河川部長の方からもご説明させていただ

きます。資料をちょっと見ていただきたいと思いま

す。四国地方整備局河川部長の資料の中に、 ペー

ジ、 ページのところに四国の降水量を載せてござ

います。四国はご案内のように、四国山脈で北と南、

大きく天候が分かれるわけですけれども、南の方は

例年 ミリ降っているというような雨が、今年

はもう既に ミリ近く降っているところが相当

なところでございます。また、 月、 月だけ カ

月で例年の ミリも降っているようなところが

ある。また、次の ページ。これは被災したところ

が一部かと言いますと、度重なる台風で時間降雨強

度 ミリ。これはもうほとんど自動車のワイパー

が効かない、あるいはバケツで水をぶちまけるとい

ったような表現を超えているようなところ、いわゆ

る時間雨量 ミリと、こういったところが台風の

たびに、地域は異なりますけれども四国の全土で起

国土交通省
四国地方整備局長

横 田 耕 治



きております。単に南側だけではなくて新居浜、あ

るいは西条等でも多くの犠牲が出ましたけれども、

四国のどこでも起こり得る気象条件、あるいは地質

条件、その時々の天候状態によって違いますけれど

も、四国のどこでも起こり得るというのが今回の

カ月間の経験かなというふうに思っております。

ちょっと飛ばしていただいて ページ、 ページ

のところに土石流災害、ことし全国で約 件起

きているわけでございますけれども、そのうちの約

分の の土砂災害が四国で起きてございます。ま

た、土石流、いわゆる土と水が一緒になって落ちて

くる、山が崩れると、こういったような土石流災害

が全国で 件起きておりますけども、そのうちの

割、 件近くが四国で起きております。先ほど

地質が脆弱だという話もありましたけれども、まさ

にこういった土石流災害、あるいは土砂災害が

ページに見ていただくように、四国全土で起きてい

るのが今年の現状でございます。まさにまだまだ治

水にしろ、あるいは土砂災害対策にしろ、治山・治

水含めてですけれども、まだまだやるべきことがあ

ると、安全・安心のためにやるべきことがまだまだ

道遠いというのが今の状況ではないかというふうに

思っております。

先ほど来、三位一体改革の話がございます。やは

り国としてもこういった安全・安心対策のために

我々としても地方と一緒に連携しながら、責任を持

って対策を進めていく必要がある。着実にあるいは

重点的に投資をしながら、こういった安全・安心の

ための基盤づくりをすることが何よりも大切だとい

うふうに思っております。四国 県、こういった被

害を受けて多くの県でこの 月議会で議決なり、あ

るいは多くの市町村で意見書の採択、あるいは要望

等を出されているということは、まさに皆様方がこ

ういった安全・安心のための治水対策の推進、着実

な推進について非常に危機感を持っておられるとい

うふうに承知してございます。我々整備局としても

皆様と一緒に四国の安全・安心のために着実に整備

をしていきたいというふうに思っております。

きょうの治水大会がそうした安全・安心のための

一歩づくりのために、有意義な大会になることを祈

念しまして、簡単ではございますけれども、私の祝

辞にかえさせていただきます。 本日はどうもおめ

でとうございます。

皆さん、こんにちは。きょうは国会の開会中であ

りますが、今週火曜日に開会したばかりで、いろい

ろな行事が動いている最中でございますので、愛媛

県下の国会議員衆参両院の代理の方がお見えでござ

いますし、他県からもお見えいただいておりますが、

ちょっと私の場合は、私の地元の新居浜市、西条市

が今回水害の問題で大変な災害になっているもので

すから、この会には是非出ようということで日程調

整をして、少し遅れてしまったのでございますが、

参加をさせていただいたという次第でございます。

まず、皆さんに一つご報告を申し上げておきたい

のでございますが、今回の特に台風 号で随分この

愛媛県の場合は各地傷んだところがあったみたいで

すが、四国全体異常な被害が出てきております。こ

の夏の災害の中の 分の 、日本中の 分の の土

砂災害がこの四国で起こっているというふうな話で

あったかと思いますけれども、こういう状況に鑑み

まして、四国の中の国会議員の皆さん方、これは自

由民主党ということになるわけではございますけれ

ども、ともに集いまして、これからの災害復旧の問

題、さらに今後の災害の予防の問題も含めまして力

を尽くして取り組んでいこうということで、四国ブ

ロックの衆参両院議員会の中に、この問題を特に取

り扱う委員会を立ち上げるということにさせていた

だきました。今、先ほどのお話にございましたが、

予算の問題もこれからの復旧ないしは防災の問題に

対していろんなお金がかかる部分もあろうと思いま

すが、四国全体で言うべきところにはきちんと言っ

ていこう、こういう体制で取り組んでいきたいと思

っておりますので、何とぞ私どもの取り組みに対し

て、皆さん方のご理解をいただきたいと思っている

次第でございます。

なお、この治水の問題というのは、もう繰り返し

申し上げることもございませんが、かねての中国に

おきましては治水こそが政治の要諦であると言われ

たぐらい大事な課題でございます。今回私の地域も
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衆議院議員

小 野 晋 也
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被害に遭ってみまして、今まで培ってきた財産、ま

た、丹誠込めてつくってきたいろいろなものが 回

の災害において失われてしまう。場合によれば命も

失われていくというようなことになるわけでありま

すが、こういう災害の厳しさを見るにつけても、ぜ

ひもうこの四国は災害の少ない土地を目指して頑張

っていかねばならない決意を新たにさせていただい

ている次第でございます。ですから、今申し上げま

した予算の獲得の問題につきましても、私たちこれ

から力を尽くしてまいりたいと思っておりますし、

三位一体改革というふうな形で進んでおります中の

この治水問題に対して、国から地方へその権限を移

すような話になってきておりますけれど、このあた

りももう少しいろいろの工夫をしてみる必要がある

というようなことを感じておりますので、ぜひ、皆

さん方からのご指導、ご鞭撻をいただきたいと思っ

ている次第でございます。

それから、 点目といたしましては、私どもの地

域であります西条において、今回の 号台風では最

大時間雨量が ミリきちんとした雨量計で出てい

るんです。これはダムに備えつけている雨量計だっ

たわけでありますが、そうなると、もうどんな防災

対策をとってもこれほどの雨が降ったらどうしよう

もないというのが、率直なところじゃないかという

のが私の気持ちでございまして、調べてみると

年以降、豪雨災害が随分多発するようになってきて

いるという状況でございまして、恐らくこれは世界

的な異常気象でございましょうし、それは原因とい

えば地球温暖化現象というようなこと言われます

が、恐らくそんなところにも原因があるんだろうと

思います。日本の場合は皆さんご存じのとおり、気

象研究というのは随分世界に先駆けて進んできてい

る部分もありますし、世界一のスーパーコンピュー

タがあります。地球観測シミュレータというふうな

装置もあるわけでありますから、こんな部分を大い

に活用して、世界中が今異常気象の中で苦労してい

るわけでありますから、日本の国がその先頭を切っ

てリーダーシップをふるって、この異常気象問題の

解決の道を探るというようなことを、国家プロジェ

クトとして取り組むということを今提案をして進め

ていこうという動きになりつつあるところでござい

ます。ですから、この中で異常気象を克服するとい

うことも、国の立場においてこれから取り組み課題

としてやっていきたいものだなと、こんなふうに思

っているわけでございます。

それから、もう一点ございますのが、もう既にお

話あったかもしれませんが、この災害を見まして山

の問題というのを無視して、この治水の問題は語れ

ないということです。災害地域へ行くと本当に流木

がたくさん流されてきまして、ちょうど小松町長さ

んも後ろにおられますけども、小松町の多くのとこ

ろで起こった死亡者 人出た災害地がありますけど

も、それも何だといえば結局山から木が流れ出て、

橋の橋脚に引っかっかって、そして水が暴れて災害

を引き起こしているんです。ですから、そんな姿を

見るときに、単に治水というだけではなくて、この

日本の山をこれからどうするのかというような問題

も つの大きなテーマに掲げて取り組んでいくとい

うこともこれから考えていきたいなと、こんな思い

を持っております。

災害の問題というのは、本当にいろんな観点から

考えねばならない問題があるわけでございまして、

私どもいろいろな取り組みを進めていきたいと思い

ますが、何といいましても現場で取り組んでおられ

る皆さんのお声というのが何より大事な声だと思っ

ております。是非いろいろなことについてお気づき

のことがありましたら、また、ご要望等がございま

したら、私ども力を合わせながら、また、心を合わ

せながら住民の命と財産を守るということが国政上

の何よりも大事な課題であることを認識いたしてお

りますので、努力を重ねて取り組んでいきたいと思

っております。

今日は本当に陣内先生、お忙しい中お見えいただ

いてありがとうございます。また、皆さん方の平素

からのご尽力に心から敬意と感謝を捧げて、ごあい

さつさせていただきたいと思います。どうかよろし

くお願いいたします。

─順不同・敬称略─

衆議院議員

小 野 晋 也

衆議院議員（代理）

大 野 功 統 村 上 誠一郎

山 本 公 一 木 村 義 雄

塩 崎 恭 久

国会議員来賓紹介



参議院議員（代理）

関 谷 勝 嗣 山 本 順 三

それでは、治水事業でいう最近の状況ということ

で、若干お時間をいただいて説明をさせていただき

たいと思います。

《パワーポイントにより説明》

災害の状況

まず、ことしの災害の状況についてざっとお話を

させていただきたいと思います。最近特に地域的に

極端な集中豪雨が非常に多く発生しているというこ

とで、その辺をデータで整理したものでございます。

上段が時間雨量 ミリ以上の発生頻度、下段が時間

雨量 ミリ以上でございますが、ご覧いただきま

すように、これは大ざっぱに 年区切りで全国の

カ所のアメダスの雨量記録を整理したもので

すが、時間雨量 ミリ以上につきましても、一番左

側の方は 回、真ん中が 回、直近では 回という

ことですが、今年は特に多くて既に 回、台風

号まで含めまして 回というようになっておりま

す。また、時間雨量 ミリ以上の発生回数につき

ましても 、 、 と近年増加の傾向にあるわ

けですけども、今年は既に 回を記録するというこ

とで、非常に気象状況がある意味で異常気象といい

ますか、こういう極端な雨が降る。そういった雨が

しかもどこで降ってもおかしくないというようなの

が現状でございます。

今年 月の台風の 号から始まりまして、先般の

台風 号に至りますの間、梅雨前線による集中豪雨

を始め、台風が相次いで襲来したということで、特

にこの四国地方については台風で大変大きな被害が

あったわけでございますが、こういった被害という

のは本当に切れ目なく全国各地で起こっているとい

うことで、非常に今年は災害の多い年でございます。

台風の発生個数とその上陸の関係ですけども、こ

れまでのデータでは、大体平均年間に 個ぐらい台

風っていうのは発生していまして、そのうちの日本

に接近して上陸するというのは平均しますと と

いうことで、 個ないし 個ということですけども、

今年はもう既に 個の台風が上陸したということ

で、これまでの最高が平成 年、 年の 個という

ことでありましたので、それをはるかに超えて、こ

としは 個の台風が上陸したという状況でございま

す。

これは公共土木施設の被害額を取りまとめたもの

ですけども、今年は例年に比べましてかなり高い水

準で推移をしているという状況でございます。
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祝電ありがとうございました
─順不同・敬称略─

衆議院議員

大 野 功 統 村 上 誠一郎

山 本 公 一 仙 谷 由 人

七 条 明 福 井 照

石 田 祝 稔 小 野 晋 也

平 井 卓 也 山 本 有 二

岡 本 芳 郎 後藤田 正 純

塩 崎 恭 久

参議院議員

北 岡 秀 二 真 鍋 賢 二

広 田 一 山 内 俊 夫

関 谷 勝 嗣 山 本 順 三

治水事業の概要説明

国土交通省河川局

治水課長 柳 川 城 二

国土交通省河川局治水課長の柳川でございます。

お集まりの皆様方には、常日ごろ治水事業の推進、

それから、河川行政全般につきましていろんな面で

ご支援、ご協力をいただいておりますことを、初め

にこの場を借りまして厚く御礼申し上げます。

治水事業を巡る最近の状況
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治水事業の効果

次に、今年の台風とかで多くの被害があったわけ

ですけども、それに関連した治水事業の効果の例と

いうことで若干ご説明したいと思います。

今年の 月の 日に新潟・福島豪雨ということ

で、限られたエリアに梅雨前線による局地的な集中

豪雨がございまして、新潟県の三条とか栃尾とか、

こういったところに局地的な集中豪雨があったと。

これは 時間の累計雨量でございますが、赤いとこ

ろが ミリから ミリということで、栃尾という

ところでは 日で ミリという雨が降ったこと。

こういった雨によりまして中小河川が氾濫をしたと

いうことでございます。これは、場所は信濃川が本

川でございまして、信濃川というのは河口が新潟市

になるわけですけれども、その右地点の三条市内を

流れます五十嵐川とか、それから中之島へ行って、

そういったところを流れる刈谷田川、こういったと

ころが各所で堤防が決壊して大きな被害を受けたと

ころです。上流にそれぞれダムがございまして、五

十嵐川につきましては大谷ダム、笠堀ダムという二

つのダム、これは新潟県が管理しているダムでござ

いますが、それから、刈谷田川につきましては刈谷

田川ダムというのがございまして、この つのダム

が非常に大きな洪水調節を行ったということでござ

います。

これは先ほどの刈谷田川なんですけども、この赤

い線が、上の赤い山がダム地点に流れ込んできた洪

水の量でございます。ダムがなければこのままその

洪水が下流の方へ流れて行くわけですけれども、こ

の刈谷田川ダムによりまして黄色い部分を削減し

て、実際にダムから下流に流れてきたのは緑の線と

いうことで、ピークのところでは相当の洪水のカッ

トをしております。洪水調節容量が 万立法メー

トルということですけども、この黄色いところで目

いっぱい洪水を貯め込みました。その結果ブルーの

線がダムの水位ですけども、水を貯めるということ

は水位が上がるということで、水位がどんどん上が

ってきまして、満水状態になりましたので、それ以

上貯め込むことはできませんので、そこから以降は

入ってきた量だけ下流に流すということで、ぎりぎ

り満水状態を維持しながら頑張ってやったというこ

とでございます。

結果的には下流で堤防が切れたということでござ

いますけども、ここでご覧いただきますように、相

当の洪水調節を行っております。もし、こういった

洪水調節がなければ、もっと早い時間に堤防が切れ

て、しかも住居側にあふれ込んだ洪水のボリューム

っていうのも、 万というものは相当のボリュー

ムですが、こういったものがさらに流れ込んだとい

うようなことが想定されるわけです。そういう意味

で非常に大きな効果を発揮したものと考えておりま

す。

これも五十嵐川の方のケースで同じようなことを

表しております。

これは、先ほどの同じ新潟の豪雨で若干北側の方

に能代川という川がございます。これにつきまして

は平成 年にかなり大きな出水がございまして、そ

れを受けまして左側にございますようにおおむね

年ぐらいで集中的な対策を進めてきた。下のグラフ

は事業費のグラフをあらわしていますが、 カ年で

集中投資を行ったということで、当然災害を受けた

後ですから災害復旧はやるわけですけども、災害復

旧だけじゃなくて、それに一般の改修事業を合わせ

てつぎ込んで集中的な対策を行ったこと。その結果、

真ん中のちょっと右側に流域平均雨量がございます

が、今回は平成 年の雨よりも大きな雨だったわけ

ですけども、実際の浸水戸数としては平成 年

戸を超える浸水被害があったものをゼロにしたとい

うことで、こういった集中的な対策ということに

よって浸水被害を免れているということでございま

す。このような 年とか カ年で集中的にやるとい

うのは相当大規模な被害ですけども、それ以外でも

河川改修事業の多くは、過去にそういった被害を受

けて、再度災害防止という観点で進めているわけで

ございます。

これは福井の例でございます。新潟の 月 日か

ら 日後、 月の 日に福井市内を流れる足羽川と

いう川でございますが、これが決壊して大きな被害

が出ました。これも同じ梅雨前線の停滞による集中

豪雨でございまして、時間雨量は ミリ近い雨が

降っていまして、それによりまして足羽川の左岸側

が決壊して、福井市内のほぼ中心部が水につかった

ということでございます。これが福井市内の左岸側、

赤く書いているところが浸水エリアでございます。

右側も青く書いていますが、これは水はけが悪くて

内水被害を受けたということで、堤防が決壊してあ

ふれたところに比べますと、水深の量が全然違うわ

けですけども、左岸側の方が大変な被害を受けて死

者・行方不明者 名、約 万 戸の浸水があっ

たということでございます。



ここもちょうど今度は南側の方に少しずれますけ

ども、この足羽川は日野川という川の支川になって

いますが、若干南側に浅水川という川がございます。

これにつきましても平成 年に大きな被害を受け

て、それを受けて災害復旧事業と、それからそれだ

けじゃなくて一般の河川改修費を重点的に投入し

て、右の下側の事業費のグラフですけども対策を進

めてきたわけです。同じように今回はこの辺に集中

的な雨が降って、雨の量からしますと、右の上の方

にございますように、平成 年よりも大きかったん

ですけども、浸水家屋数をゼロに抑えたということ

でございます。

これは、足羽川のこの地域には足羽川ダムという

ダムの計画がございました。ダムを造るっていうの

はいろいろその地域の合意形成等がありまして、非

常に長い年月かかるのが実情でございます。そうい

ったいろんな事情で結果的にまだ出来ていないわけ

ですけれども、もし、今回の雨でその足羽川ダムが

計画どおりできていたらどうだったんだろうかとい

うのをシミュレーションしたものでございます。ち

ょうどその福井市内のところで足羽川ダムがあれば

約 メーターぐらい水位が下がっただろうというよ

うな試算がございます。洪水のときの メーター下

がるっていうのは大変な量でございまして、もし、

足羽川ダムが出来ていれば今回のような被害は免れ

たものというふうに考えておるところでございま

す。

これはちょっと場所が変わりますが、 月 日に

梅雨前線豪雨で、これは静岡市内を流れます巴川と

いう川ですけれども、これにつきましても、いろい

ろ治水対策を重点的に進めてきたということで、麻

機遊水池というようなものと、それから、大谷川放

水路というようなもの、そういった治水対策ができ

たことによりまして、平成 年のときに比べまして

雨の量はかなり多かったんですけども、被害は大幅

に軽減できたということでございます。

平成 年度概算要求の概要

いろいろことしは大きな災害が出ました。そうい

ったことを踏まえまして、来年度の予算要求に当た

りましても、いろいろ豪雨災害に対する取り組みを

強化しなければいけないということで、いろんなこ

とを考えているわけです。今年はやはり情報の伝達

とか、避難の問題、そういったことがクローズアッ

プされています。特に新潟とか福井の水害もそうで

すが、高齢者の方が避難が遅れて犠牲になられたと

いうケースが非常に目についたわけでございます。

そういう意味で避難勧告等は市町村長さん方が責任

を負うわけですけれども、そういったことの判断に

役に立つような情報提供のあり方、そういったもの

をさらに強化していかなければいかんということ。

それから、住民の皆さんがやはり自分の身は自分で

守るという観点でございますが、住民の皆様方にき

ちっとした情報を伝えること。それはリアルタイム

ということで、事が起きたときの情報伝達もそうで

すけれども、平常時から自分の住んでいるところは

どういう状況の場所なんだということをよく知って

いただくこと。ハザードマップというものがあるわ

けですけども、そういったものもしっかり進めてい

かなければいけないということ。それから、今回特

に局地的な集中豪雨がありまして、中小河川の堤防

が非常に被害を受けたわけでございますが、そうい

ったものの対策の強化というようなことで、いろい

ろ今年の水害を踏まえまして反省点を把握して改善

をしていくということでございます。

その中で 点ほど申し上げますが、堤防強化対策

制度の創設ということで、堤防は江戸の昔から営々

と築き上げられてきたものでございますから、一見

外見は一緒でも中は地域によって千差万別です。材

料も違いますし、締め方などの状況も違うし、地盤

の状況も違うということで、いろいろ堤防そのもの

の点検といいますか評価もして、やはり大事なとこ

ろは堤防の強化をしていかなければいかんというこ

とでございます。都道府県管理の中小河川について

は、事業をやっているところについてはその中でや

ればいいわけですけれども、事業をやっていないと

ころでも緊急にやらなきゃいかんところがあるこ

と。そういった場合に予算的な制度がなければなか

なか難しいということで、来年度の予算要求に当た

りましては、統合河川整備事業のメニューの中に、

こういう堤防強化対策の制度を要求しております。

従いまして、この中で必要なところについては予算

措置をできるようにということで、そういった制度

を要求しております。

それから 点目は、浸水想定区域等整備事業の創

設。先ほど申し上げましたハザードマップの整備、

こういったものをぜひ進めなければいけないという

ふうに考えております。

ハザードマップにつきましては、一番有名なハ

ザードマップの効果がよくわかる例として郡山の例
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がございます。郡山市が昭和 年に非常に大きな水

害を受けて、郡山の市民が大変な水害に遭ったわけ

ですけども。それを受けて郡山市が積極的にハザー

ドマップというのをつくって各所に配布して、それ

を浸透させておったわけです。その結果平成 年に

また大きな阿武隈川水害というのがあったわけです

けども、そのときにはハザードマップがかなり浸透

しておりまして、ハザードマップをご覧になってい

た住民の皆さんというのは、見ていなかった方より

も避難するのが 時間早かったという、これは群馬

大学の先生が現地に入って調査した結果も出ており

ます。そういう意味でハザードマップの効果という

のは極めて大きいわけでございます。

ハザードマップの整備状況ですが、今水防法の中

に洪水予報指定河川というのがございますけども、

洪水予報指定河川につきましては、浸水想定区域図

の作成。それから、避難とか避難場所をきちっと明

らかにするとかもろもろ書いておりますが、ハザー

ドマップそのものが義務づけられているわけではな

いんです。ハザードマップそのものはそれぞれの市

町村に作成していただくわけですけれども、現時点

で洪水予報指定河川だけ限って見ますと、全部で

市町村ぐらいが対象になるわけですけども、

出来上がっているのは 市町村ぐらいになってお

ります。まだ、ハザードマップの整備は十分ではな

いということで、来年度これを助成する制度、そう

いったことも今要求しています。これはある新聞で

すけれども、これは宮城県の例ですけれども、 市

町村が作成予定なしとか、ハザードマップをつくる

上でネックとなっているのやはり予算の問題という

ことです。予算の問題は確かにこういったものの必

要性といいますか、やはり予算的に金をかけるんだ

という、そういう意識を持っていただくことも大事

じゃないかなというふうに思います。

それから、今回多くの中小河川の堤防が決壊した

ことを受けまして、 月一杯で全国一斉緊急点検を

やっていただきましたが、その結果全部で直轄管理

河川で カ所、都道府県管理河川で カ所の要対

策箇所というのが見つかったこと。これについてい

ろんな課題が見つかったんです。 つは、点検をす

るに当たって全川整備をやっていただいたわけです

けれども、堤防の除草が十分でないために目視の点

検がなかなかできないということとか、道が草で通

行できないために点検ができないとか、いろんなそ

ういう兆候が明らかになった。毎年私どもは洪水期

を迎える前に、河川の管理施設や堤防の巡視、そう

いったことをやっていただきたいということで通達

を出しているわけですけれども、必ずしも全部の県

でそういうふうに取り組んでいただいていないとい

うことが分かりました。対策をするに当たっても予

算上のネックという観点もあって十分な対策がとれ

ないという、そういう自治体もあります。

国庫補助負担金等に関する改革案について

以上、治水事業の内容ということですけども、そ

れに関連いたしまして先ほど来お話がございます三

位一体改革の国庫補助負担金等の改革の問題でござ

いますが、これについて若干お時間をいただきたい

と思います。

廃止、移譲すべき国庫補助負担金は、通常左側の

表でございますが、約 兆 億円程度が追加に

なっております。それを廃止、委譲することによる

移譲額が約 兆円ということでございます。この中

に公共事業等投資的な国庫補助負担金が約 億

なにがしでございますが、その中に河川とか砂防の

事業が廃止対象になってございます。その内容です

けれども、河川につきましては 番目の国費を見て

いただきますと、全国で 億円あるわけですけ

れども、そのうち災害復旧関係事業費、市町村事業、

そういった部分を除いた 億円を廃止すること。

約 ％台になります。それから、砂防につきまして

は、国費で見ていただきますと 億円のうちの

億円、約 割近いものを廃止対象にするとい

うふうになっております。これはなぜこういうふう

になるのかというと、治水事業につきましては、市

長会、町村会の皆さんから、市町村事業を廃止対象

にしてもらったら困るというご意見がございまし

て、結局、県の治水事業のみを対象としてやってい

こうということでございます。

こういうものが出だしたらどうなるかということ

ですが、これは河川事業につきましては、平成 年

度予算のところにございますように、一番下が国の

直轄事業でございます。それから、その次が災害関

連の事業、それから、その上が市町村事業というこ

とで、それ以外の 億円と書いていますものを

廃止するということでございます。廃止した以降は

単なる住民税によるという前提があるわけですけれ

ども。それから、砂防事業につきましては、直轄事

業は少なくて補助事業が多いものですから、しかも

砂防では市町村事業というのはございませんから、



ほとんど砂防事業の大半が廃止になるということで

ございます。ちょっとこの辺の問題点について、相

当ご理解いただきたいと思います。

そもそもこの三位一体改革の政府の方針というの

は骨太 、骨太 ということで、その

中に明記させていただいておりますけれども、この

三位一体改革の基本は地方の裁量度とか自主性を高

めるということでありまして、補助事業関係、国庫

補助負担金の問題につきましては、補助率が低いよ

うなもの、いわゆる将来的含みのあるもの、創設後

一定期間経過してもう必要性がなくなったもの、そ

れから、全国的に一定の整備水準が達成されて、そ

ういったものについては廃止、縮減をするというよ

うなもの。それから、地方の自主性を高める観点か

ら、国の義務づけの縮減とか交付金化、統合メニュー

化、そういうようなことで、使い勝手のよいものに

改革していこうと、それが基本になるわけです。骨

太 の税源移譲に結びつく改革ということ

は、地方の裁量度を高め、自主性を大幅に拡大する

改革ということであって、こういった基本はそのと

おりなわけでございますが、今回の 団体の改革案

は、こういう根幹的な治水事業、砂防事業は決して

一定の整備水準に達した事業でもありませんし、国

と地方の役割分担という観点からしても、これはや

はり国も責任を持たなければいけない事業だと思い

ます。そういった観点は余り重視されないで 兆円

そのものの積み上げ行為が、どちらかといいますと

優先されて、こういったリストができ上がっている

と思います。

そういったことで、私ども治水事業を預かる責任

を持つ立場からしますと、幾つか問題があると思っ

ております。まず、そういった今後の補助事業の必

要性、個別の補助事業の必要性の議論からなされる

べきと思うんですけれども、そこら辺の議論があち

らでは十分にされていないこと。それから、やはり

治水対策は多くの国民の皆さんが思っておると思い

ますけれども、やはり安全と安心は同じですが、災

害から国民の生命、財産を守るというのは、それに

はお金が要るんじゃないかということでございま

す。

それから、河川とか砂防事業、こういった事業と

いうのは、地域的に、時間的に大きく変動する事業

です。そうしますと、ある時期に相当集中的な投資

をする必要がある。先ほど治水事業の効果で例をご

紹介しましたが、そういった事業なんですね、そも

そもは。だから、住民の頭割りでずうっと発生する

行政リズムといいますか、毎年毎年一定額が要ると

いう事業じゃなくて、必要なときにはぽんと 倍

倍の事業費が要って、ある程度切りがついたらぱん

とさらける事業。そういったものこそ補助事業で、

そういう変動調整をするというのが本来の補助事業

でございます。

それから、建設国債が税源移譲につながらないと

書いていますが、公共事業関係は国がその必要性に

よって建設国債を発行して借金をしてやっているわ

けですから、それを廃止して果たして税源移譲がな

るのかということ。移譲すべき税源そのものがない

というのは、その辺が 団体とは充分かみ合ってい

ません。

それから、災害復旧だけ国がやってくれればいい

というようになっていますが、災害復旧と災害予防

というのは対立したものではなく、ふだん自分たち

でやっていて、いざ災害が起きたらその責任だけ国

が取れというのは、やはりそれには不合理な点があ

ります。やはり被害を少なくするというのは、災害

予防をしっかりやっているということが大事ですか

ら、それとこれとは一体不可分だということでござ

います。

上のグラフは平成 年と 年の予算の対比です

が、 年前に事業化したらどうなるかということで、

河川事業と砂防事業に分けて書いていますが、非常

に変動します。だから、 年前は一番強いものでも、

年後には初めよりも下になっているというような

ことがあるわけです。そういうふうに変動する事業

でありますということです。従って、この事業を廃

止して一般財源でやるというふうになったときに、

どういうことになるかということですが、幾ら住民

税による税源移譲といっても、住民税で配分すると

いうことは、それは余りに危険ですね。それに対し

て今 年度の予算で、予算というのはそれぞれの必

要に応じてついているわけですから、例えば四国は

真っ赤に塗っていますが、これは四国地方で必要な

予算がついているわけですが、それを住民税で同じ

格好で全国総額同じ額を配分するとどうなるかとい

うと、徳島は 、高知は 、そのぐらいしか一

般財源ではこのような形になります。ちょっと愛媛

県が書いていませんけど、愛媛は というような

数字です。香川は 。ただ、これは年によって変

動しまして、香川も 年度予算の場合だったら

になります。そういうことで砂防は、今は補助事業
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としてそれぞれの事業量が確保されていますけど

も、仮に税源移譲があったとしても、大幅に足りな

いです。半分以上足りないと思います。そういった

ものについて交付税支給というものがありますが、

交付税を縮小しなきゃいかんことになりまして、あ

る日こういう変動が激しい事業というのを一般財源

で課税に頼るということになると、結局事業ができ

ないからといって事業をやらなくなるという恐れが

あるわけです。こういったことに注意をしてもらい

たいわけでございます。

時間もありませんので、この辺にしたいと思いま

すが、そういったことで今日お集まりの皆様方から

いろんなご意見や要望や、いろんな決議もいただい

ております。これは予算に関係する話ですから国と

地方が協議しながら、 月中位にはそういった方向

で進められていくわけですけども、是非これは改革

ですから、良かったなと言われるように、是非大事

なこの治水事業の推進に支障が生じないような改革

にしたいと思っておりますので、また、引き続き皆

様方のご協力をよろしくお願いいたしまして、私の

説明を終わります。

ありがとうございました。

常に激しくなって、洪水も起こりやすいし渇水も起

こりやすい。先ほども治水課長からお話があったよ

うに、集中豪雨は四国の場合は、この 年間は年間

回、これは ミリ以上の雨です。発生件数がふ

えている。しかもよく見ていただくと、 ミリ以上、

赤で書いていますけれど、それが過去はあんまり出

ていないのに、この 年間非常に増えているという

ことでございます。

これは先ほど局長からも申しましたように、もう

既に 月ですのに、今年の台風は 月だけで非常に

大きな、トータルでは多分史上最高になるんじゃな

いかと思います。

また、これは降水量が、平成 年度の四国管内

水系の警戒水位を超えた回数でございます。まだ

月半ばといいますが、既に平年の 倍警戒水位を超

えました。

これも先ほど局長が申されましたけど、土砂害の

発生件数は四国にそれが非常に集中しているという

ことでございます。台風 号が 月の最初でござい

ますが、このときは那賀川上流、四万十川。それか

ら、台風 号では大野原ですぐ家の近くが災害にあ

った現場でございますし、新居浜で災害が発生して

おります。

これは大洲市、台風 号でございますが、ちょう

ど東大洲地区が冠水した状態、航空写真がついてお

ります。

これは、ちょうど大洲が過去に激特事業をやって

おりまして、これはその激特事業、今回の洪水でど

れだけ効果があったのか検証したものでございま

す。右下の図でピンク色で広く塗られたのが実際に

つかったフローでございます。今回の洪水は平成元

年の洪水よりも大きい洪水がきましたので、水色の

ラインがそのときのラインですが、もし、何も対処

をしていなければグリーンの一番外側にあるライン

まで水がきました。それが、今回激特事業をやり、

なおかつこの中に赤い楕円で書いたところがござい

ますけど、これが堤防を少し低くしているところで

ございます。これは上下流バランスでここだけ堤防

を高くしますと、ほかのところで洪水が起きやすく

なりますので、そこを切り欠いでおります。それを

つカバーするために大洲市さんの方はブルーのラ

イン、これは二線堤と呼んでおりますが、この中だ

けで何とか洪水をおさめたい。もしくは外に出る量

を減らそうということで堤防をつくっております。

この二つの効果というのは非常に大きゅうございま

国土交通省四国地方整備局

河川部長 菊 池 良 介

四国地方の治水事業の概要

こんにちは。国土交通省四国地方整備局の河川部

長の菊池です。プロジェクターを使って説明させて

いただきます。

《パワーポイントにより説明》

この図はよく使われますけれども、気象変動が非



して、もし、この二線堤がなければ黄色まできてい

た。それが今回の二線堤があるおかげでピンク色の

ところで済んだこと。左上にグラフがございます。

それでグラフの右の方を見ていただきますと、左か

ら二つめのところが千幾らと書いてございますけ

ど、もし、何も手当てしなければ今回は 戸以

上の家がつかったということです。それが今回の激

特事業で約 分の 位に。なおかつ、この二線堤が

あったおかげで、それが 程度に減ったという効

果でございます。

それから、非常に大きな洪水でございますので上

流のダムがパンクして、私たちただし書き操作と言

いますけども、これ以上ちょっと貯め込むことがで

きないということで、特別な操作をしました。ただ

し、そのときに非常に地元新聞等では、それが悪さ

したような誤解を受けたわけでございますけども、

下の絵で見ていただきますと、ちょうどこの鹿野川

ダムというダム地点でございますが、大洲まで洪水

が大体 、 時間かかるところ。大体平均 時間

ぐらい。そのときのダム地点で幾らカットしたかと

いうのを見ますと、グリーンのライン、二つ縦棒が

入っていますけど左側のライン、この地点で

トン。大体入ってきた洪水量を半分ぐらいカットし

ている。実際下流では越水を起こしましたけども、

その越水のピークをずっと後ろにずらしただけじゃ

なくて、そこにハイドログラフで水位のグラフが入

っていますけれども、ダムがなかった場合は赤のラ

インです。今回鹿野川ダムと野村ダムがございまし

たので、下の方にブルーの濃いラインが入っていま

すけども、そこまで水がきた。ハッチが入っている

ところは洪水であふれた、 万トンの水があふれ

た部分でございます。もし、これがダムが全然なけ

れば、あの赤いラインでまだまだ大きな災害になっ

ている。さらに、山鳥坂をつくるとどうなるかとい

うシミュレーションやってみますと、下の方に薄い

ブルーで出ていますけども、ここで山鳥坂があった

としても若干あふれています。ただ、これは約 万

トンですから、それは先ほど言いました二線堤と、

それから、本堤の間の遊水池的になっていますが、

そこの中で納まるということは、今回の被害ほとん

ど生じなかったことになる。家は被災ゼロというこ

とになったわけでございます。

それから、今回は高潮災害が高松、香川県で起き

ましたけども、これについてもそもそもの基本計画

をつくり直してやる必要がございますし、これは関

係する省庁が、私ども国土交通省、中でも港湾部局、

それから河川部局、それから農林水産省、それぞれ

県の方全体で考えないといけない内容でございます

ので、これから取り組んでいこうと考えております。

それから、台風 号でございますけど、これも記

憶に新しゅうございますが、新居浜の大生院地区の

災害でございます。

これは今年の予算でございますが、私ども今行っ

ていますのは、宇治川床上浸水対策特別緊急事業。

これは過去 年間で 回発生している洪水を、 年

間で 回に減らそうじゃないかということで、現在

河道拡幅プラス、トンネル事業ということで進めて

おります。今年も宇治川は何回も浸かりました。

それから、これは緊急対策特定区間ということで、

仁淀川のさらに下流になりますが、波介川です。そ

れから、補助事業でも徳島、香川、愛媛、高知それ

ぞれで現在進めております。

これは桑野川の床上浸水対策事業でございます

が、川幅を広げ水位を下げ、なおかつポンプで排水

して桑野川の左岸の浸水区域を、これをかなり減ら

していこうという事業でございます。

これは当県、愛媛県の肱川の河川整備計画。今年

の 月に整備計画をつくりまして、これに向けて今

後とも努力していきたいと思っています。

以上でございますが、私ども治水を担当する者と

いたしましては、今後ともしっかり努力していきた

いと思っております。皆様の今後とも強力なご支援、

ご協力をお願いしたいと思います。簡単ですが、私

の説明にかえさせていただきます。どうもありがと

うございました。

（ ） 平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号

高知県大川村長

合 田 司 郎

意 見 発 表

ただいま発言を許されました高知県の大川村長の

合田司郎でございます。
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高知県の大川村というところは、よその 県の

方々、ちょっとイメージしていただきたいんですが、

四国地図のちょうど真ん中に糸を通していただきま

すと、真ん中で釣り合いのとれる四国山脈の山麓に

位置いたしております。この我が村におきましては、

明治 年の市町村令の施行によりまして、町村合併

することなく今日に至っておりますが、安政の昔か

ら私どもの村には日本工業によりますところの銅の

採掘が行われておりました。それが採算制の悪化に

よりまして昭和 年に閉山となりました。加えて昭

和 年から計画をされました、四国総合開発に基づ

きますところの早明浦ダム、これは当時は、日本で

番目に大きいダムでしたが、現在は全国でも 番

目に大きい。当然西日本では一番でかいダムであり

ます。これが 年の歳月をかけまして完成をいたし

ましたのが 年でございます。当時私どもの村の人

口が 余の人口を有しておりましたけれども、

この二つのプロジェクトが起因をするところにより

まして、追われるがごとくに水没をし、あるいは離

村をして、現在四国で一番人口の少ない、わずかに

名の人口に相なった筋金入りの超過疎でありま

す。私は常々これを単なる過疎とは申しておりませ

ん。いわゆる国策によりますところのつくられた過

疎だ。いわゆる筋金入りの過疎地であるというふう

に自負申しておるところでございます。こういうこ

とでございまして、私の村の沿革につきましてアバ

ウトにご紹介を申し上げました。

さて、本日の皆さん方とこうしてお目もじを賜り

ながら、志を同じくして、この砂防、治山、河川整

備、治水の問題につきまして、こうして私の思いの

たけを語らせていただける機会を得まして非常にう

れしく、また、感激もいたしておるところでござい

ます。

私どもの村におきましては昭和 年、 年という

連年にわたりますところの大災害がございます。私

どもの村はいわゆる東西 キロ、南北 キロ、標高

メートルから メートルの間に人口が点在を

しておる、本当に 字型を有しました村でございま

して、その中央を吉野川が流れておるわけでござい

ます。平均斜度が 度と言われておりますが、そう

いうことの中で村半分の西部におきます キロの幅

によります 年、 年に豪雨災害がありました。そ

して、人身事故も当然あったわけでございますが、

年たった今日におきましても、いまだにその復旧

作業が続けられておるというのが実情でございま

す。なかんずくさきに襲いましたところの 月 日

の未明から降り始めました台風 号による影響であ

りますが、これは村の東部 キロの幅をもって豪雨

が発生をいたしました。時間雨量にして ミリ、

二日半日で 年間の降雨量の 分の を超す

ミリという記録的な豪雨に見舞われて、それから、

わずかに 日後には台風 号、そして、 号、 号

と相次いでその被害を受けたわけでございます。幸

いにいたしまして、これにつきましては人災ってい

うのは全くなかったわけでございますが、村の至る

ところにもう無数といいますか、正確に申し上げま

すと八十数カ所に及ぶ崖崩れ、土石流災害、河川災

害が発生をいたしております。そういうことで村内

には国道が メートルも通っておりません。県道で

ございますから至るところでこれが寸断をされまし

て、村自体が孤立のうき目を見、電気は通らない、

当然電話も不通だということで非常に不便で、深刻

な事態を経験をいたしたところでございます。なか

んずく、いまだに孤立いたしております集落が 集

落ございますが、応急復旧として何とか今小さな車

だけは通れるだろうということになっております

が、そういうことを経験するにつけましても、今日

この砂防、あるいは治山、あるいは河川整備、こう

いうものにつきましても、非常に三位一体の改革と

いう名のもとに、砂防事業において 割、治山事業

において 割、河川整備事業において 割の削減、

限りなく廃止に近い状況というふうに思います。加

えてその税源移譲をされるというふうに言われてお

りますが、先ほどの柳川課長からのお話もございま

したように、これらはいわゆる建設国債によって賄

われておることが基本でありますから、税源移譲に

はなじまないんではないかというふうに私は思いま

す。仮に百歩譲って、これが税源移譲されたといた

しましても、外形的な基準から申し上げますと、恐

らく人口による配分になるだろうというふうに考え

られますが、詳しいことはまたそれぞれのご専門家

にゆだねるといたしましても、ある有識者に私シ

ミュレーションをしていただきますと、四国地域に

おけるこの外形的な基準でもって、この公共事業の

税源移譲がされたとしても、恐らく従来の ％ない

し ％以内にとどまるだろうというふうに聞かされ

ております。そこで私たちは行政を預かる立場の人

間といたしまして、非常に背筋が凍る思いがいたし

ます。こんなことでいいんだろうか。先ほども菊池

部長からもお話がありましたように、故事に習えば、



山を治め、水を治め、民を治めると、これ政治の原

点なり。こういうふうに教えられております。この

治水、砂防、治山、これは国の責務において果たす

べき事業であります。これを削減をいたしましても、

砂防事業が行われてない大都市周辺に税源移譲がさ

れる。そういうときに必要なところに必要な予算の

配分がされない、事業展開がされないということに

なってまいりますと、非常に心臓が騒ぐわけでござ

います。

私たちは台風の常襲地帯といたしまして、私も長

く議会に席を置きまして、平成 年に四国 県の市

町村議会の志の高い方々に呼びかけまして、四国土

砂防災ネットワーク議員連盟というものを立ち上げ

てまいりました。当時四国 県に市町村の数が

ありました。その中で 余の市町村議会が加入を

してくれて運動を展開いたしております。究極的に

は日本の国には災害に対する災害基本法がご案内の

ようにあるわけです。災害基本法があっても災害に

遭った人の命が亡くなったときは、いかに金をかけ

てもその人の命は帰ってまいりません。そこでいろ

んなことはあるにいたしましても、ここは防災基本

法をつくるべきだ。ここに陣内会長あるいは小野代

議士がおいでますけれども、私たちは防災基本法の

制定がないっていうことは、政府や国会の無作為で

しかないんじゃないかということを訴えてまいった

経過もありますし、現在もそのことを訴えておるわ

けでございます。

現実の問題として、 年に公布されましたとこ

ろの国土総合開発法がご案内のようにあるわけでご

ざいますが、その基本理念といたしまして、国土の

均衡ある発展ということがうたわれてまいりまし

た。その後第 全総、 全総、 全総、 全総とサ

ブタイトルがそれぞれついております。その中で現

在第 全総が進行中でありますが、その第 全総の

サブタイトルでは、 世紀型のグランドデザインを

描く多軸型国土の形成ということがうたわれておる

わけでございますが、ご参集の皆さん方は既にこの

ことについてはご案内のところであります。その国

土総合開発法に照らしましても、この砂防事業、あ

るいは河川整備事業、治山事業、こういうものに全

く意味をなさない状況にあるんではないかというふ

うに私は考えるわけでございます。必要なところに

国家の責任において、その国土保全を図り、住民の

安全と安心を保有していただく施策というものを展

開をするべきであり、また、してもらわなきゃ困る。

単に地方を切り捨ててもと言えるような、このいか

に 団体のまとめとは言いながらも、地方に配慮し

たこの地方 団体のまとめとは到底考えられないわ

けでございます。こういう状態を考えましたときに、

本日ご参集いただいておりますそれぞれに志の高い

方々でございますが、相携えながらこの治水、砂防、

治山、この国家の基礎的事業というものを携えて要

求をし、頑張ってまいらなければならないというふ

うに感じておるところでございます。

はなはだ唐突なことで駄弁を弄しましたけれど

も、意のあるところをおくみ取りをいただきまして、

私の意見開陳とさせていただきます。ありがとうご

ざいました。

（ ） 平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号

愛媛県大洲市長

桝 田 與 一

大洲市長の桝田です。

先ほど河川部長さんの説明の中で、大洲の治水に

対します政策、そして、それがどういうふうに役に

立ってきたか等の説明がございましたので、ダブる

ところが準備している資料にたくさんありますか

ら、そういったところは簡単に飛ばしまして、ポイ

ントだけ説明させていただきたいと思います。

《パワーポイントにより説明》

今日は四国の方が皆さんお集まりですので、肱川

の場所がどこにあるかということは皆さんご承知の

とおりでございますから省かしていただいて、松山

からちょうど キロぐらい離れたところに大洲市が

ございます。次。

ご覧のとおり四国の西南部、西の方でございます。

それから、もともとは古い町でございましたが、高

速道路の開通をみまして、終点に当たります地域を

開発いたしました。それが東大洲でございます。こ

こへ商業を集積しまして、現在雇用 人、平成

年以降でございますが、 年足らずのうちに 人

ほどの雇用の場が提供できております。それから、

これは今年 周年を記念しまして、木造による天守
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閣の復元をやろうということで 年かけてやりまし

て、 月 日に復元のオープンをしたわけでござい

ますが、残念ながら 日前に 号台風によりまして

町の中がかなり傷みました。けどもいろんな団体等

の関連もございまして、全国からお客さんが見える

ようになっておりましたので、予定どおり 月 日

にオープンいたしました。オープンは延ばすべき

じゃなかったかというふうな声もござましたが、現

在大体 日 人ぐらいお客さんにお越しいただ

いております。

これは川を利用しての大洲肱川の鵜飼いや花火大

会の行事でございます。こういった夏の風物詩とし

ては肱川は大変我々としては財産として利用させて

いただいています。

肱川の特性でございますが、ご覧いただきますよ

うに、勾配が非常に少ない川でござまして、それと

支流が大変多いこと。それで一箇所へ水が流れ出て

くるような感じになっておりまして、直線にします

と上流の水源地から河口まで キロ位しかないんで

すが、それをぐるぐる回って キロ以上になって

います。ちょうど真ん中辺に大洲市がございまして、

大洲市から河口の長浜町までは勾配が 分の

という極めて緩いところでございます。従って、周

囲から一遍に水が出てきますと、どうしても大洲盆

地に溜まってしまうというのが、この盆地の特性で

ございます。従って、水をどこで溜めておくか、そ

して、また堤防でどの程度防ぐか、そのバランスを

とりながらやっていく必要があること。河口が非常

に狭いというのが つの特徴でございます。

これは河口の狭さを示した写真でございまして、

通常の川でしたら、河口の方へいきますとどんどん

広がっていって水が流れやすくなっておるんです

が、ここは逆に大洲の方が、真ん中の方が胃袋みた

いな感じで広くなっておりまして、河口へ行くとこ

ういうふうに狭くなっておるということで、一遍に

水が出てきますと吐けないということになっており

ます。

それで平成 年に大洪水がありまして、そのとき

に先ほど説明いたしました東大洲の商業集積地が冠

水をいたしました。そのために激甚災害の激特事業

の採択をしていただきまして、 年間で 億円、

最終的には一般の治水予算も入れまして 億円ほ

どかけて治水のレベルアップ、無堤地区の堤防をや

っていただいたところでございます。これはそのと

きの浸水の状況でございます。

これが激特事業でやっていただいた場所でござい

ます。肱川の中下流域の無堤地区の堤防を順次やっ

ていただいた。中には霞堤防がございますが、そう

いうことでかなりレベルアップしたところでござい

ます。

それで、どういうふうにしてこの根本的に肱川の

治水をやっていくかということの中で、今年の 月

日に向こう 年かけてこれだけの段取りをしよう

という肱川の河川整備計画、根本的なことを国土交

通省の方で決めていただきました。その つが山鳥

坂ダムをもう一つつくるということ。それから、現

在あります鹿野川ダムを改造して、もうちょっと治

水に重点を置いたダムとして操作ができるようにし

ようという 本と、それから、無堤地区を解消しよ

うという 本立てでやろうということでございま

す。そして、安心・安全の確保をしていこうという

ことです。それから、あわせて河川環境もよくして、

清流を復活していこうじゃないかというふうな案で

ございます。予算の都合もありますので、今のとこ

ろ 億円という予算の総額が発表になっており

ますが、 年かけてやるということになっておりま

す。

今年の浸水状況でございますが、これが台風 号

による浸水状況でございます。これは先ほど言いま

した激特事業でやっていただきました地域につきま

しては、極端に被害が減っております。見事に成果

が上がったということにつきましは河川部長さんの

説明にあったとおりでございますが、そのかわりと

言いますか、河川整備が終わっていない無堤地区が

まだ市内にも残っておりますが、そこは残念ながら

かなりの被害が出たということでございます。その

地域が今の写真で、その状況でございます。これも

東大洲と、これは久米地区でありますが、こういう

ふうに被害が出ました。

それで、効果的な成果が上がったというのが、先

ほど河川部長が申されました二線堤でございます。

これは市の方で 回水を溜めておく場所をつくって

おこうということで、下流との関係もありまして、

堤防をやたら高くすることができないということか

ら、それのバランス上の高さの堤防にして、そのか

わり町に水が出てしまわないように道路を兼ねた堤

防をつくっておくというので二線堤をやったわけで

ございます。ここで 回水を溜めまして、それでも

結局は持ち耐え切れなくなりまして、 時間ばかり

滞留した後にオーバーフローいたしましたが、その



お陰で被害の面積が軽くて済んだというふうに言わ

れております。これは無堤地区の、まだ堤防のない

地区がございますが、そこの被害状況でございます。

床下浸水がかなり出ました。

うちの方としては、そういったいろいろ対策を立

てていただいておりますが、まだまだ根本的な改善

というものが出来ておりません。 年間待てるかと

いうのが率直なところ市民の意見でございまして、

基本計画としては 年出来ておりますけれども、

年先というのはいかにも長い。もう少し自分らが生

きている間にきちんとした対応にならんのかという

のが私に対する注文でございます。私の方もそうじ

ゃなしに、やっぱり出来ることは現実的に 、 年

とか 、 年とかという中で、何とか安心して生活

できるようなレベルにしていきたいなというふうに

考えておるところでございます。当然、新居浜や西

条の大災害の後で知事さんに会いましたら、大洲は

ときどき水に浸かるのは仕方ないなというふうな意

味を言われました。これは地形からいいまして止む

を得んことかもしれませんが、西条とか新居浜が受

けました土砂災害とは若干性格が違いますけれど

も、うちとしては河川改修をきちんとやっていただ

くと、安心した地域にレベルアップ出来るんじゃな

いかと思います。 年に 回とかというんじゃな

しに、 年に 回、 年に 回とか 年に 回とか

いろいろ言われますが、現実にはかなり短いサイク

ルで被害が起きておることは先ほどの説明のとおり

でございますので、出来るだけ安心して暮らせるよ

うな地域に早くしたいというのが我々の念願でござ

います。そのためには先ほどからお話がございます

ような三位一体改革に伴います財源の確保がどうか

という心配をいたしているところでございますが、

どうぞひとつよろしく、皆さんと一緒に成果があが

りますように、是非ともお願いをしておきたいとい

うふうに考えておるところでございます。

以上簡単ですが、説明として意見を言わせていた

だきました。どうもありがとうございました。
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大 会 決 議

愛媛県土木協会副会長
伊方町長

中 元 清 吉

決議案を朗読させていただきますので、満場のご

賛同をよろしくお願いをいたします。

決 議 （案）

境を築くうえで欠かすことのできない根幹的、基礎的な

事業であるにもかかわらず、四国内の河川改修状況等は

未だに不十分であり、統計によれば、四国地方の一人当

たり水害被害額は全国平均の 倍と、他地域と比較し

て劣悪な水準にあることは、誠に憂慮に耐えない。また、

全国に比べて少子高齢化が進行している四国地方におい

ては、水害等災害時の迅速かつ的確な避難誘導をはじめ、

危機管理体制の強化を早急に図ることが求められてい

る。

一方、四国地方の降雨は地理的、季節的な偏りも大き

く、平成 年夏の香川、愛媛の大渇水をはじめ、例年随

四国地方は、急峻な山地が多く、地質が脆弱であるう

え、台風や梅雨前線による豪雨に見舞われやすいことか

ら、水害や土砂災害が起こりやすい厳しい自然条件下に

ある。このため近年においても、平成 年の高知水害、

年の徳島県の桑野川水害、 年の高知県西南部豪雨水

害、また、本年は特に今年 月から 月にかけての台風

号、台風 号、台風 号及び台風 号と、四国全域で

の多数の死者が発生するなど、記録的な水害が発生して

いる。

治水事業は、国土を保全し、水害から国民の生命と

財産を守り、豊かで活力ある社会と安全で快適な生活環
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所で渇水被害が生じ、地域社会の経済活動や地域の人々

の日常生活に計り知れない被害や影響を与えており、安

定的な水供給確保も重要な課題である。さらに、今後

年以内に ％程度の確率で発生するとされている東南

海、南海地震では、四国地方の被害は甚大で多数の死者

が出ることが予測されており、早急な地震、津波対策が

不可欠である。加えて、四国地方には緑や心癒される水

辺空間が残されていることから、地域と一体となった四

国ならではの豊かで潤いのある水辺環境の保全と創出が

望まれている。

このような状況に鑑み、安全・安心で魅力ある四国を

創造していくためには、災害を未然に防止するために、

遅れている治水施設の整備を強力に推進するとともに、

水害などの災害に対し、機動的に対応できる制度及び所

要の財源の確保を図り、より一層の治水対策及び水資源

開発を行っていく必要がある。

よって、我々は四国地方治水大会を開催し、この総意に

基づき、国会並びに政府に対し、次の事項が実現される

よう強く要望する。

記

、頻発する災害から生命、財産を守る治水対策は、国

としての基本的責務であることに鑑み、安全・安心な

地域社会の構築に支障を及ぼすことがないよう、機動

的、集中的な治水対策が可能な税源移譲が行われない

限り、治水事業に関する国庫補助負担金制度の堅持を

図ること。

、四国中で甚大な被災となった台風災害の早期復旧を

図るため、災害復旧事業等の早期実施に特段の配慮を

図ること。

、水害及び渇水被害の防止、軽減のため、平成 年度

治水関係事業費について、その必要額の確保を図るこ

と。

、安定的な水の供給を図るため、水資源開発を推進す

ること。

、東南海、南海地震対策として、河川堤防等の耐震対

策及び津波対策を推進すること。

、自然再生事業を推進するとともに、河川を巡る多様

なニーズにこたえる河川環境整備を推進すること。

以上決議する。

平成 年 月 日

第 回四国地方治水大会

次期開催地の決定

徳島県県土整備部参事

武 林 哲 治

次期開催県として徳島県に決定し、武林県土整備

部参事からお引き受けのご挨拶をいただきました。

徳島県ご当局には大変ご苦労をおかけいたします

が、よろしくお願い申し上げます。
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九州地方治水大会次第
（敬称略）

開 会
主 催 者 挨 拶 全国治水期成同盟会連合会会長 参議院議員 陣内孝雄

熊本県河川海岸防災協会副会長 嘉島町長 荒木泰臣
熊本県副知事 安田宏正

来 賓 祝 辞 熊本県議会副議長 早川英明
座 長 推 挙 熊本県河川海岸防災協会 副会長 嘉島町長 荒木泰臣
来賓紹介・祝電披露
九州地方の治水事業 国土交通省九州地方整備局長 岡山和生
治水事業を巡る最近の状況 国土交通省河川局治水課長 柳川城二
大 会 決 議 熊本県河川海岸防災協会監事 天草町長 森 安広
次期開催県の決定・挨拶 沖縄県土木建築部次長 首里勇治
閉 会

平成 年度 九州地方治水大会
と き 平成 年 月 日（月）
ところ 熊本交通センターホテル

熊本県土木部提供
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お断り

挨拶は、四国地方治水大会と同趣旨により、割愛

いたしました。

礼を申し上げたいと思います。

さて、この治水大会は、治水事業に深く携わる皆

様が一堂に会して、九州地方の治水事業に関して意

見交換を行い、国民の生命と財産を守る治水事業を

計画的に推進し、事業の促進を図ることを目的とし

て開催しているものであります。

九州地方は日本列島の中でもその位置する場所や

地形などの自然的条件などから、過去において幾多

の豪雨や台風、高潮災害等に見舞われ、多くの人命

や財産が失われています。

昨年の福岡県・熊本県で発生した集中豪雨災害、

本年は、早くから台風による大きな風水害が九州各

地で発生するなど、これまでになく台風の上陸が多

発しております。

私たちは、これまで治水事業の推進について、た

ゆまぬ努力を続けてまいりましたが、それにもかか

わりませず、このように地域住民の尊い人命、貴重

な財産を奪う深刻な災害がなお発生することじた

い、とりもなおさず九州地方における治水施設の整

備状況が十分でないということを裏付けるものでは

ないでしょうか。

特に、近年、異常気象が指摘される中で、これま

での災害に対する常識では対応できなくなっている

のが、最近の災害発生の傾向であり、これまで以上

に計画的な治水事業の促進を図る必要があります。

私どもはこれまで、機会ある毎に訴えて参りまし

たが、国民の生命と財産を守る治水対策は国の基本

的責務であり、今後とも必要な国庫補助負担金制度

を存続していく必要があります。また、風水害が多

発している現状から、治水事業に必要な予算の確保

もまた必要不可欠であると考えます。

本日、治水事業に携わる皆様方にお集まりをいた

だくことは、大変有意義なことでありまして、本大

会を契機として九州地方それぞれにおける治水事業

が一層促進され、安心で豊かな災害のない郷土づく

りを目指して、皆様と共に国や関係機関に対し、治

水対策の強化を要望して参りたいと思います。本大

会の成功に向けて皆様方のご協力をよろしくお願い

申し上げます。

最後に、本日ご臨席の皆様方の益々のご健勝と今

後のご活躍を心からご祈念申し上げまして、主催者

の一人としての挨拶とさせていただきます。

主 催 者 挨 拶

熊本県河川海岸防災協会
副会長 嘉島町長

荒 木 泰 臣

皆さまこんにちは。熊本県河川海岸防災協会副会

長の、嘉島町長荒木でございます。

本日は、会長の冨永菊陽町長が出席できませんの

で、代わりまして、副会長の私の方からご挨拶をさ

せていただきます。

平成 年度九州地方治水大会をここ熊本県におい

て開催できますことは、大変光栄なことであり、各

地からお集まりになりました皆さんを心から歓迎を

申し上げる次第でございます。

また本日は、ご多忙にもかかわりませず、陣内会

長をはじめ国会議員の皆様、県議会副議長様、さら

には国土交通省関係部局の皆様方をはじめ、多数の

ご来賓の方々にご臨席をいただき、心からお礼を申

し上げます。来賓の皆様におかれましては、日頃か

ら九州地方の治水事業の推進につきまして、特段の

ご理解とご尽力を賜り、本席をお借りいたしまして

厚くお礼を申し上げたいと思います。

さらに本日は九州各地から治水事業の関係者の皆

様が、大変お忙しい中に多数お集まりをいただきま

したことを、高い席からではございますが重ねてお

全国治水期成同盟会
連合会会長
参議院議員

陣 内 孝 雄
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本日は、熊本県潮谷知事が、用務の都合で出席す

ることができませんでした。私、副知事の安田でご

ざいます。代わりまして知事の歓迎の挨拶を代読さ

せていただきます。

本日は、多くのご来賓の方々にご臨席をいただき、

平成 年度九州地方治水大会をここ熊本の地で開催

させていただくことになりました。全国治水期成同

盟会連合会の陣内会長をはじめ、各地で治水事業に

関係されている多くの皆様方には、お忙しい中を遠

路、熊本までお集まりいただき、まことにありがと

うございます。心から歓迎のご挨拶を申し上げます。

さて、本県では昨年 月に、水俣市を中心とした

県南集中豪雨によって 名の尊い命が失われるなど

大きな被害を受けました。また、本年は例年になく

多くの台風が我が国を襲い、九州にも 月から 月

にかけて つの台風が相次いで上陸し、各地に大き

な被害をもたらしました。毎年のようにこのような

災害の発生が繰り返されることは、まことにやりき

れない気持ちでございます。改めて自然災害に対す

る対策の重要性を感じているところです。

いうまでもなく、治水事業は、このような自然災

害から国民の命と財産を守る最も根幹的な事業で

す。しかし、本県でも治水施設等の整備はまだまだ

不十分な状況にあり、今後も引き続き地域の特性に

応じて整備を進めていく必要があります。さらに、

不幸にも災害が発生した場合に、被害を最小限に抑

えるように、避難誘導体制の充実などにも併せて取

り組んでいく必要があります。

本日治水事業にかかわっておられる方々が一堂に

会し、今後の事業推進について決意を新たにされる

ことはまことに意義深いことであると思います。本

大会が今後の治水事業の推進に大きな役割を果され

ることを期待しています。

ところで、熊本には阿蘇のカルデラに代表される

豊かな自然が数多くございます。また、昨年の大河

ドラマのモデルとなりました宮本武蔵、今年で没後

年となる小泉八雲ことラフカディオ・ハーン、

そして文豪夏目漱石にゆかりのある様々な名所も残

っております。どうか県外からお越しの皆様方には、

この機会に時間の許す限り、熊本県をご堪能いただ

きたいと思います。

最後に、本日お集まりの皆様の益々のご活躍とご

健勝を祈念いたしまして挨拶といたします。

平成 年 月 日

熊本県知事 潮谷義子 代読

熊本県副知事

安 田 宏 正

熊本県議会副議長

早 川 英 明

熊本県議会副議長の早川でございます。

本日は、児玉議長が所用のために出席できません。

議長よりの祝辞を預かっておりますので代読をさせ

ていただきたいと存じます。

平成 年度九州地方治水大会に九州・沖縄の各地

からこのように大勢の皆様方においでをいただき、

まことにありがとうございました。心から歓迎いた

しますとともに、地元熊本県議会を代表して一言お

祝を申し上げます。

皆様方には、日頃から治水事業の推進にご尽力を

いただいておりますことに対し、この場をお借りい

たしまして心から敬意を表します。

さて、今年も梅雨期の集中豪雨や相次ぐ台風に

よって、九州各県は甚大な被害を受けました。私ど

もは、このような事態が生じるたびに、災害を未然

に防止し、被害を最小限度に抑えるための対策がま

だまだ不十分であると痛感をしております。

ご承知のとおり、我が九州地方は集中豪雨などの

被害を受けやすい地形や気象条件下にあり、荒廃し

た森林や河川等の再生、復旧を行う治山治水事業は、

県民の生命と財産を守り安全な県土づくりを進める

ために必要不可欠な事業であります。しかしながら、

三位一体の改革の初年度は、地方交付税を大幅に削

来 賓 祝 辞



減する一方、本格的な財源移譲が先送りされるなど、

地方財政に大きな打撃を与え、治山治水事業にも影

響が出るのではないかと懸念をいたしております。

このため、熊本県議会としては、 月定例会にお

いて 地方税財政制度の三位一体の改革に関する意

見書 および 治山治水事業に係る財源確保等に関

する意見書 を決議し、国庫補助負担金の廃止、移

譲に当たっては、地方交付税等による確実な財源措

置がなされるよう国に対して重ねて強く要望したと

ころでございます。重要な国土保全施策である治山

治水事業については、国と地方の連携をさらに強固

なものとして取り組んでいただきたいと強く願って

おります。

最後になりましたが、本大会のご成功と九州各県

の治水事業の促進並びにご出席の皆様方のご健勝を

祈念し、祝辞といたします。

平成 年 月 日

熊本県議会議長 児玉文雄 代読
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─順不同・敬称略─

衆議院議員

松 野 信 夫

衆議院議員（代理）

松 野 頼 久 林 田 彪

金 子 恭 之 江 田 康 幸

西 川 京 子 野 田 毅

松 岡 利 勝

参議院議員（代理）

木 村 仁 三 浦 一 水

松 村 祥 史

祝電ありがとうございました
─順不同・敬称略─

衆議院議員

坂 本 哲 志

国会議員紹介

事業概要説明

国土交通省九州地方整備局長

岡 山 和 生

九州地方の治水事業

皆さんこんにちは。ご苦労さまでございます。時

間都合もございますので、簡単にこの 点だけ話を

させていただきたいと思います。

まず最初に、九州の特性でございます。

よくご存じのとおり九州にはたくさん台風が上陸

するということで、特に ミリヘクトパスカル以

上（この青いもの）が他の地方より多いということ

で、今年も つ、更に今週 つ来るかどうかとこん

なところでございます。

水害被害額、これも平成 年からの 年間、中部

地方に次いで大変な被害がある地域であるというこ

とでございます。

土石流の危険地域も、 個以上の危険があるとい

う箇所が、全国平均よりも九州は高い。特に長崎県、

大分県はたくさん危険地域がある。着手率も ％台

と非常に低いということです。

堤防の整備率も平均で 割程度と、直轄の河川で

こうですから県管理の川はもっともっと低いという

状況でございます。

今年の出水状況でございます。

つの台風が縦断をいたしました。この つの台

風で大きな災害が各地で出たわけですが、破堤、越

水をするような氾濫をするような大災害は幸いにし

てなかったわけでございますが、内水被害あるいは

堤防の決壊、こんなふうな事は起こりました。そし

て水位も、警戒水位を 水系のうち 水系、さらに

危険水位にも 水系が達したわけでございます。特
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に球磨川の人吉観測所では計画水位まであと と

いうところまで来ました。溢水、氾濫にならないで

本当によかったわけでありますが、もうそういう事

態になっても不思議じゃない所まで水は来ていたと

いうことでございまして、地域の皆さん、水防団の

皆さんと一緒にこれを守れたということは大変喜ば

しい限りでありますし、今まで営々と築いてきた治

水対策、これが効果を発揮したということでもある

と思われます。

しかし、今回以上の水害も、大水も、いつ出ても

不思議ではないわけでありますので、今後の備えが

重要と感じております。

号台風で、各地でこういった内水のような氾濫

がありました。

ダムも力を発揮しました。球磨川の最上流に県で

管理されます市房ダムがございますが、ここのお陰

で先程の人吉、この水位を 下げることができま

した。あと で計画水位と申しましたが、計画水

位を突破せずに済んだということでございます。も

うパラペットひたひたまで来ているような状況でご

ざいます。大変危険な状態まで来ていたわけでござ

います。

さらに欲を言いますと、現在計画中、工事中の川

辺川ダム、これがあればさらに 水位が低かった

であろうと期待されております。これがあれば危険

水位にも達しないですんだ。今回は大きな災害にな

らなかったわけですが、もっと安心な水位、危険水

位に達しないで済んだろうということであります。

実際 戸が浸いてしまったわけですが、川辺川ダ

ムがあれば、今回の出水でも 戸に押えられ、さら

に治水対策、改修が進めばそれも 戸になるわけで

ありますが、そういった効果がこれから早期に発揮

されることが期待されるわけでございます。

号台風でも つの川で危険水位に達しました。

また、球磨川の人吉と川内川で危険水位を超過した

ということでございまして、遠賀川では堤防の決壊、

法面の決壊が起こり、ひやひやしたという状況でご

ざいます。

この台風でも、鶴田ダム、川内川の中流にありま

すダムのお陰で効果を発揮しまして、下流の水位を

減ずることができました。

また、土石流災害も各地で起こりました。大した

大きな災害にはなりませんでしたが、 名の人命被

害があったということでございます。

また、県管理の河川あるいは海岸においても多く

の被害が出ました。

また、 号による風倒木、これも特に筑後川の上

流あるいは白川の上流、こういったあたりで平成

年の 号台風ほどではありませんでしたが、風倒木

が各地で起きて、これからの土石流あるいは流木等

が心配になっておるところであります。

直轄河川の施設も大分壊れました。 箇所で被害

額 億円に達しておるということでございます。

こういった状況でございますが、今年の予算がど

うなっているかということでございます。

昨年、 カ年計画が改定されまして重点計画が作

られました。いわゆる治水の カ年だけでなく、

本の公共事業の カ年計画を 本にまとめて重点計

画ができ、その中で九州の治水事業については、い

わゆるアウトカム指標で、今後 年間、平成 年か

ら 年の間に床上浸水対策 万 戸の浸水を

戸に抑える等々、いろいろな目標を立てたわ

けでございまして、これを進めるために今後の予算

が確実に付いていくこと、この 年の前提の額がい

るわけですが、公共事業の削減が続いている中で、

今年の予算はご覧いただくように、直轄で ％減、

補助でも ％減というような厳しい予算になってお

りまして、重点計画で地域の方にお約束した治水安

全度が 年後に達成されるかどうか、非常に危惧さ

れる状態でございます。

その中で、今年度予算を重点的に配分して効果を

早期に発揮しようということで仕事が進められてお

ります。

一つは、ご当地熊本の白川でございます。昭和

年に大水害がありました。掘り込み河道でありなが

ら天井川ということで、これが溢水すると大変な、

この市街地が浸水に見舞われるわけでございます。

この交通会館あたりは浸水 ほどになるのではな

いかと思いますが、ここに重点投資をして進めてお

るところでございます。用地が難航しているという

状況でございます。

それから筑後川の久留米あたりも 年災が記憶に

あるわけでありますが、この重点投資をしていると

いうことでございます。

遠賀川については、去年大水害があって飯塚の市

街がこのようにたくさん浸いてしまって、この復旧

のための重点投資をしているわけでございます。

それから山間地の改修ということで、球磨川、緑

川の中流部においては宅地の嵩上げをして、堤防を

造るよりも効率的な治水対策ということで、水防災



対策の特定河川事業を推進しているところでござい

ます。

ダム事業についても、現在この箇所で進めている

わけでございますが、今年嘉瀬川ダムについては本

体着工をしようというところまでこぎ着けておるわ

けであります。

砂防につきましても各地、火山砂防を中心に展開

をしている状況でございます。

海岸事業についても、有明の直轄海岸、これは

年度の完成、県への引継ぎを目指して最後の仕上げ

を進めているところでございます。

こういった事業を、先程申しましたとおり計画通

り進めていくことが、国民の生命、財産、安心・安

全これを守るために是非とも必要なわけでございま

すが、財政上非常に厳しい状況にあるということで

ありますが、さらに、先程からお話が出ているとお

り、地方分権を進めなくちゃならないという時代で

あります。地方の地域整備については、できるだけ

地域の自主性あるいは裁量性を増やしていくという

ことが重要であります。こういった改革を鋭意進め

ていく必要があると私どもも思うわけであります

が、状況といたしましては、この三位一体改革に向

けて地方六団体から出された案、これが今、東京で

議論されておりますが、この中身についていろいろ

問題点を含んでいるというようなことを若干お話を

させていただきたいと思います。

一点は、税源移譲がされることが前提ということ

に地方六団体案がなっておりますが、公共事業費は

建設国債が充当されていて、税源移譲できないとい

うことが財務大臣も明言しているとおりでありま

す。

また、今年の税源移譲額は 兆円ということかと

思っていたら、去年の 億も含め 兆円である

ということが 月 日に閣議決定されている。つま

り 兆 億程度しかないということでございま

して、 兆円補助金削減すると 億程は今年そ

の税源移譲ができないということに既になっている

ということが分かっております。

また、北側国土交通大臣も就任早々発言しており

ますが、地方交付税についての議論がまだない。補

助金削減、税源移譲、それと地方交付税削減この

つが三位一体でありますが、その地方交付税の議論

がないということが課題であるということでござい

ます。

次に、九州の実態を少しお話ししたいと思います。

要は、河川事業の補助事業でいうと、九州では半

分の額がこの六団体の案での廃止対象になっている

ということでございます。もし税源移譲されなけれ

ばこれだけの仕事が県としては出来づらくなってく

る。どこかから借金するしかないということになる

わけであります。

砂防事業については ％にこれが及ぶ、これがな

くなってしまうということであります。鹿児島の桜

島の砂防等には大変多くの額が入っておりますが、

これがなくなると大変なことになるというような心

配がございます。

税源移譲されないというふうに、公共事業につい

ては財務大臣が言っておるわけですが、もし仮にさ

れたとしても、今、案として言われている住民税等

でもし移譲されたとすると、東京とか大都会はかな

りの額が、この赤い方が移譲額ですが、今補助金で

配分されている額よりも配分されるわけですが、九

州においては福岡県以外は全部、半分程度あるいは

分の 位しか配分が返ってこないということで、

地方にとっては非常につらい改革になってしまうと

いうことでございます。

例えばどこで問題が起こるかということですが、

筑後川の支川寒水川、平成 年に大水害、破堤いた

しました。この災害対策も再度災害防止も激特事業

だけではやりきれない、一般改修で重点投資をして

おりますが、まだ 億の事業費の内の半分が残っ

ておりますが、これが重点投資で今進めているもの

ができなくなるというようなことになる心配がござ

います。

もう つの心配は、これは長崎の中島川でござい

ます。昭和 年の大水害の後、眼鏡橋を保全すべく

両岸に街路の下を放水路を掘るということで、片側

だけはその時できたわけですが、もう片側は再開発

と併せてするということで時間がかかっておりまし

て、激特等の手法が取れないということで、一般改

修で重点投資をするということで、これも 億の全

体事業費の内、まだ ％しかできてないという状況

でございます。

その他砂防についても、各地で事業が進められて

ることができなくなる心配があるということです。

あと、新潟の話がございますが、これはあとの治

水課長さんのお話に任せたいと思います。

次に、堤防の点検をいたしましたが、この中でや

はり直轄の堤防でも危険箇所がございましたが、県

管理区間にたくさんあった、倍ぐらいあったという
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ようなことで、県管理というものの厳しさ、その状

況がうかがわれるということでございます。

以上のような状況でございまして、いろいろな議

論が本当に事実をよく把握した上で議論がされ、こ

ういった三位一体改革あるいは財政の改革が九州の

地域づくり、九州の安全・安心づくりのためにきち

っとした答えが出ることを期待いたしまして、私の

報告といたします。

どうもありがとうございました。

国土交通省河川局

治水課長 柳 川 城 二

治水事業を巡る最近の状況

お断り

説明の内容につきましては、四国地方治水大会と

同趣旨により、勝手ながら割愛させていただきまし

た。

大 会 決 議

熊本県河川海岸防災協会
監事
天草町長

森 安 広

それでは、 年度の九州治水大会の決議（案）を

朗読いたしますので、ご賛同をよろしくお願い申し

上げます。

資産が失われる被害を被った。自然災害に対する安全性
の向上が緊急の課題であることをあらためて痛感したと
ころである。
九州地方における治水施設等の整備状況はいまだ低い

水準にとどまっており、早急に治水施設の整備水準を高
める必要がある。さらに、災害発生時の被害の軽減にむ
けて、避難誘導体制の強化などソフト対策の充実も図る
必要がある。
一方、度重なる渇水の発生も、国民生活や経済活動に

大きな支障をきたしている。このため、治水対策ととも

治水事業は、洪水等の被害から国民の生命と財産を守
り、健康で豊かな生活環境と安全で活力ある経済社会を
創造するための、最も根幹的な事業である。
九州地方は、地理的に台風の進路途上に位置し、急峻

な地形と崩れやすい火山灰土といった地形・地質上の特
徴を有している。加えて、近年は、局地的・集中的な豪
雨の発生が多くなる傾向がみられ、以前にも増して水害
や崖崩れなどの自然災害が起こりやすくなってきてい
る。昨年の ． 梅雨前線豪雨等につづき、本年もまた、
台風 号、 号および 号等により、尊い人命と莫大な

決 議 （案）



に、水の安定供給や河川の維持流量の確保をめざす水資
源開発を推進することも重要な課題である。
河川は地域住民の生活や文化と深く関わっており、水
質の改善、生態系の保全、さらには、うるおいとやすら
ぎのある水辺空間の創設など住民の要望はますます多様
化してきている。各地で広がっている住民参加の河川愛
護運動等と連携を図りながら、地域の特性に応じた整備
を進める必要がある。
このような状況を踏まえ、 安全で安心して暮らせる

九州 、 快適でうるおいのある九州 、 個性豊かな活力
ある九州 の創造を目指すには、災害を未然に防止する
ために、遅れている治水施設の整備を強力に推進すると
共に、水害等の災害に対し、機動的に対応できる制度及
び所要の財源の確保を図り、より一層の治水対策及び水
資源開発を行っていく必要がある。
よって、われわれは、ここに、治水事業の強力かつ着
実な推進を期して、九州地方治水大会を開催し、その総
意に基づき、国会並びに政府に対し、次の事項が確実に
実現されるよう強く要望するものである。

記

災害から国民の生命と財産を守る治水対策は、国と
しての基本的責務であり、安全・安心な地域社会の構
築に支障を及ぼすことがないよう、機動的・集中的な
治水対策が可能な税源移譲が行われない限り、治水事
業に関する国庫補助負担金制度の堅持を図ること。
また、地方の裁量性を高め、自主性を拡大する国庫

補助負担金の改革を進めること。
水害及び渇水被害の防止・軽減のため、平成 年度

治水関係事業費について、その必要額の確保を図るこ
と。
九州地方の現状を踏まえ、安全で安心に生活できる

国土形成と良好な水辺空間を創造し、個性豊かな活力
ある地域づくりに資するため、特に次の事項を強力に
推進すること。
ハード・ソフト両面にわたる治水対策の計画的か

つ強力な推進
洪水対策及び安定水資源確保のために必要なダム

の早期完成と水資源の乏しい山間部、離島等におけ
る生活貯水池の整備促進
頻発する大水害、土砂災害に対応する災害復旧関

係事業の確実な推進
火山活動に対する安全確保のための砂防事業の推

進
うるおいと安らぎのある水辺空間の創出に資する

ための施策の推進
個性あふれる活力ある地域づくりを支援するため

の施策の推進
防災拠点、防災基盤の緊急整備等、災害に備える

危機管理施策の推進

以上決議する。
平成 年 月 日

九州地方治水大会
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次期開催県の決定

沖縄県土木建築部次長

首 里 勇 治

次期開催県として沖縄県に決定し、首里土木建築

部次長からお引き受けのご挨拶をいただきました。

沖縄県ご当局には大変ご苦労をおかけいたします

が、よろしくお願い申し上げます。
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東北地方治水大会次第
（敬称略）

第 部 治水大会
開 会 山形県治水協会会長 鶴岡市長 富塚陽一
主 催 者 挨 拶 山形県知事 高橋和雄

全国治水期成同盟会連合会会長 参議院議員 陣内孝雄
（都合により出席できなくなり、メッセージ読み上げ）

来 賓 祝 辞 山形県議会副議長 阿部信矢
来賓紹介・祝電披露
座 長 推 挙 山形県治水協会会長 鶴岡市長 富塚陽一
治水事業概要説明 国土交通省河川局総務課長 押田 彰

国土交通省東北地方整備局長 馬場直俊
意 見 発 表 山形県 小国町長 小野精一
大 会 決 議 山形県治水協会副会長 松山町長 佐々木藤正
次期開催県の決定・挨拶 秋田県河川課長 進藤 鋼
閉 会 山形県土木部長 池田 隆
第 部 フォーラム

尾田栄章，水戸部浩子ほか

平成 年度 東北地方治水大会
と き 平成 年 月 日（金）
ところ ホテルメトロポリタン山形

山形県土木部提供



第 回東北地方治水大会の開会にあたりまして、

開会のご挨拶を申し上げます。本日は大変お忙しい

中、ご来賓の皆様を初め、多数の治水事業関係の方々

にご臨席を賜り、ここ山形において、このように盛

大に開催できますことを、主催者の 人として心よ

り厚く御礼を申し上げます。本年 月の新潟・福島

豪雨を始め、 月ずっと今日まで、台風 号か

ら 号まで継続して同じように通過をし、西日本各

地の風水害等、全国的に甚大な被害を受けておりま

す。誠に被災者の方々に心よりお見舞いを申し上げ

たいと存じます。東北地方では、台風による大きな

水害は薄かったような気がしますが、 月の梅雨前

線の活発化に伴う集中豪雨等により、各地で河川の

氾濫が発生し、貴重な財産を失うなど、大きな被害

が発生いたしました。これらの災害で不自由な生活

を余儀なくされた方々に、この場を借りまして心か

らお見舞いを申し上げますとともに、それぞれの地

域の 日も早い復興をお祈り申し上げます。このよ

うな災害から地域の方々の生命及び財産を守り、安

全で安心して生活が送れるよう、なお一層の治水事

業の促進が必要でございます。本大会は治水事業に

関わる皆様方が一同に会し、東北地方の治水事業に

関する意見の交換を行い、参加者の総意で大会要望

を決議し、治水事業の促進を図るものであり、今後

とも計画的且つ確実な事業の推進が図られること

を、強く期待するものでございます。本大会を契機

として東北地方の治水事業の更なる推進と、皆様方

の一層のご尽力をお願い申し上げまして、第 回東

北地方治水大会の開会の宣言といたします。

今日は東北各県から、行政機関の皆様や或いは治

水事業に携わる事業の皆さん、地域の皆さん方ご出

席いただきまして、このように盛大に開催されまし

たことを、心から敬意を表したいと思います。また

国会開会中にもかかわらず、国土交通省の皆様方か

らもご出席いただきましてご指導賜りますことを、

厚く御礼申し上げたいと思います。国会議員先生方

の秘書官の皆様方、先生の代わりとしてご出席であ

りますが、日頃は大変治水関係ではご指導賜りまし

てありがとうございます。改めて御礼申し上げたい

と思います。さて治水に関しては、最近の台風の来

襲を初め悲惨な状態、或いはものすごい勢いで迫っ

て来る危機、そういうものを毎日報道されておりま

す。今年は 本の台風が上陸して、各地に甚大な被

害を与えてきておりますが、そういったことに日頃

心がけて対策を講じておく、それから治水事業をき

ちんとやっておくということが、古来政治の中枢の

課題であったと思います。現在でも新聞では社説な

どでも掲げられておりますが、地球が大変なことに

なったということで、治水やら風水害に対しての備

えを、更に一層強化しなくてはならないということ

が訴えられております。山形県の中にも治水事業が

あらかじめ整って、重大な被害から免れたという例

がこれまで何回かあります。しかしいつやって来る

か分からないということで、計画的には対応してい

るものの、しかし予算的に事業的になかなか完全に

というわけには至らず、しかも尊い命が犠牲になる

という実態が続いてきております。そんな中ですが、

実は知事会といたしまして、三位一体の改革の中で、

国では 兆円に及ぶ補助金の廃止、そして一般財源

化という風なことについての補助金のリストアップ

を求められました。その中に治水事業費も相当多く

盛られております。本来公共事業というものについ

ては、国の責任と地域の責任と、ものによっても違
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山形県治水協会会長
鶴岡市長

富 塚 陽 一

開 会

山形県知事

橋 和 雄

主 催 者 挨 拶
第 部 治水大会
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うかもしれませんが、両方とも責任を負うべきもの

と思っております。地方 団体としては、いろいろ

検討した結果、そういった公共事業一般事業化する

にあたりましても、実は国と地方とよく話し合いを

して、具体的な一般財源化を図るべきであるという

ことを申し上げてきております。その国と地方との

話し合いというものは今進められつつありますが、

まだまだ地についたばかりということであります。

是非来年度からそういうことが実行されるというこ

とになりますと、早急にその対策を講じて行く必要

があると思っております。その中でも特に公共事業

については、国は国として建設国債で対応するとい

うことがあるでしょう。それから地方は地方として

いろいろ事業を抱えておりますが、一般財源化され

た場合に、どの程度それが公共事業費として回され

るか、或いは色々な事業に回されるか、回すべきか

ということについては、先に申し上げたように、国

と地方との両方の責任で公共事業は進められるべき

であると思います。国としましても、一定の基準と

か条件そういったものも明らかにしながら、事業費

の確保をして行く必要があると私は痛切に思ってい

ます。単純に一般財源化するということであれば、

おそらく我々としては警戒しなくてはいけないこと

ですが、現在補助金として国の事業であれ、補助事

業であれ、予算化していることが一般財源化される

につれて、総額が縮小して行くのではないかという

危惧が相当あります。そのために地方で自由に使え

る金というものの、なかなか財政的には全く余裕が

ない段階ですので、そういった国の予算の中で是非

一定の基準、或いは条件といったものを考えながら、

全国的に公共事業が進められるような予算を確保し

て行く必要があると思います。今日の会合でもそう

いった三位一体に関わるところの、事業費の確保と

いうことが決議文の中にも出てきておりますが、是

非国民みんなで、国の公共事業としての治水事業費

が減になることのないように、そしてまたそれが他

の事業に使われることのないように、きちんと見切

りをつけておいて、予算化して行くことが必要でな

いかと思っております。色々な資料を拝見しますと、

国土交通省では当然のことながら、そういう責任を

感じておられて、公共事業国債によっての事業展開

ということを主張しておられるわけですが、敬意を

表したいと思います。そしてまた自治体といたしま

しても、国と自治体と一体化して、事業の選定をし、

実施して行く必要があるのではないかと思います。

皆さん方からもいろいろ意見を賜りまして、山形県

としましても、そういった意見をもとに勉強しなが

ら、また国の機関であります河川国道事務所とも、

地元としてはいろいろ打ち合わせしながら、事業の

展開をしていきたいと思います。今日はフォーラム

なり、意見の発表なりがありますから、そういった

ことを十分私も参考にさせていただきたいと思って

おります。東北各県からご参加いただきまして大変

ありがとうございます。我々公共事業を担当する者

といたしましても、その責任を感じながら、今後予

算の確保にも努めてまいりたいと思いますので、よ

ろしくお願いを申し上げたいと思います。今日は大

変ご苦労様でございます。ありがとうございました。

主催者メッセージ
全国治水期成同盟会連合会会長 陣内孝雄が急遽

出席できなくなり、会長からのメッセージを司会者

が読み上げ

本日は東北地方治水大会が、このように盛大に開

催されます事を、心よりお喜び申し上げます。また

本大会に出席して皆様にご挨拶を申し上げる事にし

ておりましたが、急遽国会の都合により出席できな

くなりました。ご参列の皆様方にお詫び申し上げま

す。皆様方には日頃より治水事業の整備促進にご尽

力いただいておりますが、今年も集中豪雨や相次ぐ

台風の襲来により、全国各地で甚大な被害が発生い

たしました。このような厳しい状況の時、三位一体

改革に関連して、地方 団体から国庫補助負担金等

に関する改革案が政府に提出され、河川事業の約

割、砂防事業の約 割が廃止縮減の対象とされまし

た。これでは国民の安全・安心が守れないのではな

いかと大変危惧をいたしております。今後治水事業

が一層推進されますよう、本大会における皆様のご

決意を踏まえ、一生懸命努めて参りますので、よろ

しくご支援をいただきますようお願いを申し上げま

す。最後に皆様方の益々のご活躍を心より祈念申し

上げます。

全国治水期成同盟会連合会会長

参議院議員 陣内孝雄



ご紹介いただきました。松浦議長が都合のため、

私副議長の阿部でございますが、議長の祝辞を代読

させていただきます。

第 回東北地方治水大会が開催されるにあたり、

山形県議会を代表いたしまして、一言お祝いの言葉

を申し上げます。本日東北各県から多くの皆様をお

迎えして、ここ山形において当大会がこのように盛

大に開催されますことは、本当に喜びに絶えないと

ころであります。またご参会の皆様におかれまして

は、治水事業の推進や活力ある地域社会と、安全で

快適な生活基盤を構築するため、多大なるご尽力と

ご協力を賜り深く敬意を表します。さて河川は県民

生活に、水道・農業用水・発電など多くの恵をもた

らしている一方で、台風や集中豪雨の時における氾

濫など、時として県民の生命財産を脅かす存在にも

なっております。特に本年は度重なる集中豪雨や台

風による水害により、多くの人命や財産が失われ、

大変な年となっております。このため治水事業につ

いては関係者のご努力はもとより、これまでも整備

の推進が図られてきたところでございますが、その

整備状況はまだ十分とは言えず、今後とも積極的に

整備拡充を図って行く必要があるものと存じており

ます。このような中、水の大切さ恐ろしさ、住みよ

い古里づくりを目指してを全体テーマに、東北地方

における関係者が一同に会し、本大会が開催されま

す事は、誠に意義深いものがあると存じております。

山形県議会といたしましても、今後とも水害のない

安全で安心して暮せる地域社会の構築に向け、一層

力を注いで行く所存でありますので、皆様方におか

れましても、更なるご尽力とご協力を賜りますよう

お願い申し上げる次第であります。終わりに本大会

の開催のため、今日までご尽力賜りました関係各位

に対し、心より感謝申し上げますとともに治水事業

の整備がなお一層推進され、東北地方の更なるご発

展、並びにご参会の皆様のご健勝を心から祈念いた

しまして、お祝いの言葉といたします。

平成 年 月 日

山形県議会議長 松浦安雄 代読
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山形県議会副議長

阿 部 信 矢

来 賓 祝 辞

─順不同・敬称略─

衆議院議員（代理）

遠 藤 武 彦 遠 藤 利 明

加 藤 紘 一 鹿 野 道 彦

近 藤 洋 介 井 上 義 久

参議院議員（代理）

阿 部 正 俊 岸 宏 一

渡 辺 孝 男

祝電ありがとうございました

国会議員紹介

─順不同・敬称略─

衆議院議員

津 島 雄 二 大 島 理 森

木 村 太 郎 達 増 拓 也

鈴 木 俊 一 黄川田 徹

小 沢 一 郎 今 野 東

鎌 田 さゆり 西 村 明 宏

伊 藤 信太郎 安 住 淳

小野寺 五 典 野呂田 芳 成

御法川 信 英 遠 藤 利 明

遠 藤 武 彦 加 藤 紘 一

佐 藤 剛 男 根 本 匠

渡 部 恒 三 坂 本 剛 二

津 島 恭 一 玉 澤 徳一郎

二 田 孝 治 山 本 喜代宏

吉 野 正 芳 増 子 輝 彦

鹿 野 道 彦 近 藤 洋 介

参議院議員

田名部 匡 省 山 崎 力

平 野 達 男 櫻 井 充

市 川 一 朗 岡 崎 トミ子

金 田 勝 利 阿 部 正 俊

岸 宏 一 佐 藤 雄 平
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太 田 豊 秋 和 田 ひろ子

下 田 敦 子 工 藤 堅太郎

大 石 正 光 渡 辺 孝 男

は台風の被害をプロットしたものです。西日本を中

心にしまして、ほとんどの所が被害を受けていると

いう状況がお分かり頂けるかと思います。これは今

年上陸しました台風の進路をプロットしたものでご

ざいます。先週台風 号が上陸しましたので、これ

に更にもう一つ加わります。先ほど知事さんのご挨

拶にもございましたが、過去は 回が上陸回数とし

ては最高の数でしたが、今年はすでに 個と書いて

あります。 号が上陸しましたので、 個で、下手

するとダブルスコアになりかねない大変な上陸個数

です。これは月別に被害の累計額をプロットしたも

のです。 番上のオレンジの線、これは平成 年に

災害が大変多発しました。それに迫るような勢いで

赤で書きましたもの、これが平成 年今年でござい

ます。迫っているという状況がお分かり頂けるかと

思います。

治水事業の効果

こういった被害の頻発に対し、治水事業が必要な

わけですが、治水事業の効果という点についてご説

明させていただきます。これは今年の 月に新潟・

福島・福井に集中豪雨の被害がありましたが、新潟

の三条市の降雨の状況です。非常に狭い区域に、集

中して雨が降ったということがお分かりいただける

と思います。何度も前線が停滞し、その間雨雲が何

度も往復して、この部分に集中的に雨を降らせたと

いうのが最近の集中豪雨の特徴です。その結果、信

濃川の支川の五十嵐川それから刈谷田川、こういっ

た河川が破堤をして、市街地に浸水し、非常に大き

な被害が発生いたしました。これは刈谷田川の上流

に刈谷田川ダムというのがありますが、そのダムの

働きを示したものです。結局は刈谷田川破堤しまし

たが、実際に川に流れ込んだ流量といいますのは、

赤で書いてある線で示されるものです。ダムの方で

ポケットに貯留し、それを緩和して、実際に河道を

流された流量は緑の線で書いたものです。ちょうど

時 分頃でしょうか、ダムが満杯になったので、

それからは流入量と流出量を同じにするという操作

をしております。流量は増えておりますが、仮にダ

ムがなかったとすると、おそらくもっと早く大量の

水が下流に流れたということになります。また実際

に市内に流れ込んだ水の量も、ちょうど黄色で囲っ

た部分、黄色で塗った部分はポケットで貯めた部分

ですので、ああいった水量がもっと早い時期に、市

内に流れ込んでいたことになります。これは五十嵐

治水事業概要説明

国土交通省河川局

総務課長 押 田 彰

ご紹介いただきました河川局総務課長の押田でご

ざいます。それでは治水事業を巡る最近の状況とい

うことで、パワーポイントを用意してまいりました

ので、これでご説明をさせていただきたいと思いま

す。

災害の状況

まず災害の状況についてご説明をいたします。台

風 号も先週末に上陸いたしまして、その資料がま

だ間に合っていませんが、今年は本当に災害の多い

年でございます。集中豪雨というのが本当に最近増

えてまいりました。過去 年間を 年ごとに区切っ

たものですが、 時間あたり ミリ以上の降雨の発

生回数、 回 回 回という具合に平均の回数が増

えてきています。今年はすでに 回を数えており、

大変集中豪雨が多くなっております。 ミリ以上

で数えても、平均 回 回 回と次第に増えて

まいりました。今年はすでに 回を数えております。

これは 号が入っておりませんので、非常に集中豪

雨の回数というのが増えてきていると言えると思い

ます。これは今年発生いたしました集中豪雨、或い

治水事業を巡る最近の状況



川でも同じことが言えまして、笠堀ダム、大谷ダム

と言うのがありますが、同じように貯留のポケット

の機能をはたしたということです。それからこれは

その近くですが、信濃川水系に能代川がありまして、

こちらは実は被害を免れています。これはたまたま

平成 年に大きな災害があり、それを契機に河川整

備事業、或いは災害復旧事業という形で集中的に河

川の整備をした所です。その結果前回を上回る降雨

がありましたが、浸水個数は、前回 に対して今

回は で、治水の効能が発揮されたという事例です。

これは福井の方ですが、足羽川に既往最大を遥かに

越える集中豪雨が発生した。その結果破堤をして福

井の市街が被害を受けました。足羽川の左岸が破堤

して、市街地が浸水をした。また右岸の方は破堤し

ませんでしたが越水をし、或いは内水被害で大きな

被害を生じたということです。ここも同じ九頭竜川

での水系で浅水川と言うのがありますが、こちらも

やはり被害を免れております。ほぼ似たようなすぐ

近くの場所ですが、平成 年に大きな被害がありま

して集中的な整備をし、 戸の床上床下浸水があ

りました。今回はこれを上回る雨量が集中しました

が、整備のおかげで被害は でした。実はこの足羽

川の上流に足羽川ダムというダムの計画構想があり

ます。なかなか今ダムについてはいろんな議論があ

り、進捗を見ていないわけですが、もし足羽川ダム

が完成をしていたとしたらどうであったかというの

を、シュミュレーションしてみたものがこのページ

です。もしダムが完成していて、こういう形で機能

を発揮していれば、今回の福井豪雨の災害は防げた

のではないかという結果が出ています。それから静

岡の方ですが、巴川水系巴川というのがあります。

これも平成 年に大変大きな災害が起きた所です。

今回はそれ以上の雨が降ったわけですが、被害は非

常に少なかったのです。その間何が違ったかと言い

ますと、遊水地がこの間に完成し、今回麻機遊水地

が本格共用して、 万立米を貯留した、その結果浸

水被害が非常に少なかったということです。こうい

う形で被害頻発しておりますし、それに対して治水

事業、或いは災害対応という事が非常に重要な役割

を果たしているということがお分かりいただけると

思います。

年度概算要求の概要

こういった事を受け、今年の概算要求をしている

わけですが、その概要についてご説明をさせていた

だきます。これは概算要求の総括表ですが、ご覧の

通りです。総額で 兆 億円、伸び率にして

という要望をさせていただいております。ただこれ

は概算要求時点で、 月 日に骨太の方針で予算に

ついての根本的な方針を閣議了解しております。そ

の中で赤字で書いてありますが、仕上がり段階では

公共投資関係費は前年度予算額から、 ％減にする

ということがいわれており、再評価による見直し、

或いはコストの縮減を進める、それと同時に国庫補

助負担金についても大幅に改革をする。その結果平

成 年度、及び 年度に 兆円程度の補助金の改革

をするということも、ここで定められておりです。

見直しの結果、河川事業については箇所数にして、

平成 年では 箇所ありましたが、現在では

箇所と絞り込んで重点的に事業を行っているという

状況です。ダムについても同じで、平成 年では

のダムの事業がありましたが、ずっと絞って現在事

業をしておりますのは、 ダムということです。

事業の進め方についても本体工事中のものに重点的

に特化していまして、準備段階のものについては抑

制をするという形で、手がけたダムについてはでき

るだけ早く完成をさせることに心がけて運用してお

ります。これは概算要求にあたりダムについての考

え方ですが、いろいろ社会情勢の変化もあり、ダム

事業についての批判がいろいろあります。左に書い

てありますが、そういった批判に答えるということ

もあり、ダムについては事業マネージメントの徹底、

透明性の確固、或いはコストの縮減、社会のニーズ

批判に答える取組みといったことを心がけながら、

要求しております。それから今回の災害の頻発に対

応し、概算要求においても、こういった豪雨災害に

対する取組みというものを非常に重視しておりま

す。下の方から堤防対策、これは緊急点検をしまし

たが、それを踏まえてガイドラインを作って、来年

度から本格的に堤防強化対策を行う。またこういう

ハード面だけではなく、ソフトも非常に重要です。

水防体制の強化とか、避難誘導の強化といった形で、

地域防災力の強化、それから更に判断行動に役立つ

リアルタイムの情報を、いかに的確に提供するかと

いうことも非常に重要です。こういった点について

も概算要求で力点を置いております。今のお話と同

じですが、こういったようなそれぞれの課題、テー

マに応じて、新規の要求をしております。ここでは

後ほどご説明をしますが、補助事業についても、特

に今回被害を受けた所が県管理区間に多かったこと
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もあり、補助を新設をし、支援をしたいということ

も考えておりました。そういう意味でも、補助金の

改革の動向については、非常に強い関心を払わざる

をえないという状況にあります。この中で一つ重視

しておりますのは、ハザードマップです。左にハザー

ドマップのイメージを書いてあります。こういう形

で浸水が起こった時に、どういう状況になるか、ど

こに避難をしたらいいか、分かりやすくまとめて、

あらかじめ住民の皆さんに配っておく。或いはその

作成に携わっていただくということを主眼としたも

のです。ご当地の郡山市で平成 年 月に水害があ

りました。その時に洪水のハザードマップがあった

のでで、避難が非常に速やかに行われたという実例

が報告されております。そういった実際の効果にも

着目して、ハザードマップを早急に普及させたいと

考えております。ハザードマップの前提になります、

浸水想定区域図等の整備ですが、こういった浸水想

定区域というものをきちんと出した上でないと、ハ

ザードマップを作れません。こういったものについ

ても、水防法の改正と合わせて、支援の制度を充実

して行きたいと考えております。これはなかなかハ

ザードマップが進まないという、河北新報の記事で

す。世論としても、或いはマスコミ的にも、ハザー

ドマップを早く作らなくてはいけないのではないか

という声が高いので、こういった声にも応えて行き

たいと思っております。これは緊急点検の結果をご

紹介したものですが、新潟・福井の災害を契機にし

て、 月中に目視で緊急点検をしております。この

中で対策が必要な箇所の半分は、護岸の破損であり

ます。それから堤防除草が行われなくて、点検がな

かなか難しいとか、予算制約があるとか、定期的な

点検が行われるような体制が整っていないというよ

うなことが、調査によって明らかになりました。こ

れは要対策箇所の写真です。コンクリート護岸が破

損していたり、土砂が流出していたり、法面が崩れ

ていたり、或いは猪等が荒らしていて、その分が崩

れているというような、点検対策を要するような箇

所が、多数発見されております。こういったものに

ついては、来年以降ガイドラインを作り、早急に強

化対策事業を行っていきたいと思っております。

国庫補助負担金等に関する改革案について

最後に先ほど高橋知事のご挨拶にもございました

が、今地方 団体でご提言をいただいております、

国庫補助負担金等に関する改革案について、私共が

考えている事をご説明させていただきます。 団体

でご提案をいただいております、移譲対象補助金の

廃止、移譲リストでございます。これは大きく つ

に分かれており、その中で公共事業、治水に関係す

る公共事業につきましては、ご提案いただいており

ます廃止額は、全部で 兆 億強ございますが、

その中で公共事業の投資的な補助金というものが、

億です。 億の中の河川、或いは砂防が

どれだけ占めるかというと、 億円を占めてお

り、これは全省庁の公共事業関係の廃止対象額の

％でございます。これは事業費に直すと、河川関

係では 割、砂防事業では 割が廃止の対象に挙が

っており、補助事業としてはほとんど廃止されてし

まうという状況になっております。これは知事会の

議論でもありましたが、必ず廃止額に見合う税源移

譲、これを 割確実に財源確保するということを、

条件としてリストに挙げるという決着を図られたと

いうふうに伺っております。これを事業費に直して、

河川事業、砂防事業を見たものですが、直轄事業加

えてもこんな感じです。河川事業については約 分

の がなくなりますし、砂防事業については 分の

が廃止対象に挙がっております。もしこれが税源

移譲なしで廃止されるとすると、今行われている河

川、砂防の事業というのは、壊滅的な影響を受ける

というのがお分かりいただけると思います。これは

政府の骨太 、 、要するに国庫補助負担金改

革の政府の方針です。要は小規模補助金であるとか、

或いはもうすでに用が済んだ補助金については、縮

減廃止をする。それでできるだけ税源移譲に結びつ

く改革、或いは地方の裁量性を高め、自主性を大幅

に拡大するようなことが謳われております。今ご提

言をいただいている補助金の削減案が、かなり戦略

的な補助金というのが廃止対象に挙がっています

が、今すぐ待ったなしに対応しなければいけないよ

うな災害に、本当に災害の多発に有効に対応してい

けるのかという点。それから税源移譲に結びつく案、

本当に税源移譲にきちんとつながるのであろうかと

いうことについても、一抹の不安を感じております。

我々国土交通省としましては、非常に危惧をしなが

ら異論をさせていただいているという状況です。問

題点羅列してありますが、国と地方の役割というも

のを、きちんと議論するべきではないか。治水対策

は国家の基本的な責務ではないかということ、それ

から補助制度以外で、こういった河川関係事業、或

いは災害対応が一地方の財源で本当にできるのだろ
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うか。それから建設国債の税源移譲というのは本当

に大丈夫なのだろうか。それから災害予防と災害復

旧を分けて提言しておられますが、災害予防と復旧

というのは一体不可分であって、本当にこれを分け

て運用してもいいのだろうか。こういったようなと

ころが私共の危惧する主な所です。具体的に申しま

すと、下の日本地図をご覧いただきたいと思います。

所得税を減税して、住民税を増税するという形で、

兆円の税源移譲をするという案になっておりま

す。それでシュミュレーションしたのがこの地図で

す。災害対応という形で、治水或いは砂防で配分し

ている金額が、どのように配分が変わるかというの

を示したものです。人口の多い太平洋ベルト地帯等

については、割増以上のお金が、これは災害があっ

てもなくても、自動的に行ってしまう。反面、今回

被害を受けた新潟、福井、或いは四国、九州といっ

たような所、それからこちらでも秋田とか青森とか

こういった県につきましては、これは半分以下に減

ってしまうという地図です。今配分されているもの

の半分以下になってしまう、それで本当に対応でき

るかどうかというのを危惧しているわけです。その

上の波線のグラフですが、これは砂防事業或いは河

川事業が、各県ごとに毎年毎年増減の率が非常に大

きいということを示したグラフです。なぜこのよう

なことになるかというと、これは河川とか砂防事業

の特徴ですが、この下のグラフは、平成 年と 年

の対比をしたグラフです。平成 年には大変災害が

多く発生しました。その時にどのように河川事業、

砂防事業を行っていたかと言いますと、こういった

災害を受けた所に重点的に配分するために、幸いに

して被害を受けなかった県から少しずつ伸び率を落

して、そこで集まったある程度の予算を、重点的に

被害を受けた県に重点配分をするという形でやって

おりました。これは災害予防、災害復旧一体として、

一つのポケット、一つのどんぶりを作り、それ全体

をこのように機動的、或いは集中的にシフトすると

いうことで、災害対応をやってきたわけです。心配

していますのは、昨年も補助金の廃止削減を 兆円

やりまして、今年の予算に反映されているわけです。

建設国債でまかなわれている公共事業関係について

は、昨年も引当になる財源がないことで、税源移譲

はされておりません。税源移譲額 億とありま

すが、これだけが移譲され、建設国債引当の公共事

業分については、税源移譲は行われていないという

状況であります。今年も問題状況自体は変わってお

りませんので、本当にこの部分が財源移譲されるの

かどうかというのが、非常に危惧されるところです。

もし財源がないということから、補助金は廃止され

ますが、財源については、地方にも国にもないとい

うことがありうるわけで、その場合にはこういうダ

イナミックな災害対応というのが、事実上できなく

なってしまうという危機感を持っております。以上

ですが、こういったような形で、今非常に補助金改

革の議論が煮詰まってきております。 月 日に第

回目の国と地方との協議という場が設けられ、こ

こで公共事業については行われるわけです。その後

政府では 日に各省庁の対案を提出するようにと、

官房長官から指示を受けております。非常に早いピ

ッチで検討が進んでいるわけですが、今お話しまし

たように災害対応というものは本当に喫緊の課題、

待ったなしです。それに比して今補助金が廃止され、

それに見合う財源が、今非常に確実ではないのでは

ないかと危惧しております。建設国債については、

税源移譲の対象にならないというのが、財務大臣の

閣議の後の閣僚懇談会でも明言されております。そ

れから昨日は予算委員会があり、所得税を 兆円減

税した時に、それに見合う 分の は地方交付税に

あたっているわけですが、その 分の の地方交付

税の財源がなくなってしまうので、削減されてしま

うのではないかという質問が出ました。そういった

中で 兆円の廃止リストに見合う財源というのが非

常に微妙になっております。財源が本当に微妙であ

れば、今度は廃止リストというのが無条件で廃止さ

れていいものなのかどうか、こういったところを今

日は是非、治水に携わる皆様 人 人の問題として、

真剣に考えていただき、必要なアクションがあれば

起こしていただきたいとお願いをして、私の説明を

終わります。



阿武隈川本川、阿武隈川の被災の状況です。その時

には最大時間雨量 ミリ、観測史上最大の降雨で、

総雨量が ミリでした。それからこれは岩手県

の新田川水系の雪谷川の水害の状況です。これは平

成 年で、この時には 日間の雨量が ミリ、雨

量確率でいきますと、 分の という時の状況で

す。これは平成 年 月の台風 号による水害で、

これは阿武隈川では二本松の国道 号が冠水した

り、北上川では北上川本川と砂鉄川合流点で浸水が

ありました。それから今年の 月の洪水です。青森

県の馬淵川、それから馬淵川本川と浅水川合流地点

の被災の状況です。これはちょっとさかのぼります

が、 年 月、鮭川の破堤の状況です。右側の方の

グラフをご覧いただきますと、東北の過去 年間の、

平均の水害被害額、これは約 億円で、全国の約

％になっています。これは先ほどの課長の説明に

もありました、全国的に集中豪雨が多発する傾向と

いうことですが、東北地方におきましても、このよ

うな状況になっております。特に平成 年以降、平

均 回ですが、本年は 月 日までのデーターで見

ると、すでに 回発生しています。特に阿武隈川流

域で顕著です。昭和 年以降、戦後最大級の豪雨が

立て続けに発生しているというのがこのような状況

です。これも先ほどの資料にあったと思うのですが、

今年の福島・新潟豪雨の被害の特徴で非常に溺死者

が多いのです。従来は土砂災害による死者が大半を

占めたわけですが、溺死者であるとか、被害の多さ

というのが、昭和 年 月長崎豪雨以来、 年ぶり

の多さです。亡くなられた方は高齢者が 割を占め

ているのです。それから更に画面に出ているような

状況が多く見られ、非常に市民生活へ大きな被害を

与えています。こういったことを受け、全国的に緊

急防災フォーラムが開催されています。この東北地

方においても、 月 日に南東北では仙台会場約

名、北東北ブロックでは盛岡会場で約 名参加の

もとに、緊急防災フォーラムを開催しています。統

一のテーマとしては、 多発する集中豪雨、自分の

地域だけは安全と思っている危険 です。そういっ

た中で、地域と一体になった防災体制、自助、共助、

公助が一体となった防災対策をして行く必要がある

ということです。これは後ほどのフォーラムのテー

マにもなっています。情報の共有が重要であり、行

政側の知らせる努力はもちろん、住民が知る努力を

する必要があるということです。ソフト対策だけで

災害を防げると過信してはいけない、ある一定レベ
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国土交通省

東北地方整備局長 馬 場 直 俊

東北地方の治水事業の概要

ご紹介いただきました東北地方整備局長の馬場で

ございます。ご臨席の皆様方には日頃治水事業を初

め、東北地方整備局所管事業につきまして、いろい

ろとご理解ご支援賜っておりますことを、この場を

借りまして厚く御礼申し上げます。

ただ今押田課長の方から、今話題になっておりま

す重要なことを含め、いろいろお話をいただきまし

た。私の持ち時間は非常に限られております。また

東北 県の皆様方お集まりですので、もうすでにご

承知のことばかりだと思います。断片的に走ります

が、ご了承をお願いしたいと思います。それでは早

速進めたいと思います。

昨日までも、東北も台風 号で阿武隈川、それか

ら最上川上流部で警戒水位突破ということがありま

した。幸いと言ってはいけませんが、台風がそれま

したので大きな被害にはなりませんでした。東北地

方においてもこれまで多くの災害があったわけで

す。これまでの治水事業によって、昭和 年 年代

のような多数の死傷者が出るような災害は非常に減

少しています。しかし近年においても、平成 年

月の台風 号による豪雨、或いは今年も 月にあっ

たわけですが、この時には本局で非常体制を取って

対応しました。そういった豪雨というものがありま

す。 年 月の台風 号では、死者行方不明者 名、

被災家屋が 万 戸と、そういった災害も近年

起きているわけです。水害被害面積は減少しており

ますが、都市化等の進展により、一般資産等の被害

額は増大する傾向にあるということです。ここ数年

の例ですが、これは平成 年 月末の洪水ですが、
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ルの基本的にハード整備が必要であるということも

言えると思います。少し話は飛びますが、今年の

月末に、今後の東北の社会資本整備の基本方針をま

とめ、中ほどに書いてあります。強く美しい東北の

創造、こういった地域づくりを目指すという中の

番下に、四つの基本方針があります。強い東北の創

造以下、ここに掲げているような事を目指して行こ

う、その中に安全で安心できる地域づくりという、

水害を含めたあらゆる災害に強い、安全な地域づく

りというのも非常に重要な柱として進めていくこと

にしております。それから東北の治水事業の基本方

針です。ここに書いてあるような、安全で安心でき

る東北づくり、美しく環境に優しい川づくり、川を

活かした地域づくりという つの視点で、色々なソ

フトハード両面から進めていくこととしておりま

す。これが本年度の予算です。直轄補助を含め、治

水事業にかかる予算は 億円です。ここに書い

てあるような直轄補助、或いは補助事業の中身です

が、例えばダムでいきますと ％といったような

予算になっています。例えば先ほどの資料の中にも

入っておりましたが、補助もかなり箇所を絞って重

点化というのがなされているわけです。例えば直轄

事業だけ見ても、 年前平成 年には 箇所であっ

たものが、平成 年度は ヶ所ということで、非常

に重点投資をしているということです。先ほど来、

三位一体の話が出ておりますが、例えば 年度の東

北 県の予算で見ますと、今話題に挙がっている河

川の補助、砂防の補助、これをトータルしますと、

億円にのぼります。これがどうなるか、国民が

これで安心・安全が本当に図れるのか重大な関心を

持って見ているということです。それから主要な事

業の 例としては、北上川上流の一関遊水地事業で

す。これは岩手県ですが、北上川の治水の根幹をな

す一大プロジェクトです。これは三つの遊水地で構

成されていて、遊水地の面積は約 で東京デ

ィズニーランドの約 倍という面積です。東北で最

大、全国で 番目の大きさで、総事業費約 億

円で進めている事業です。現在はここに書いてあり

ます周囲堤という所の進捗で、 ％以上がほぼ概成

であり、 年度の完成を目指して進めています。あ

と越流堤という整備をするのですが、この周囲堤が

概成されたのがこのような状況になっているので

す。これは平成 年 月の台風 号で、戦後 番目

の洪水があったわけですが、浸水面積で が

、浸水家屋個数で 戸が 戸と、周囲堤の

概成によっても非常に浸水被害が減少しました。た

だ上流側の衣川の氾濫による被害発生がありますの

で、現在衣川の周囲堤を施工中で、これも平成 年

度の完成を目指して進めています。それからこれは

阿武隈川の上流の、床上浸水対策特別緊急事業です。

福島県内ですが、浜尾遊水地という事業です。これ

は平成 年 月の洪水で阿武隈川水害が甚大な浸水

被害にみまわれたため、 阿武隈川平成の大改修

ということで、平成 年度から 年度に行われた、

全体事業費約 億円の事業の一環です。特に須賀

川地区の主な治水対策で、浜尾遊水地というものを

整備しております。これは面積約 で平成 年

度に着手して来月完成の予定です。事業費 億円

で、平成 年 月の洪水における、須賀川市の浸水

戸数約 戸を解消するという事業です。これは山

形県ですが、須川の鉄道橋改築です。これは特定構

造物改築事業、要するに鉄道橋によって、河川の方

に張り出していた、河川断面を阻害していたという

ことで、それを合わせて除去するという事業です。

それから岩手県の砂鉄川の床上浸水対策特別緊急事

業です。平成 年 月の洪水による洪水被害を契機

に、こういう事業をやっているわけです。平成 年

度から緊急的に築堤の整備を進めて、本年度の完成

予定で、事業費が 億円でやっております。これ

により、床上浸水が 戸、床下浸水 戸、浸水面

積 が全て解消されるという事業効果です。こ

の事業については、国と岩手県、関係の町村一体と

なって進めていくという事業です。こういった分担

で国がトータル約 億円、岩手県が約 億円、合

わせて約 億円ほどでやっています。そのほかの

緊急対策特定区間について、ここでは鳴瀬川、雄物

川の例を載せております。沿川の資産が大きく水害

の危険性が高い地区において、完成目標年時を設定

して、予算の重点投資による短期集中型の事業を実

施し、安全を高めるという事業の例です。ダムの話

を少し付け加えたいと思いますが、四十四田ダムの

例です。昭和 年岩手県内ですが、ダムが完成して

最大の流入量がこの 月 日の台風 号の時に出

て、最大流入量約 トンに対して、放流量 トン

で、これを下流の盛岡市街地約 、 戸の浸

水被害の軽減が図られました。こういった効果があ

ると、即記者発表し、地元の新聞には小さく載りま

した。本当はもっと大きく載せてほしいのですが、

ダムの効果というのが現われてきているということ

です。現在福島県阿武隈川水系、摺上川ダムの建設



事業をやっておりまして、今年の 月から試験湛水

を開始し、来年 年度完成予定で進めています。秋

田県の米代川水系、森吉山ダムの写真です。これは

昭和 年に建設着手し、事業費約 億円で 年

度から本体工事に着手、本年度は堤体の盛り立てを

やっています。今年度末で ％の盛り立て予定で進

めています。この他にも山形県内の長井ダムという

ところで大規模なコンクリートの重力式のダムの本

体工事に着手しており、約 ％の進捗です。それか

ら岩手県内に胆沢ダムというのがありますが、これ

も先般本体の盛り立ての工事を発注し、来月末あた

りから着手して行くということになっています。そ

れからこれはダムの未利用を活用した水環境改善整

備事業で寒河江ダムの例が書いてあります。ダムの

弾力的管理で、平常時はダムの洪水調節容量の一部

に、流水を貯留できる新たな活用容量を確保し、ダ

ム下流の河川環境の保全を図るというものです。平

成 年度から寒河江ダム、釜房ダム、平成 年度か

らは岩手県田瀬ダム、福島県の三春ダムで実施して

います。それから水環境改善事業で、ダムが確保し

ている利水容量において、現段階で未利用の容量を、

利水者等の協力を得まして、暫定的に水環境の改善

に利用するというもので、昨年度から阿武隈川水系

の七ケ宿ダムにおいてやっております。 年度から

釜房ダムにおいても、そういった施策がされていま

す。それからこの他に消流雪用水導入事業もやって

おります。それから川を活かした地域づくりで、こ

こは水辺の楽校、それから最上川における河川清掃

活動、或いは旧北上川における北上川運河交流館な

ど、水辺活動の拠点施設としていろんな活動に使わ

れています。子吉川の例では癒しの川づくりという

ようなものもやっています。ごく一部を申し上げま

したが、東北地方の直轄河川における堤防の整備状

況です。古いデーターで申し訳ありませんが、堤防

整備延長 キロの内、完成しているのが約 ％

で、全国は ％、それから暫定堤が、東北の場合 ％、

全国が ％ということです。まだ全国平均も下回っ

ているということです。築堤だけでは目標とする安

全度を確保できないということもあるので、今後河

道等の進捗も図る必要があります。いろいろ河川整

備を進めるために、河川整備の基本方針、河川整備

計画の策定、そういったステップを踏みながらやっ

てきているわけですが、東北では基本方針が 水系

で策定済みです。平成 年に最上川水系、 年に米

代川、 年に阿武隈川水系です。河川整備計画につ

いては、今後 年間の整備内容を定めるということ

ですが、これについては平成 年に最上川水系が策

定済み、全国では 水系が策定済みです。この内米

代川水系については、今年度内に策定の予定です。

以上いろいろ断片的に申し上げました。東北の治水

事業を進めるにあたり、ハードのみならず、情報に

基づく地域との対話型の行政を進めるなり、また地

方公共団体、関係団体 との連携を図りながら、

特にソフト面で進めてまいりたいと思います。以上

をもちまして、東北地方における治水事業のご紹介

に代えさせていただきます。ありがとうございまし

た。

（ ） 平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号

ただ今ご紹介をいただきました、山形県小国町町

長の小野精一でございます。このような意見発表の

機会を与えていただきまして、大変光栄に存じてお

ります。

小国町ですが、山形県の南西端新潟県との県境に

位置する町です。新潟・山形両県庁まで約 キロと

いう中間地点の町でもあります。面積ですが 平

方キロありまして、県土の ％を占めております。

この広さは東京 区がすっぽり入っても、なお余裕

があるという広さです。人口は 万人という典型的

な山村です。四方を国立公園の朝日飯豊の連山に囲

まれております。大変に風光明媚な町ですが、夏は

驟雨性の豪雨、そして冬は全国屈指の豪雪にみまわ

れまして、積雪は町の中心部でも を下りません。

奥の集落にまいりますと、 に及ぶという集落も

あります。町内については町づくりのネーミングと

しまして、白い森の国づくりを進めております。大

変に豊かなぶな林が広がっておりまして、山の幸、

野の幸そして川の幸に恵まれた、正に自然の宝庫と

呼んでもよろしいかと思っております。この荒川流

山形県小国町長

小 野 精 一

意 見 発 表
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域ですが、古くから大雨が降る度に大洪水が発生し

まして、人々の暮しを脅かし続けてまいりました。

したがって小国町の町づくりの歴史は、水害と雪害

との戦いであったと申し上げても過言ではないかと

思います。特に昭和 年 月 日、山形県南部新潟

県北部を襲った集中豪雨は未曽有の大洪水となり、

平和な緑の町は一瞬にして泥沼と化してしまいまし

た。この豪雨は 月 日から翌 日の昼頃まで、約

時間に渡って断続的に降り続きました。日雨量で

ミリを記録しております。流域の河川はことご

とく氾濫をし、 名の尊い命が失われたのを始め、

家屋の全壊流失 戸、半壊 戸、床上浸水 戸、

床下浸水 戸に及びました。鉄道、河川、橋梁、

通信施設、農地農林業施設、土木施設等、その被害

額は当時の金額で 億 万円に及んでおります。

当時小国町の一般会計の予算が 億 万円あま

りでしたので、正に 年間の予算総額に匹敵する被

害額です。また新潟県での被害も大変に大きく、荒

川、胎内川、加治川流域市町村では死者 名、行方

不明者 名を出す、甚大な被害となりました。翌日

から、 水害なにものぞ 、 災いを転じて福となす

という合言葉に、町民は一丸となって復旧復興への

努力が始まりました。幸いにして、昭和 年 月に、

国の御配慮によって、荒川水系は 級河川に指定い

ただくことができました。現在の飯豊山系、砂防事

務所の前身であります、荒川砂防工事事務所が小国

町に設置されまして、砂防工事が国の直轄で本格的

に進めていただくことになりました。以来 年を経

過しておりますが、事務所管内で整備をいただきま

した砂防施設は、実に 箇所を数えました。土石

流の防止を始め、流域住民の生命財産の保全に、大

きな効果を発揮していただいております。更に平成

年 月には、国土交通省横川ダム工事事務所が町

内に設置され、洪水調整流水の正常な機能の維持、

工業用水の供給を図る多目的ダム、横川ダム建設事

業が開始されました。このダムはすでに本体工事に

着手されており、早期の完成が待たれるところです。

このように国や県のご理解とご支援により、河川砂

防事業が着々と推進いただいておりますことに、改

めて感謝を申し上げる次第でございます。この 日

に今年 個目の上陸となる台風 号が日本列島を縦

断し、今なお救助作業が続くなど、各地に大きな被

害をもたらしております。災害は忘れた頃にやって

来ると申しますが、本町でも羽越水害から 年を経

過した今年の 月 日、梅雨前線による豪雨にみま

われました。日雨量が ミリに達した他に、特に

午前 時から正午にかけて、 時間の雨量が ミリ

という過去最高の記録でした。町内各地に甚大な被

害をもたらしたわけです。幸いに人的な被害こそあ

りませんでしたが、床上浸水 戸、床下浸水 戸の

他、農地や土木施設、農林業施設に約 箇所に及

んで被害を受けることになり、羽越水害に継ぐ災害

となったわけです。この日は豪雨により、横川、荒

川、玉川の合流地点であります赤芝付近では、増水

によって国道が通行止めとなりました。加えて

も運休をして交通機関が一時麻痺し、町は孤立状態

となったのです。しかしこのような大災害にも関わ

らず、人的被害や家屋の倒壊等には至っていません。

大変に幸いだったと思いますが、この事はこれまで

の土砂災害防止施設の整備、河川整備により、多く

の土石流を防止し、河川の氾濫を防いだ結果と考え

ております。砂防施設や護岸整備については、これ

までは土砂災害防止のため堅牢な作りで整備をされ

てまいりましたが、近年はより地域の自然や環境と

いうものに配慮をした設計での施工をいただいてお

ります。私共が生活する山村、或いは中山間地域に

おいては住民の生命と財産を守り、安全な生活環境

を確保するためには、こうした施設整備は必要不可

欠な事業であると認識しております。自然の力とい

うのは本当に脅威的です。災害を未然に防ぐという

ことは、大変に困難なことではありますが、万が一

災害が発生した場合に、その災害を最小限に食い止

めるために、今後とも治山や河川、砂防といった施

設の整備は、欠く事のできない基本的な社会資本で

あると考えております。国県ご当局を初め、関係機

関に対しまして、今後一層の整備充実を強くお願い

申し上げ、私の意見発表とさせていただきます。ど

うもありがとうございました。
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大 会 決 議

山形県治水協会副会長
松山町長

佐々木 藤 正

大会の決議を朗読いたします。

れないままで廃止対象としないこと。
一、 河川・砂防事業については、国民の生命財産を守
るため、国と地方が一体となって実施することが求め
られており、安全・安心な地域社会の構築に支障を及
ぼすことのないよう、治水事業に関する国庫負担金制
度の堅持を図ること。

一、 治水事業等の社会資本整備において、事業効果を
高めるためには、事業箇所の選択による集中投資が有
効であり、また災害の発生等に応じて、機動的・集中
的に事業を実施するため、国庫負担金制度の下で、所
要額を確保すること。

一、 社会資本整備重点計画に基づき、国民の生命財産
を守り、国民生活の安定のため、ハード及びソフトの
両面にわたる治水事業を強力に推進すること。

一、 安定的な水の供給を図るため、水資源開発を推進
すること。

一、 本体工事中のダム事業等については、必要額を確
保すること。

一、 大規模地震対策として、河川における津波対策や、
ゼロメートル地帯等の河川堤防の耐震対策を推進する
こと。

一、 ハザードマップの整備を促進するとともに、水情
報国土の構築により、迅速な危機管理ができる体制を
確立すること。

一、 自然再生事業を推進するとともに、河川を巡る多
様なニーズに応える河川環境整備を推進すること。

一、 治水事業に関わる公共事業費は、既に景気対策を
行った以前の水準を割り込んでおり、各地で治水事業
の停滞による弊害が生じていることに鑑み、平成 年
度治水関係事業費について、その必要額の確保を図る
こと。

以上決議する。
平成 年 月 日

第 回東北地方治水大会

わが国はそのおかれた気象条件、地形条件の厳しさか
ら、治水事業の推進は国家の最重要課題であり続けてき
ました。これまでの努力の積み重ねにより、我が国の治
水安全度は向上してきたとはいうものの、 世紀の今日
において、決して満足すべき状況でないことは、毎年全
国各地において水害が発生し、幾多の生命と財産が失わ
れているという事実が物語っております。特に東北地方
の河川は、我が国の中でも未整備あるいは十分な安全度
が確保されていないことから、本年 月の梅雨前線豪雨
等による洪水をはじめ、豪雨や融雪により、沿川市町村
に大きな被害が発生し、住民生活が脅かされる深刻な事
態が発生しているため、早急な治水安全度の向上が必要
不可欠であります。こうした中、平成 年度予算は、三
位一体改革の初年度として、治水事業に関わる国庫補助
負担金が大幅に削減されるとともに、 月には政府の要
請に基づき、地方 団体から 国庫補助金負担金等に関
する改革案 が提案され、現在国において検討がなされ
ている状況であります。しかしながら、今般の国庫補助
負担金等に関する改革案では、 治水事業の財源は建設
国債でまかなわれており、それが即税財源移譲の対象と
ならない恐れがあること、 治水事業は、災害の発生に
応じて機動的、集中的に事業実施する必要があり、全国
的な資金の時間的、地域的調整を適確に行える補助制度
以外での対応が困難になる恐れがあること、 治水事業
は、災害予防と災害復旧と一体不可分として、地域の安
全・安心を向上させていくものであり、災害の再発防止
が困難になる恐れがあること、 治水事業の必要性の議
論がほとんどなされていないこと、等の問題点が指摘さ
れているところであります。
よって前述の状況に鑑み、私達は東北地方治水大会の総
意に基づき、次の事項が実現されるよう強く要望します。

記

一、 公共投資関係の補助金については、財源が建設国
債であり、財源移譲の対象となるか十分に検討がなさ

決 議 （案）
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山形県土木部長の池田でございます。本日の第

回東北地方治水大会が盛会のうちに終了できますこ

とは、ご来賓の皆様方初め、ご参加をいただきまし

た方々のご協力のたまものと深く感謝申し上げま

す。

ご承知のように東北地方では、福島県を初め当県

においても梅雨前線豪雨による河川の氾濫等で、大

きな被害を被ったほか、近年各県で度々大水害にみ

まわれるなど、治水対策の重要性が再認識されてい

秋田県建設交通部
河川課長

進 藤 鋼

次期開催県の決定

次期開催県として秋田県に決定し、進藤河川課長

からお引き受けのご挨拶をいただきました。秋田県

ご当局には大変ご苦労をおかけいたしますが、よろ

しくお願い申し上げます。

山形県土木部長

池 田 隆

閉 会

る状況でございます。住民が安全かつ安心して生活

できる環境を確保するためにも、ハード・ソフト両

面から総合的に治水対策に取り組む必要があり、治

水事業の停滞は許されないものであると確信してお

ります。皆様には今後とも治水事業の推進に向け、

なお一層のご理解とご協力をお願い申し上げますと

ともに、ご参会の皆様のご健勝を心から祈念いたし

まして、第 回東北地方治水大会を閉会させていた

だきます。本日は誠にありがとうございました。

第 部 フォーラム

尾田 栄章 第 回世界水フオーラム事務局長

水戸部浩子 をんな川会議代表幹事

奥山サキ子 酒田市飛島女性消防団

佐藤 環 酒田市女性消防団

渡邊より子 山形市消防団女性消防隊

月田 和美 山形市消防団女性消防隊

飯野 京子 山形市消防団女性消防隊

地域防災力を高める自助・共助・公助を
考える

お断り

フオーラムの内容は、誠に勝手ながら割愛させて

いただきました。
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中国地方治水大会次第
（敬称略）

開 会
主 催 者 挨 拶 島根県知事 澄田信義

全国治水期成同盟会連合会会長代理 専務理事 大場真弥
座 長 推 挙 島根県土木協会会長 大田市長 熊谷國彦
来 賓 祝 辞 島根県議会副議長 田原正居

国土交通省中国地方整備局長 望月常好
来賓紹介・祝電披露
治水事業概要説明 国土交通省河川局河川環境課長 坪香 伸

国土交通省中国地方整備局河川部長 坂之井和之
意 見 発 表 島根県斐川町長 本田恭一
大 会 決 議 島根県土木協会副会長 出雲市長 西尾理弘
閉 会

平成 年度 中国地方治水大会
と き 平成 年 月 日（木）
ところ ビックハート出雲

島根県土木部提供



平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号 （ ）

一言御挨拶を申し上げます。

今年は新潟・福島、福井における豪雨や度重なる

台風の襲来により全国各地で水害や土砂災害が発生

し、また、この度の新潟県中越地震はいまだに余震

活動が続くなど、予断を許さない状況の中で復旧作

業が行われております。

被災されました皆様に衷心からお見舞いを申し上

げますとともに、亡くなられた方の御冥福をお祈り

いたします。一日も早く平穏な生活に戻られますよ

う念願しております。

さて、本日、平成 年度中国地方治水大会を開催

いたしましたところ、国土交通省をはじめ多数の皆

様の御出席をいただき、厚くお礼を申し上げますと

ともに、御来県を心から歓迎申し上げます。

冒頭にも申しましたが、近年、集中豪雨の増加や年

間降水量の変動幅の拡大など、異常気象が世界各地

で観測されており、こうした中で治水事業の重要性

はますます増大しているものと考えております。

本県におきましても、安全で安心して暮らせる県

土を創る川づくり、健やかな地域を育てる川づくり、

豊かな自然を守る川づくり、の三つの基本理念に基

づき、斐伊川・神戸川治水事業を始め、各種の事業

を推進するとともに、こうした治水事業が地域のま

ちづくりに資するよう、国と協力して取り組んでま

いりました。

今、三位一体の改革が進められる中で、本年 月

に全国知事会をはじめとする地方 団体は、国庫補

助負担金等に関する改革案を取りまとめ、政府に対

して国庫補助金等の廃止・縮減の方針を提示しまし

た。

この改革案は、真の地方分権を進め、地方の自主・

自立を目指すために、全国の地方自治関係者の決意

を示すものであり、また、補助金の廃止・縮減につ

きましても、確実な税源移譲と地方交付税による財

源措置を前提条件として明記しており、現在、国と

地方の協議の場を設け、具体的な議論に入っており

ます。

治水事業関係補助金も大部分を廃止の対象として

おり、今後の治水事業の推進に重大な支障をきたす

のではないかとの懸念をはじめ、様々な御意見があ

ります。

私は、国民の生命・財産を守る治水対策の重要性

は十分認識しており、地域格差に配慮し、災害の発

生に応じて機動的かつ集中的な事業実施が可能な仕

組みの構築など、引き続き安全で安心して暮らせる

国土づくりが推進できますよう、国も県も市町村も

それぞれの特色また役割に応じて取り組む考えであ

りますので、皆様の御理解と御協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

終わりに御出席の皆様の今後ますますの御健勝を

祈念いたしまして御挨拶といたします。ありがとう

ございました。よろしくお願いいたします。

島根県知事

澄 田 信 義

主 催 者 挨 拶

お断り

挨拶は、四国地方治水大会と同趣旨により、割愛

いたしました。

全国治水期成同盟会
連合会会長代理
専務理事

大 場 真 弥



みなさんこんにちは。ただいまご紹介頂きました、

県議会の副議長をいたしております田原でございま

す。実は議長が直接参りましてご挨拶をいたすこと

になっておりましたが、他の用務のためにどうして

も出席できませんので、私が変わりまして祝辞を預

かっておりますので代読させて頂きます。

はじめに、この度の新潟県中越地震によりまして

お亡くなりになりました皆様方に心からご冥福を申

し上げます。また被災されました多くの方にお見舞

い申し上げるとともに、一日も早い復興に対しまし

て心からお祈りをいたす次第でございます。

それでは議長の祝辞を代読させていただきます。

本日ここに、国土交通省の皆様をはじめ中国 県

の治水事業関係者、多数のご出席の下、中国地方治

水大会がこのように盛大に開催されるにあたり、地

元県議会を代表いたしまして一言お祝いを申し上げ

ます。全国治水期成同盟会連合会ならびに国土交通

省中国地方整備局をはじめ関係各位におかれまして

は、日ごろより治水関係事業の推進にご支援とご協

力を賜り、心から感謝申し上げます。

さて、本県におきましては急峻な地形が多くを占

め、河川は全長が短く、急流であることから地形、

地質的に集中豪雨による洪水や土砂災害の被害を数

多く受けております。とりわけ昭和 年、昭和 年、

昭和 年の集中豪雨による大災害では、多くの尊い

人命や貴重な財産が失われるなど、甚大な被害を被

っております。特に昭和 年の災害は、私の地元益

田市を中心に県西部で死者、行方不明者が 人を

超える未曾有の大災害であり、その恐ろしさを身を

もって体験し、改めて治水事業の重要性を痛感いた

しました。幸いにもここ数年は集中豪雨に見舞われ

てはおりませんが、先の新潟、福島豪雨も梅雨前線

がもう少し本県に近ければ、本県も同様な被害を受

けていたかもしれません。高津川につきましては国

土交通省により改修を進めていただいており、また

益田川ダムの建設も平成 年度には完成すると聞い

ておりますが、地域住民は一刻も早く二度とあのよ

うな災害が起きないように、治水対策を進めていた

だきたいと願っております。

このような状況の下、現在、国と地方税財政を見

直す三位一体改革の議論が本格化しているところで

ありますが、国庫補助負担金の廃止・削減につきま

しては、特に治水関係事業の重要性を考えますと、

財源確保の担保が欠かせないことから、島根県議会

といたしましても三位一体改革の前提条件となって

いる税源移譲が完全に行われない場合においては、

当該補助負担金の廃止を行わないことなどについ

て、治水、砂防、治山事業の国庫補助負担金改革に

関する意見書として、全会一致で議決し、各関係機

関に提出したところであります。県議会といたしま

しても、引き続き安全で安心して暮らせる地域づく

りの推進を図るとともに、豊かで魅力のある、快適

で活力のある地域づくりに最大限取り組んでまいる

所存でありますので、今後とも皆様方のご支援ご協

力を賜りますよう、お願い申し上げます。

終わりにこの大会のご成功とご列席の皆様方のご健

勝を心から祈念いたしまして祝辞といたします。

平成 年 月 日

島根県議会議長 宮隅 啓 代読
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島根県議会副議長

田 原 正 居

来 賓 祝 辞

国土交通省
中国地方整備局長

望 月 常 好

みなさんこんにちは。ご紹介いただきました中国

地方整備局長の望月でございます。今年は先程来、

お話にございましたように、台風ですとか地震です

とか、あるいは梅雨前線豪雨ですとか、あるいは高

潮とかにより、非常にたくさんの方々がお亡くなり

になっております。まず、そのご冥福をお祈りする

とともに被害を受けられた方々に心からお見舞いを

申し上げたいと思います。
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私、 月 日付けでこちらに赴任をしてまいりまし

た。ちょうど梅雨の末期なものですから、梅雨の末

期によく梅雨前線が大雨を降らせるので危惧をして

おりましたら、幸にも中国地方は早めに梅雨が明け

て、ほっとしておったのですが、ご案内のとおり新

潟豪雨、福井豪雨ということになりました。雨の量

を見てみますと、やはり海水温が高いということが

起因していると思いますけれども、非常に今までな

いような大きな雨が降っている、もう少し前線が南

に下がっていたら非常に危なかったなと思いまし

た。

それから先週の台風 号ですが、これはレーダー

で見ておりましたら、四国にかなり強い雨域があっ

て、この後、その雨の降る範囲がどこに行くんだろ

うという風に危惧をしておりましたら、私どもにと

っては幸いにもですけれども、兵庫県にとっては大

変な話なんですが、お隣の兵庫県の方に強い雨域が

移動いたしました。ご案内のとおり円山川という、

これ一級河川ですが、氾濫、破堤氾濫をおこして豊

岡市が大きな被害を受けたというわけであります。

もうちょっと西に来ていると、鳥取県東部とかその

あたりがまた大氾濫していたということでありまし

て、ひやりとしたことが、何度も今年はあったわけ

です。

高潮ではご案内のとおり台風 号が中心ですけれ

ども、広島、岡山これもかつてない高い潮位が発生

しまして、多くの被害が出たと、こういうわけです。

後程、いろんな説明があると思いますけれども、こ

れも明らかに異常気象といいますか、異常気象が常

態化しているといいますか、ものすごく雨の量が多

くなったり潮位が高くなったりしているということ

は、事実としてあると思います。

もう一つ新潟豪雨を見ていてもそうですけれど

も、お年寄りの方が亡くなられるというケースが非

常に多いわけです。あらためてその少子高齢化とい

うものの中に、今、私たちはいるんだというのを実

感をいたしました。三条市よりも当然中国地方のほ

うが高齢化率は高いわけでありまして、お年寄りの

命をどうやって救うのかということも考えていかな

いかん。そうすると、異常気象に対してしっかりと

した手を打っていく、予防的な手を打っていくとい

うことと、それから地域社会というのを、もう一回

しっかりしたものにしていって、お隣近所で声を掛

け合ってお年寄りも助けるというような、そういう

地域社会にしていかないと、安全安心はうまくいか

ないのではないかと、こう思うわけです。県ご当局

や本日お集まりの皆様方と一体となって、私ども必

死に取り組んで行こうというふうと思います。どう

ぞ、今後ともご援助ご支援をお願いしたいと思いま

す。

ちょっと最近私、非常に気になっているというか、

看過できない問題が一つあります。それは経済財政

諮問会議というのがありますけれども、あの下に日

本 世紀ビジョンに関する専門調査会という名前だ

ったと思いますけれども、これが先月から議論を始

めているんです。その中にいくつかワーキンググ

ループがありますが、そのひとつの中で、どんなこ

とが議論されだしているかというと、人の住む地域

に社会資本、人の住むところにだったかな、表現ち

ょっとあれですけれど、社会資本を整備するのでは

なくて、社会資本が充実している地域に人が住む方

式というのはどうだと、こういう議論を始めている

わけであります。非常に由々しき問題だと、とんで

もない話だと私は思います。つい先だっての官庁速

報を見ますと、今度その専門調査会がアンケートを

するそうです。どういうアンケートをするかという

と、社会資本を整備すべき都市の規模についてアン

ケートをするとこういうわけです。いったいその都

市の規模というのはどのくらいなのか私にはわかり

ませんが、ある程度の規模以下の都市には、裏を返

して言えば社会資本を整備しないのかと、こういう

わけでありまして、とんでもない。とにかく議論が、

今、始まっているというわけです。これは許せない

と私は思います。どうもこうした議論がなされてい

ることの背景を考えていくと、私は二つあるように

思うんです。一つは経済原理とか、競争原理。競争

とか経済優先の社会を作っていくというような考え

がどうもありそうだと。勝てるものはどんどん裕福

になると、こういう感じですね。で、そうでない人

はいったいどうなるんですかと、こう言いたいわけ

です。で、なお二点目はですね、どうもその裏腹に、

その裏に隠れているのは、結局、国の財政支援みた

いなものをどんどん切ってくるというような考えが

隠れているように私自身は感じています。大問題だ

と思います。ましてですね、先程来、申しましたよ

うに、異常気象とか、あるいは少子高齢化とか大変

な時代なわけですから、そんなことを国がしていた

ら、まったくまずいだろうと私は思うのです。ただ

ご案内の通り、いずれにしても、国も地方もですね、

そんなにお金がない、非常に苦しいという状況下に



あるのは事実です。だから好むと好まざるとに関わ

らず、言ってみれば地域と地域が競争するような、

そういう時代になっていかざるを得ないのかもしれ

ない。だけども、どういう時代になっても、やっぱ

り安全安心とか言うのは、しっかりと確保していか

なければいかん。私はこれは国の責務としてやって

いくものだと思いますし、そのための財源も国がき

ちんと確保していかなきゃならんと、そういうもの

だというふうに思うのです。ちょっとそのあたりを

これからも強く訴えていかなきゃいけないと思いま

す。そうしないと、この 世紀、私たちすべての地

域が元気に乗り切っていくということができなくな

るのではないかと。整備局としては、今日は治水の

大会ですから、そういう砂防とか河川とかそういう

お話でございますけれど、道路も含めて管内すべて

の地域が、元気良く 世紀を乗り切るのだと、その

ためにありとあらゆる努力を傾注してまいりたいと

いうふうに思っております。

ぜひ皆様方、今後とも、私どもに対するご支援あ

るいはご尽力を賜りますようにお願いを申し上げる

次第でございます。

終わりになりましたけれども、本大会が成功裡に

終わりますように、それからご参会の皆様方のご健

勝をご祈念申し上げまして、ご挨拶にさせていただ

きます。ありがとうございました。
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国会議員紹介
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衆議院議員

細 田 博 之 竹 下 亘

亀 井 久 興

参議院議員

青 木 幹 雄 景 山 俊太郎

県議会議員

洲 浜 繁 達

治水事業概要説明

国土交通省河川局

河川管理課長 坪 香 伸

ただいまご紹介いただきました河川環境課長の坪

香でございます。

それでは、治水事業をめぐる最近の状況について、

ご報告ご説明させていただきたいと思います。本題

に入る前に、今年はたくさん集中豪雨ならびに台風

がありまして、つい最近も新潟県中越地震もありま

した。多くの皆さんが被災され、多くの人命が失わ

れているところでございます。この場をお借りいた

しまして、心からご冥福とお見舞いを申し上げる次

第でございます。私どもといたしましても、最大限

の努力をいたしまして、復旧、復興を早期に完成す

るべく努力してまいる所存でございます。

それでは、この災害等を含めまして、最近の状況

についてご説明させていただきます。

災害の状況

今年の災害の状況でございますけれども、本年各

地で集中豪雨、それから台風による災害というのは

これだけ多うございます。主な災害ということでご

ざいますが、主に近畿それから、四国等を中心とい

治水事業を巡る最近の状況
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たしまして、北海道まで災害があったということで

あります。

最近の災害の中で、雨の降り方ですが、非常に顕

著に今までと変わってきているということです。上

が ミリ以上の降雨の発生回数ですけれども、昭和

年から平成の 年までそれぞれの回数を示してい

ます。この最近の 年足らずの間は、非常に、 ミリ

以上の回数が多い。 ミリにおいても同じであり

ます。特に今年は、 年だけで 回という極めて

多くの回数を経験しています。 ミリ以上につい

ても 回をすでに超えているという状況でございま

す。

台風につきましては、 個の台風これは過去最大

でありますけれども、それがほとんどすべてが本州

を縦断するという、非常に被害を大きくもたらす

コースをとっています。全国の 水系の中で、

河川におきまして危険水位を超過しています。通年

ですと、 個というのが本州上陸の台風の数であ

りますけれども、それに比べていかに多かったかと

いうことが言えると思います。

それでは、その災害の中で、台風 号ならびに新

潟県中越地震についての報告をします。これは円山

川でございまして、これ日本海でありまして、円山

川の本川です。ちょっと見にくいのでありますが、薄

い水色の地域がこのあたりにございます。これが内

水によって氾濫したところでございます。これは豊

岡市の中心市街地です。これが破堤地点でございま

して、この濃い水色のところは、破堤によって浸水

したところであります。これ全部で 戸あまり

の床上浸水を経験しているということであります。

もう一つ、京都の由良川でございます。これ日本

海でありまして、これが由良川本川です。水色のと

ころが外水によって氾濫した地域であります。この

黄色いところが内水ということで、ほとんどが外水

氾濫をもたらしたということです。テレビで中継さ

れていましたが、バスが立ち往生いたしまして、屋

根の上に避難された方が 数名救助されたのがこの

地点であります。これが由良川の平常の状態であり

ます。ここにドライブインがありまして、ここに道

路があります。道路の中途、このあたりにバスが立

ち往生したのです。これが浸水をしたとき、全体の

浸水の状況は、ほとんどが、川も農地、宅地等もよ

く判別のできないような状態になっております。こ

の地域でこの場所にバスが立ち往生したということ

であります。

そういう台風 号の非常に大きな災害に引き続い

て、先週の土曜日に中越地震があったわけでありま

す。土曜日の夕方に新潟県中越地域、小千谷市を震

源とする震度 強の地震であります。震度が書いて

あるのですけれども、ほぼ中部地方から東北地方に

かけて、近畿地方から東北地方にかけてほぼ全域に

わたって、非常に強い揺れを感じたということです。

これが震度 強以上あるいは震度 弱以上の回数で

あります。余震の回数でありますが、次第に減って

はきていますが、まだ震度 を超える、震度 強に

相当する余震も予想されているというところでござ

います。

これが、信濃川の本川であります。震度 強を記

録した震源域がこの三つの地点であります。この

月に大きな洪水があって浸水したのは、この五十嵐

川と刈谷田川であります。このあたりが非常に大き

な浸水をきたしたところであります。それに引き続

いて、非常に大きな地震が発生しました。これが直

轄の信濃川でありまして、妙見堰という直轄で管理

している堰の下流に被害が、両岸の堤防に集中して

おります。これが被災の状況、法滑りがあったとい

うことで、早期に復旧をいたしまして、必要なとこ

ろは部分シートで浸透性を守っているというところ

であります。もう一つ、先程申し上げました妙見堰

という堰がございますが、堰の管理棟が傾きまして

余震等で倒壊の危険性があるということもありまし

たので、妙見堰につきましては、全ゲートを上げて

洪水に備えたということです。上流域に長岡市の上

水の取水口がありますが、稼動ポンプを設置いたし

まして、ポンプによる給水を行っているというとこ

ろであります。

また上流の山古志村ですけれども、この山の崩壊

状況は極めて顕著でありまして、中でも土砂が崩れ

ることによりまして、本川の稼動を閉塞して水をダ

ウンアップしているというところが、大きいところ

で 箇所、もっとたくさん小さいところありますが、

たとえばこれは、土砂が埋没して上流に水が溜まっ

ているという状態であります。現地につきましては、

できるだけ早期に仮排水路等を設置するべく、努力

されておりますけれども、なかなか交通状況が悪く

て現地にさえ到達できないところもあります。現在、

県それから国交省、地元の市町村はじめ、この対策

について最大限の努力をしているところでございま

す。



治水事業の効果

こういう災害は、今年たくさんあったわけでありま

すけれども、その中で治水事業がどのように効果が

あったかということについて、若干ご説明させてい

ただきます。

一つは信濃川の能代川、これは刈谷田川、五十嵐

川という先程申し上げましたが 月に災害のあった

ところの下流にあります。支川であります。これが

平成 年に災害がありましたけれども、それ以降、

通常の河川改修事業と災害復旧事業を一緒に行いま

して、改修事業におきましても、その後の 年間に

集中的投資をして改修した後、今回、雨がそのとき

よりも多かったわけでありますが、床上、床下浸水

はなかったということであります。

同じく九頭竜川におけます浅水川でありますけれ

ども、浅水川につきましては、平成 年に大出水が

ありましたが、同じように災害復旧と通常の改修を

一緒に行いまして、通常の改修についても集中的な

投資を行うことによって、今回今年は、そのときよ

りも平均雨量でたくさん降りましたけれども、床下、

床上浸水がなかったということであります。次お願

いします。同じく、その足羽川ですけれども、上流

に足羽川ダムの計画がありまして、まだ本体に着手

できていないわけでありますが、もしダムが完成し

ておれば水位にして センチを下げることができ

て、越水破堤を免れたのではないかというふうに思

っております。

これは同じく補助河川におけます巴川水系の巴

川、静岡県であります。総合治水対策によりまして、

放水路、遊水地を設置することによりまして、今年

の 月 日の雨というのは過去の雨に比べまして、

かなり大きいわけでありますが、被害は非常に少な

かったということであります。

年度概算要求の概要

こういうふうな災害を経験することによりまし

て、来年度の予算要求として、まず破堤等の壊滅的

な災害を防除するために、堤防弱部の緊急強化対策、

それから水害に対する地域防災力の向上ということ

で、浸水想定区域の図の作成等の整備に関しまして、

その助成制度を創設する。それから的確な避難等の

ための基礎情報の収集、提供体制の充実、これは、

情報が十分であることが避難等に非常に重要である

ということから、その新しい事業の創設であります。

さらに、災害時におきまして、排水ポンプ車等の緊

急出動に対する経費等について、国が全額負担する

という国による広域支援の新しい制度も要求してお

ります。

ハザードマップでありますけれども、浸水想定区

域を設定いたしまして、避難地等の整備を行うとい

うことで、市町村におきまして作成されるものであ

りますが、これを作成したところと作成しなかった

ところであります。ちょっと見にくいのであります

けれども、非難する時間が、作成してハザードマッ

プを見た人は、見なかった人よりも一時間ほど早い

という実績もございます。全体的に各市町村で作成

されておりますけれども、予算がないという非常に

切実なご要望もあって、今回新しい制度を作ったと

いうことであります。

それと、本年の 月の新潟・福島、福井豪雨を契

機にいたしまして、 月において、全国の堤防の総

点検を行ったということであります。直轄延長区間

万 千キロ、都道府県管理区間で 万 千キロで

す。その中で、直轄管理区間で 箇所、都道府県管

理区間で 箇所の要対策地域箇所があったという

ことです。その中、都道府県の管理河川の状況です

けれども、護岸の破損であります。なかなか点検が

できない状況でもあったということです。対策の実

施にあたって一番大きなのは、やはり予算のネック、

予算上のネックがあったということであります。ど

ういうふうな破損の状況があるかというと、護岸に

破損がある、あるいは法面に雨水の水みちができて

しまう、あるいは法崩れがあったり、亀裂が見られ

る、あるいはイノシシ等によって法面が荒される、

そういうものであります。

国庫補助負担金等に関する改革案

こういうふうな状況の中で、先程からいろいろお

話がありますけれども、地方 団体によります国庫

補助負担金に関する改革案というのが 月 日に経

済財政諮問会議に提出されました。これについての

現在の状況について若干ご説明させていただきます。

全体で税源移譲対象補助金の廃止リストの中にこ

ういう表がありまして、その中に公共事業があると、

砂防事業補助、それから河川改修費補助があります。

その内訳でありますが、全省庁の公共事業に対する

その廃止対象額、総額が 億、 億足らずで

ありますが、その中で、河川砂防の廃止対象となる

のが、 数十億ということで、 ％のシェアで

あります。先程のお話にありましたように、 ％、
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％、 ％というのは、河川の補助事業の国費につ

いて、 ％、約 割が廃止対象、砂防にいたって

は ％、ほぼ 割の廃止対象ということでありま

す。これにつきまして、多くの知事から廃止対象削

除すべきという意見が出されましたけれども、税源

移譲額を、補助廃止額の 割として確実に財源確保

するという条件で最終案による調整が行われたとい

うふうに聞いております。これによる河川事業、砂

防事業に対する予算の状況でありますが、平成 年

度予算に対しまして、これだけの額の減少がありま

す。特に砂防については補助事業のほとんどが廃止

対象になるということであります。

こういった流れの中で、少し今までの経緯をフォ

ローしてみますと、まず政府としての骨太 にお

きましては、広域性とか重要性に応じてその国庫補

助負担金の重点化を行うということが で謳われ

ております。それから、 におきましては、財源

移譲はおおむね 兆円ということであります。そし

て税源移譲に結びつく改革を行う。それから、地方

の裁量性を高める、自主性を最大限に拡大する改革

を行うのだということであります。ただこの概ね

兆円というものについて、政府に対して質問趣意書

が出ています。それによると概ね 兆円には平成

年度にすでに移譲措置されております、 億円

が含まれているということでありますから、概ね

兆円ということでありますけれども、現時点におい

ては、この差し引き 兆 億円ということがい

えるかと思います。

こういう廃止されて、それが税源移譲されたとし

た場合、公共事業であります河川事業、砂防事業は

どういう状態になるかという絵であります。上の絵

は各都道府県におきまして、赤いのが砂防事業、青

いのが河川事業でありますが、平成 年と平成 年

の予算の比を示しています。これほど変動が激しい

ということです。つまり補助金につきましては、地

域的にも時間的にも、極めて集中的に投資をしてい

るということがいえるかと思います。下は、もし住

民税による税源移譲を行った場合に、各都道府県に

おいて今年度の補助金に照らして、何割ぐらい配分

されることになるかということです。青いところが

、ずーと、赤くなると一番赤いのが というこ

とで、半分を下回るということであります。今回の

この絵を見ていただきますとお分かりいただけます

が、今回の水害等受けた、新潟、福井、徳島、高知

等におきましては、平成 年度の予算の ないし、

割程度しか確保されないということであります。

これに対しまして、地方交付税によって調整をする

ということが、もしあった場合には、それは、新た

な第 補助金ということに他ならないということが

言えるかと思います。

こういうふうな状況の中で、現在国と地方の協議

の場というのが設けられていまして、過去 回、

回行われております。これは、一昨日、同じく地方

と国の協議する場というのが設定されまして、国土

交通省から出した意見としての資料でございます。

一部でありますが、まず河川、砂防等関係事業は、

災害の発生において機動的、集中的に事業実施する

必要があること、従って、全国的に資金をプールし

てそれを時間的、地域的に調整を図って、適切に予

算配分をするということでありますので、そういう

補助制度以外では、その対応は難しいということで

あります。もし仮に、住民税による税源移譲があれ

ば、災害を受けた各県におきましては、たとえばこ

ういう県においては平成 年の ないし、 割程度

しか確保されないということです。また、河川の延

長とか、人口だとかそういうことで外形的基準によ

って、再配分されるかもしれない、地方交付税につ

いて考えてみれば、そういうことをやった場合には、

それだけでは時間的、地域的変動の大きい財政事情

を調整することはできない、ということが言えるか

と思います。さらに、現在災害復旧は廃止対象外と

なっておりますけれども、災害発生後の再度災害防

止ということではなくて、今回多くの災害に見られ

ますように、災害を未然に防止して安全との向上を

図るということが、非常に重要であるということが

いえます。従いまして、災害復旧だけではなくて、

災害を未然に防止する災害予防と一体となった河川

改修ならびに土砂災害防止対策を実施することが必

要だということであります。

そういう状況の中で、現在の補助制度というのは

それなりに機能を十分果たしているわけであります

ので、ここにありますけれども、河川、砂防につい

て、基本的な考え方として、助成対象を国の役割に

照らして、事業効果の大きい事業は重点化していく、

小さい小規模な補助金であるものについては、たと

えばダムの周辺環境整備事業費補助、あるいは修繕

関係費補助等については廃止をするということであ

ります。さらに国と地方が連携して災害防止を推進

するために、安全性の確保状況を評価するというこ

とです。現在、多くの河川において計画的に投資を



するということの中で、安全性の確保状況を評価す

るということは非常に重要だというふうに思いま

す。そういうことから流域単位で協議会を設置して、

直轄もそれから公共団体の施行する事業も、双方に

ついての事業の進め方を十分調整をしていきたいと

いうことであります。あわせて、大規模な事業とか

緊急に整備が必要な事業を除いたものにつきまして

は、原則として、流域ごとに、水害とか土砂災害対

策を総合的に実施するための助成制度を創設すると

いうことによりまして、地方の自主性、それから裁

量性を高めた、新たな制度としたいということであ

ります。現在、政府の方で、国と地方の協議する場

等を通じて、いろいろ議論がされているところでご

ざいますが、河川における、あるいは砂防における

現在の補助事業については、その機能が十分に発揮

されているということでもありますし、それから国

が国民の安全と安心を守り、国民生活あるいは産業

の基礎を支えるということからしても、治水事業な

らびに治山事業、砂防事業につきまして、それが機

動的集中的に実施できる制度について、その整備と

確保が非常に重要だということには変わりないと思

っております。

今後、多くの議論がありますけれども、どうかみ

なさん方の十分なるご理解をお願いいたしまして、

私の説明とさせていただきます。どうもありがとう

思います。

まず今年台風が多かった、治水に関係する災害が

多かったわけですが、それをまとめたものが一番最

初でございます。 月末の前線性の豪雨から始まっ

て、台風が 個という大変多い数に襲われたという

ことです。そこで、県別に数字をまとめてあります

が、特に 号それから 号のときの床上浸水、床下

浸水でありますが、岡山県と、広島県でずいぶん多

くの被害が出たとこういうこと、もう一つは、人的

被害のところで先日の 号ですが、岡山県で、これ

は土砂災害が主ですが、 名の方が亡くなられまし

た。総括すれば、幸いにして、今回、中国地方につ

いては、多くの台風に見舞われたのですが、河川の

災害というのは比較的少なかったということかと思

います。

被災等の状況を写真で出させてもらっております

が、これは浸水している状況ですし、あと堤防が、

大きく海岸の堤防が破損している状況、あるいは、

ごみ処理で苦労しているという、その後の写真であ

ります。

もう一つ、 号のときの岡山県玉野市ですが土砂

災害があったところ、ここが被災したところで、こ

こからこう滑ってきたところの被害については、特

に地元の方が言われているのですけれど、全然こう

いう災害はなかったというところであったというこ

とであります。ですから今までになかったと言われ

ているところでも起こって人命が失われているとい

うこと、だから他のところでも起こり得るというこ

とだというふうに思います。こういうことに対して

どう対応していくのか、これからの大きな課題だな

というふうに思います。

先程、集中的な豪雨の頻度のお話がありましたが、

これは中国地方管内でまとめたものでございます。

年を追ってきて中国管内で何回、時間雨量 ミリと

いうのが何回発生したかというものをまとめたもの

であります。ここ 回、年間に 回、今年 年ちょ

うど 回ですが、中国地方全体で見ると、このぐら

い生じていると。この時間雨量 ミリというのは、

大体、中小河川の設計の雨量になりますので、だか

らこのぐらいの雨が降ると、完全にできている川で

もアウトかセーフのぎりぎりになる。改修途上であ

ればその川については何がしかの被害が生じると、

こういう数字であります。このぐらいの数字で、頻

度で生じているということであります。

これは地図の中で、どこで発生しているのかとい

（ ） 平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号

国土交通省中国地方整備局

河川部長 坂之井 和 之

中国地方整備局の河川部長でございますが、中国

管内の状況についてご説明をさせていただきたいと

中国地方の治水事業の概要
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うことを、落としてみたものでございます。赤い丸

の方が、これ最近 年の間に 回、 回起きたとこ

ろはどこですかというところ。青いのは 、 回、

回数は少ないのだけれど、いずれにしても言いたい

ことは、全域で起こっているということでございま

す。

今後どうなっていくのかということが、やっぱり

関心を持たれるところですが、これは、国立環境研

究所で、つい先日、発表されたシミュレーションの

結果です。これは地球の温暖化に対応して雨がどう

なるかということを予測したものであります。ここ

が現時点でありまして、ここからそういう雨が生じ

る日数をシミュレートしているわけですけども、こ

うきていたのがこう上がっていくと。ですから先程

の集中豪雨の傾向が、これからより増えていく、そ

ういうことを前提にいろんな対策を考えていかなく

てはならないのかな、というふうに思います。

これは潮位の関係ですが、先程、 号台風のとき

の、この瀬戸内側の被害のお話をしましたが、これ

は毎年の最大潮位をずっととってきたものです。吉

井川の河口を取っておりますので、今回岡山県の被

災した地域に近いところのデータですが、 号のと

きはここまで上がっているということです。こんな

に上がってしまったので、やはり海岸の高潮の被害

は生じたということです。これは太田川ですね。太

田川は 号の方が高く、今までの最大ぐらいのもの

です。これは、山口県の場合ですが、これは下がっ

ている、下がっているというか、低い値で終わって

いる。これ満潮の時間と台風がいつどこを通ったか

ということが関係しますので、そこで運、不運が出

てくるわけですけれども、いずれにしても最大値が

上のほうに向いてきているというのがなんとなく見

えるかなと思います。それをもう少し詳細に見たも

のがこの図であります。これ、気象庁等でまとめて

いる資料でありますが、これは海岸の平均の潮位が

どういう傾向を示しているかというと、最近 セン

チ近く高くなってきているということになります。

それからよく話題になるのは、宮島の舞台が水に浸

かるかどうかの話ですが、毎年浸かる頻度を書いて

みると、最近どんどんどんと上がってきている。こ

ういう状況ですので、確かにその海水面が、潮位が

高くなることが多くなるという傾向を示していると

いうふうに思います。海水面が高くなるということ

は、直接高潮被害に結びつくことでございますし、

それから、川につきましては、河口が上がると全体

の水位が上流まで影響することになりますので、河

川全体にも影響すると、そういう意味で大事なこと

かなというふうに思います。

これは、いろいろ出ている高齢化のお話でありま

すが、今回、新潟で大変高齢者の方が犠牲になった。

そこの新潟の高齢化率と 歳以上の方の率と、中国

地方のものを比較したものですが、ここでは同じぐ

らいになっています。ただ、問題は、これからこの

比率がどんどん上がっていくということだと思いま

す。

先程、一番最初に河川自体の被害は、お陰さまで

比較的少なかったというお話を致しましたが、ただ

近辺の四国、九州、それから一番近くでは先程のお

話の兵庫で被災しておるわけで、実際、そういう雨

が中国でも降る可能性は十分あり得ます。その場合、

一体どうなるのかという試算をいくつかして見まし

たので、紹介を致します。まずこれは、高津川であ

ります。高津川につきましては、新潟の雨を高津川

の流域にもってきて降らしたらどうなるかという計

算をしたのですけれども、ここが、ハイウオーター

でそこから センチぐらい上がりのところまでの水

位になると、ちょうど 年の洪水と同じぐらいの規

模の洪水になるということであります。ですから、

ハイウオーターを超えていますので、大きな被害が

生じると予測せざるを得ないということだと思いま

す。

こちらは鳥取県の千代川、鳥取県の東部にありま

すので、まさに今回被災した円山川のすぐ隣です。

この円山川で降った雨を千代川の流域に降らしてみ

たらどうなったかというのが、こちらの図でありま

す。これもやはりハイウオーターから センチぐら

い上がりのところまで行くという結果であります。

ハイウオーターを超えてしまっておりますので、こ

れについてもやはり甚大な被害が発生したというふ

うに想定されます。

これは斐伊川でありますが、もし、斐伊川で破堤

したらどうなるかというシミュレーションしたもの

であります。斐伊川の左岸側で破堤した場合であり

ますが、出雲市、大社町は浸水するということであ

ります。約 万戸が水に浸かるという結果でありま

す。被害額も、一応出してありますが、 兆円とい

うことであります。

これは芦田川、これは広島の芦田川であります。

これについても芦田川の左岸が破堤したと仮定した

場合の計算でありますが、福山の市街地がすっぽり



浸水すると、こちらは 万戸、 万戸近い浸水とい

うことになります。これらは、いずれもシミュレー

ションでありますが、こういうことにならないため

に、整備を行っておるわけですけれども、その整備

の状況がどうなっているかというものが次でござい

ます。直轄で管理している一級河川の直轄管理の部

分と、それから県管理区間に分けて、その整備率と

いうものであります。直轄と補助で整備率の考え方

に少し違いがありますが、いずれにしても直轄の管

理区間については、半分ぐらい出来ているというか、

半分ぐらいしか出来ていないというかですね。県の

方については、県管理区間については、 分の 位

しか出来ていないと、こういうことであります。県

管理区間というのは、主に、補助金というか、補助

事業で事業がなされておるわけでございますが、そ

の補助金のことについて、現在いろいろ議論がされ

ているというお話は、先程ご説明があったとおりで

ございますが、中国地方でみた場合、どうなるかと

いう地図を、この後に整理しております。

河川事業、砂防事業、それぞれ廃止の対象になっ

ている事業が多いわけですが、たとえば、河川であ

れば激特事業等、災害の後始末的な事業だけを残し

て、あと廃止しますよ、という案になっております。

具体的に地図の中に事業が行われているところに印

をつけて、赤で書いてあるのが廃止対象になってい

る事業ということであります。で、青が残る事業で

あります。それから砂防については、丸く、丸いチ

ョンで表現しております。青いところがどこにある

のだろう、というような状況であります。

これは先ず鳥取県ですが青いところがちょっとあ

る。後はみんな赤ですから、砂防についてはほとん

ど全部廃止対象なっております。これは島根県でご

ざいます。青いところがちょっと、 箇所ぐらいあ

りますけれども、後は全部赤ですから、廃止対象、

整理されている事業ということです。これは岡山県

であります。状況としては同じであります。青いと

ころがほんとに目立たない状況になっております。

広島県、これも同じであります。山口県ですね。や

はり青いところがいくつかチョコチョコと見えます

が、後は赤だということであります。

以上で、私の方からの説明にさせていただきたい

と思います。どうもありがとうございました。

ただいま、紹介いただきました、島根県斐川町の

本田でございます。自分の体験を踏まえまして、意

見発表とさせていただきたいと思います。

今からちょうど 年前でございます。私はまだ小

学生でございました。そのときに、まさか自分の地

域が、実は自分の自治会で 月の集中豪雨のときに、

軒の家が、裏山が崩れて全壊するという、そうし

たことがございました。小さいときでございますか

ら、まだ物覚えしかございませんけれど、ただ恐怖

心だけは残っております。幸いにも、その家庭の方

は、事前に避難をされておりましたので、命に別状

はございませんでしたが、自分の住む家が瞬く間に

無くなってしまったという、そういう経験を私の近

所で持っております。さて、その後処理として、崩

れた岩山、それを処理はできましたけれど、何の対

策のないまま過ぎてしまったのが現状でございまし

た。

それから 年。昭和 年、また再び、私たちの地

域を大変な集中豪雨が襲いました。そしてそのとき

には、ついに、尊い命が、 名の命が失われてしま

いました。その中には私の友人も 人含まれており

ました。当時、私は中学生になっておりましたけれ

ども、今でも頭の中に、また耳の奥にはっきりと声

が聞こえてきそうでございます。夜中でございまし

た。大変だと。裏山が崩れ、土石流が流れて、次か

ら次と家が全壊する。そういうニュースが伝わって

参りました。そしてまた、それを助けようとして行

った、消防団員 名の尊い命も失われていきました。

そうしたことから、そこに声が聞こえていても助け

に行くことができなかった、その無念さ、それは今

でもはっきりと脳裏に焼きついております。助け

てー、助けて。悲痛な叫びでありました。その声が

だんだん、だんだん小さくなっていきます。そして、

旦那さんは、必死になって助けに行こうとされるけ
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れども、二次災害の危険がありましたから、必死に

なってまわりの者が止めておりました。助けに行き

たいけれど行けない。ついには、その声が聞こえな

くなってしまう。あくる日は遺体で発見されると、

ついに 名の、近所で 名の尊い命が失われてしま

いました。

それからさらに、 年近く経ったとき、昭和 年

月 日から雨が降り続いて参りました。雨が降り

続いて、宍道湖の水位がどんどんどんどん上がって

参りました。斐川町は メートル地帯でございます。

海抜 メートル地帯、湿地帯でもございます。そう

したことから、宍道湖の水位が上がりますと、逆に

五右衛門川、水が逆流して参ります。その五右衛門

川も限界に達しました。そして 月 日についに宍

道湖の一部が決壊する、そして 日には五右衛門川

にその上がってきた水が、限界を超えて 箇所、

箇所、 箇所と決壊して参りました。その当時の人

たち、体験された皆さんの話を聞くと、水が音を立

てて、ゴーという音を立てて流れ込んできたと。瞬

く間に簸川平野の 分の が浸水してしまいまし

た。当時、斐川町は平屋の家が多うございました。

そうした関係で、ほとんどが 階から屋根から舟で

行動しなければならなくなりました。幸いにも、決

壊したのが午後 時 分過ぎでございますから、全

員がまだ起きているときでございました。災害は最

小限に止めることができたのではないかなと思いま

す。これが夜中、寝静まったころに決壊したならば、

尊い命がいくらか失われたであろうと、今想像する

ところでございます。そして、一週間、孤立状態に

なりました。出雲空港も 日間閉鎖されました。そ

して避難生活が、長い人で ヶ月、短い人でも 週

間にわたって避難生活が続きました。限界にも達し

ていました。

そうした教訓もございまして、県、そして国土交

通省、当時の建設省の大変なご理解をいただきまし

て、宍道湖の西岸の堤防の嵩上げが始まりました。

そして、五右衛門川の改修が始まったわけでありま

す。しかしながら、まだ完成したとはいえません。

まだ事業半ばでございます。そうしたとき、平成

年 月 日、あの鳥取県西部地震がありました。も

ともと地盤沈下地帯でございますので、どんどん、

どんどん、そのコンクリートで固められました堤防

が沈んでいくんです。何年もたてば何十センチも沈

んでしまう。その繰り返しでございました。これを

根本的に解決しなければならない。しかも、あの鳥

取西部地震におきまして、その堤防に何箇所か亀裂

が生じました。亀裂が生じるということは、また再

び宍道湖の水位が上がり、集中豪雨があれば、そこ

から漏水をし、決壊する恐れが出て参ります。

そうしたことから、県の指導をいただきまして、

当時、建設省出雲工事事務所の大変なご指導をいた

だきまして、今しかないということから、当時の建

設省に直接出向きまして、河川局長さんにお願いを

し、状況を説明したところでございます。そして、

大変なご理解をいただきまして、 年計画で約 億

円の事業費をかけて多自然型の堤防に生まれ変わる

ことができました。しかし、まだ五右衛門川の改修

は、まだ途中でございます。上流まで上がっており

ません。これが完成して初めて、この事業完成とい

えます。そしてまた、裏山にいたしましても、治山

事業にいたしましても、まだまだ危険箇所がたくさ

んございます。この間も地元で組織をしております

そうした協議会において、雨が降るたびに、あるい

は風が吹くたびに眠れない、それは体験したもので

ないとわからない恐怖心でございます。私も子供の

ころに雨が降ると、もうほんと眠れず、そして大変

な恐ろしさ、恐怖心を持ったものでございます。山

を裏に抱えているものにとっては、大変な精神状態

でございます。そして地すべり地帯でございますの

で、やはり、とりわけ梅雨時期になるとそうした心

配事があるわけであります。全部なされたわけでは

ございません。まだまだこれから、事業していただ

かなければならないと考えております。

今後も、こうした公共事業、国が責任を持ってや

っていただくということが、その地域に住むものに

とっての、生命、財産、安心してまたその地域に暮

らせるものであると思っております。しかしながら、

今回、非常に心配がございます。先程来説明があり

ましたとおり、河川にしても、砂防にしても、ある

いは補助事業の対象外になってしまう。廃止に、今、

このままでいくとなってしまう。税源移譲をされ、

交付税で処置されればいいけれども、それができな

かった場合には、大変なことになってしまう。であ

るがゆえに、私は、今こそその地域に住むものは団

結をして、そして国に対して働きかけていかなけれ

ばならないと思っております。税源移譲、これもか

なり難しいという話を聞いております。それができ

なければ、交付税処置をするという 団体から申し

入れがございますが、それがなされなかった場合に

は、事業は出来なくなってしまいます。果たしてそ



れでいいだろうか、地域が守れるのだろうか、そう

考えたときに、今、私たちがその地域をどうして守

るのか、本気になって考えていかなければならない、

そういう時であると私自身は認識をしているところ

でございます。どうか国の関係機関の皆様方もお出

でになります。県議会の先生方もお出でになります。

各機関に働きかけていただきまして、税源移譲、交

付税処置がされない場合には、国庫補助負担金制度

の堅持を強く訴えまして、私の体験を交えた意見発

表とさせていただきます。
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大 会 決 議

島根県土木協会副会長
出雲市長

西 尾 理 弘

それではただいまから、これを朗読いたしますが、

この会議に出席の皆様方だけではなくて、県当局、

県議会当局あるいは市町村、市町村議会当局関係団

体こぞっての思いを込めて、この決議について、万

丈のご賛同を得たく思うわけでございます。

土・文化を育んできたが、現在、人と水との関わり合い

は希薄化しつつある。今一度、人と水との関わりを再構

築し、自然と調和した健康な暮らしと健全な環境の創出

を推進していくことが重要である。

ここに、われわれは中国地方治水大会を開催し、その

総意に基づき、安全で安心して暮らせる地域づくりを目

指し、治水事業が強力かつ着実に推進されるよう、次の

事項の実現について、国会ならびに政府に対し強く要望

する。

記

一 頻発する災害から生命・財産を守る治水対策は、国

としての基本的責務であることに鑑み、安全・安心な

地域社会の構築に支障を及ぼすことのないよう、機動

的・集中的な治水対策が可能な税源移譲が行われない

限り、治水事業に関する国庫補助負担金制度の堅持を

図ること。

一 社会資本整備重点計画に基づき、国民の生命・財産

を守り、国民生活の安定のためハードおよびソフト両

面にわたる治水・砂防対策を強力に推進すること。

一 水害および渇水被害の防止・軽減のため、平成 年

度治水事業関係費について、その必要額の確保を図る

こと。

一 洪水対策および安定した水資源確保のため、ダムの

治水事業は、国土を保全し、洪水等の被害から国民の

生命と財産を守る根幹的な社会資本の整備であり、緊急

かつ計画的に実施することが重要である。

しかしながら、中国地方においては、治水施設等の整

備状況は依然として低い水準にあり、これまでも台風や

集中豪雨による洪水被害を被る一方で平成 年の大渇水

をはじめ瀬戸内地域を中心に渇水被害も頻発している。

さらに、近年は、全国的に異常気象による局地的で記

録的な豪雨による災害が頻発しており、とりわけ本年は、

梅雨前線豪雨災害に加え、観測史上最多の台風が次々と

日本に襲来し、中国地方においても、特に台風 号、

号、 号、 号により、死者・行方不明者は 数名を超

え、床上・床下浸水は約 万 千戸にも及ぶ甚大な災害

が発生している。

こうした災害を防止・軽減するため、治水施設の整備

を強力に推進し、地域における安全性の確保・向上を図

ることは重要かつ緊急の課題である。

また、全国に比べ、少子・高齢化が進む中国地方におい

ては、情報化の進展に対応した水害等に対する迅速かつ

的確な危機管理体制の強化を早急に図ることが必要であ

り、治水施設の整備とともに、洪水時の円滑かつ迅速な

避難の確保等のハード、ソフト両面からの対応が急務と

なっている。

川は古来から地域住民の生活に深くかかわっており、

地域に種々の恩恵を与え、その流域に独特の歴史や風

決 議 （案）
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早期完成を図ること。

一 頻発する水害、土砂災害に対する災害復旧事業と災

害に備える危機管理施策を推進すること。

一 自然再生事業を推進するとともに、河川を巡る多様

なニーズに応える河川環境整備を推進すること。

以上を決議する。

平成 年 月 日

中国地方治水大会

山口県土木建築部
河川課長

岡 田 敏 行

次期開催県の決定

次期開催県として山口県に決定し、岡田河川課長

からお引き受けのご挨拶をいただきました。山口県

ご当局には大変ご苦労をおかけいたしますが、よろ

しくお願い申し上げます。
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近畿地方治水大会次第
（敬称略）

第 部 講 演
治水事業を巡る最近の状況 国土交通省河川局治水課長 柳川城二
台風 号による災害 国土交通省近畿地方整備局 河川部河川調査官 児玉好史
記念講演 今夏の水害の特徴とこれからの治水対策のあり方

人と防災未来センター長 河田惠昭
（京都大学防災研究所巨大災害研究センター長）

第 部 治水大会
開 会
主 催 者 挨 拶 全国治水期成同盟会連合会会長 参議院議員 陣内孝雄

兵庫県知事代理 理事 大平一典
兵庫県河川協会副会長 西淡町長 長江和幸

座 長 推 挙 兵庫県河川協会副会長 西淡町長 長江和幸
来 賓 祝 辞 国土交通省近畿地方整備局長 藤本貴也
来賓紹介・祝電披露
意 見 発 表 兵庫県 豊岡市長 中貝宗治

（台風 号の災害報告 司会者代読）
大 会 決 議 円山川上流改修期成同盟会会長 和田山町長 高本 勤
次期開催県の決定・挨拶 奈良県河川課長 竹島 睦
閉 会 兵庫県県土整備部土木局長 原口和夫

平成 年度 近畿地方治水大会
と き 平 成 年 月 日（金）
ところ 兵庫県淡路夢舞台国際会議場

兵庫県県土整備部提供
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といったところでございます。これによりまして、

近畿の管内の被害というのを表にまとめてございま

す。兵庫県、あるいは京都府といったところが大変

多くなってございます。家屋に対しましても、その

ほとんどが兵庫県、京都府でございます。

円山川水系について、少し詳しくお話をさせてい

ただきたいと思いますが、流域内の大きな市という

のは、河口部、城崎、それから豊岡市が中流部、そ

して今回、破堤による被害がございました、支川出

石川の出石町がございます。

雨でございますが、和田山という、円山川水系の

中で比較的上流の方でございますが、その地点の

日の雨量が、全体として ミリであります。時間

当たりでは ミリということで、それほどめちゃく

ちゃな雨というわけではございませんけれども、

ミリ以上が大体 時間位降り続きました。

この ミリということでありますが、豊岡とい

う地点で、過去からのデータがそろっております。

今までも何回かは、その程度のものがございました

が、近年ではかなり大きなものでございます。これ

によりまして、水位が大変上がったわけであります

けども、洪水が始まる前からピークまで メートル

ほど一気に上がってございます。これが約 時間弱

で、 、 時間で上がってございます。 時間に

メートル位のスピードでどんどんと水位が上がって

ございます。水位の高さで申し上げると メートル

ということでございます。過去の水位と比べてみ

ますと、記録している中では最高の水位が立野とい

うところで出てございます。

被害の状況でございますけども、ブルーのところ

が氾濫をしております。その中でも、特に カ所で

堤防が壊れる破堤という被害が生じてございます。

カ所は豊岡ですが、市内でございます。それから、

先ほど申し上げました出石でございます。以下写真

を中心にご説明をいたします。

これは円山川の下流でございます。 キロのと

ころの右岸が破堤をしております。これが大体

メートル位あります。この写真は破堤をした翌朝、

日の深夜に破堤をいたしまして、翌朝撮ったもの

でございます。一面泥の海となってございます。

そして、これはしばらくたった 日の写真であり

ます。大分水が引いた状況が分かるかと思いますが、

円山川の下流部大変低平なところでありまして、な

かなか水は実は抜けなかったところでございます。

こちらはですね、この破堤をしたすぐ裏には、家屋

治水事業を巡る最近の状況

第 部 講 演

国土交通省河川局

治水課長 柳 川 城 二

お断り

説明の内容につきましては、中国地方治水大会と

同趣旨により、勝手ながら割愛させていただきまし

た。

近畿地方整備局の河川調査官の児玉でございま

す。私の方からは、平成 年台風 号による災害に

ついてご報告をさせていただきたいと思います。

台風 号でございますけども、近畿地方に接近し

たのが 日でございます。 時には高知のあたりに

おりまして、夕方 時には泉佐野市付近ということ

でありました。

近畿の中で、主に今回の 号の影響を受けたのは、

先ほどの治水課長からのご報告にもございましたよ

うに、日本海側の円山川水系、それから由良川水系

台風 号による災害について

国土交通省近畿地方整備局河川部
河川調査官 児 玉 好 史



が比較的少なかったところでございます。ここから

入った結果、このあたり全体が浸水をしてございま

す。堤内側の状況でございます。かなりの土砂が入

り、被害は大変なものでございます。復旧の状況で

ございます。これは破堤からしばらくたった後、水

が引いて復旧が本格化したときの状況でございま

す。

もう カ所の上流側の支川、出石川の方でござい

ますが、出石川の左岸側、この部分で破堤をいたし

ました。延長でいうと、こちらの方は約 メート

ル程でございます。破堤をした堤内側の方にはかな

りの家屋が集まってございます。もう少しアップで、

対岸側を撮ったものでございます。このように土砂

がかなり家屋に入ってきておりまして、家屋がもう

このような状況でございます。水あるいは土砂のす

さまじいエネルギーで家屋が全壊、半壊といったよ

うな状況でございます。

復旧の状況でございます。これはかなり復旧が進

んできたときの模様でございます。そのほかに円山

川では、堤防が完全に壊れてしまう。今の カ所以

外に一部が壊れてしまうというような箇所が、何カ

所がございます。これはその例でございますけども、

もともとこの高さまであったものがですね、若干と

られてしまってるというものがございます。その堤

内側の状況でございます。この円山川の浸水したと

ころは、先ほど申し上げましたように大変低平地で

水がなかなか抜けないところで、近畿地方整備局で

持っております排水ポンプ車、それ以外の北陸、あ

るいは中国からたくさんのポンプを出して、排水に

当たりました。

復旧の状況でございますが、下流の破堤をしたと

ころは現在、緊急復旧については既に完了をしてお

ります。一応堤防のような形になっております。ブ

ロックとそれから大型土嚢、そして盛土で堤防の位

置を形状しております。さらに鋼矢板で二重閉め切

りを現在行っておりまして、その後緊急復旧をした

ものを本復旧するということでございます。現在は、

この鋼矢板の二重閉め切りを行っております。

出石川の方も同じでございまして、一応の緊急復旧

は終わっておりまして、やはりこの前面に鋼矢板の

二重閉め切りを、現在行ってございます。

由良川の方についても、若干触れさせていただき

ます。こちらの方は、河口が舞鶴市、中流部に福知

山市がございます。水防災事業、輪中堤、あるいは

宅地の嵩上げをやっておると申し上げましたが、主

にこの下流は、水防災事業を実施してございます。

雨につきましては、先ほどと大体似ておりますが、

ミリ前後でございます。

バスが立ち往生したというお話はこの付近でござ

います。このあたりは全く堤防がないところでござ

いまして、大事な宅地の周りを輪中堤で囲うという

ことでございます。これが確か立ち往生したバスで

ございます。我々も深夜にバスが立ち往生してると

いう情報が入りまして、大変緊張いたしました。こ

れは被害に遭われた方が救助を受けているところで

ございますが、実はこの由良川の上流には、京都府

で管理をしております大野ダムがございます。この

大野ダムは、このバスが立ち往生しておる深夜には、

洪水調節のための治水容量がかなりいっぱいになっ

てきているということで、そのダムのための操作と、

バスの上の方たちの救助の点という二つの問題を抱

えておりまして、救助の点につきまして、十分に考

慮に入れて操作をしたということでございます。結

果として、バスの上におられる方、一人の被害もな

く助け出されたということでございます。これは新

聞の情報でございますけれども、ダム水量と雨量を

冷静に比較して、京都府の方で上手に操作していた

だいたという事例でございます。

実は今日ご報告した中で分かっておらないことが

たくさんございます。例えば、堤防が カ所で破堤

をしましたが、これの原因、どういうことでそうい

ったことが起こったのかというようなことは、実は

まだはっきり把握しておりません。現在、現地の方

で調査委員会を開いておるところでございます。

あるいは、いろいろな危機管理の対応に当たって、

後々教訓になるようなこと、そういったこともまだ

まとめきっておる状況ではございません。こういっ

た点は、是非関係する皆様方と情報の共有ができる

ようにしていきたいと思っております。

最後に、台風 号のみならず、今年たくさんの災

害で被害を受けられた方にお見舞いを申し上げます

とともに、また、今も現地の方で災害復旧等に当た

っておられる方に敬意を表して、私の報告とさせて

いただきます。

どうもありがとうございました。

（ ） 平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号



平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号 （ ）

【受 賞】

年 月 土木学会論文賞、 年 月 日本自

然災害学会学術賞

お断り

講演の内容につきましては、掲載を勝手ながら割

愛させていただきました。

主 催 者 挨 拶

ただいまご紹介をいただきました全国治水期成同

盟会連合会の会長を仰せつかっております陣内でご

ざいます。

第 部が、これから京都大学の河田先生をお迎え

して記念講演をいただくという大事なときでござい

ますが、ちょっとお許しいただきまして、一言会長

としてのあいさつを述べさせていただきたいと思い

ます。

まず初めに、今年の度重なる台風及び地震災害に

よってお亡くなりになられた方々に心からご冥福を

申し上げ、また多くの被災者の皆様方のお見舞いと

今後の復旧、復興の早期実現を祈念しておきたいと

思います。

さて、この兵庫県淡路夢舞台国際会議場におきま

して、今日は関係の皆様方、ご来賓の皆様方、多く

の治水事業にご造詣の深い、ご尽力いただいている

皆様方にご参集いただきまして、意義深い総会が開

かれますこと心からお喜び申し上げたいと思いま

す。感謝を申し上げます。

私も今ずっとお話を伺いながら、当時のことを思

い起こしておりましたが、昭和 年ごろ、当時は建

設省でございますが、近畿地方建設局の河川部長を

しておりまして、この近畿管内において、それぞれ

全国治水期成同盟会
連合会会長
参議院議員

陣 内 孝 雄

【略 歴】

かわた よしあき

年、大阪市生まれ

京都大学大学院工学研究科博士課程土木工学専攻

修了。工学博士。

米国ワシントン大学客員研究員、米国プリンスト

ン大学フルブライト上級研究員、京都大学防災研

究所地域防災システム研究センター教授を経て、

現在京都大学防災研究所巨大災害研究センター

長。 年 月より 阪神・淡路大震災記念協会

人と防災未来センター長を兼務。

【専門分野】

巨大災害、都市災害、総合減災システム、河川・

海岸災害、自然災害論

【著 書】

自然災害の危機管理 ぎょうせい、大震災以後

（共著）岩波書店、

土木工学ハンドブック （共著）土木学会ほか著

書・論文多数

【学会活動】

日本自然災害学会理事・評議員、日本災害情報学

会副会長、国際災害学会副会長、東海・東南海・

南海地震津波研究会会長ほか多数の学会で活躍中

【委員会活動】

中央防災会議 東海地震に関する専門調査会 東

南海、南海地震等に関する専門調査会 今後の

地震対策のあり方に関する専門調査会 委員ほか

国土交通省、文部科学省、気象庁、京都府、大阪

府、兵庫県など、多数の政府機関や地方公共団体

の各種委員会にて活躍中

記 念 講 演
テーマ 今夏の水害の特徴とこれからの治

水対策のあり方

講師
人と防災未来センター長

河 田 惠 昭

第 部 治水大会



期成同盟会をつくって、治水事業の推進に当たられ

ておられた皆様方、あるいは先輩の方々の力を近畿

一体となって結集する必要があるんじゃないかとい

うことで、近畿直轄河川治水期成同盟会連合会とい

うものを立ち上げさせていただきました。そのとき、

私がそういうことをやらせていただいたわけでござ

います。爾来二十数年経ったわけでございます。確

かに治水、利水両面において、見るべき成果が上がっ

たわけでございますが、今年のような、この異常な

水害においては、残念ながら、先ほどのお話のよう

な悲惨な事態が起こっております。

これは、近畿に限ったことではございません。全

国的に、今年は特にそうでございますが、災害列島

と言っていいぐらい残念なことになっておりますけ

れども、こういう事態が毎年どこかで起こってきた

わけでございます。こういうものを早く克服して、

安全で安心できる暮らしが実現できること、これは

国政の基本であろうと思います。そういう意味では、

この治水事業を推進するためには国が国政の根幹と

して責任を持って実施していただくし、そして、こ

れを推進するためには、地方の力、地方の役割分担

をお願いして、いわゆる補助制度という中で、これ

をしっかりと成し遂げていくということが、私は大

事だろうと思っております。

先ほど柳川治水課長さんから、三位一体に関する

国土交通省のお考えが披瀝されました。私は、この

補助事業、これはもっともっと使いやすくしなきゃ

いかん、地方の自主性、独自性を十分発揮しながら、

地方の皆さん方のお力と一緒になって国が努力して

いく、こういう姿が、この災害を早急に解決して、

本当に暮らしやすい国土をつくる、活力のある国土

をつくる上で大事でございます。そういう柱が、現

在の補助事業を基本としながら、これをより使い勝

手のいいように変えていくという、これに尽きるん

じゃないかと思います。三位一体の改革の基本的な

考え方は大いに賛成でございますが、やはりその内

容については、十分皆様方のお考え、お気持ちをそ

んたくして、この改革案、間違いのないように進め

ていく必要があると、私はそういう立場で、これか

らも努力いたしたいと思うわけでございます。

月 日に、全国大会を開催いたします。どうか

全国大会においては、きょうの皆様方のご熱意、ご

意見をしっかりと中央大会で主張していただいて、

そしてこの私たちの気持ちを国、あるいは政治の中

に実現できるようにもっていきたいと思います。大

変微力でございますけれども、皆様方のご指導、ご

鞭撻、お力を借りまして、会長としての務めをしっ

かりと務めたいと思いますので、今後ともよろしく

お願い申し上げまして、あいさつとさせていただき

ます。

ありがとうございました。
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兵庫県知事代理
理事

大 平 一 典

主催県代表して一言ごあいさつを申し上げたいと

思います。

ご存じのとおり、兵庫県においても打ち続く台風

被害を受けておりまして、本来であれば知事が来て、

皆さんにごあいさつをすべきところでございます

が、代理で私の方から最初のあいさつを一言させて

いただきたいと思います。

今回、こういう最中ではございますが、近畿地方

の治水大会をここ淡路で開催させていただいたとこ

ろ、国土交通省の柳川治水課長様をはじめ、近畿地

方整備局長様、また関係の皆様方にご列席をいただ

き、心から感謝を申し上げるとこでございます。

言うまでもないことでございますが、先ほどの河

田先生のお話にもございましたが、本件も但馬、そ

してこの淡路地域を中心に大変な災害を受けており

まして、実は今日、西淡町の町長さんが来ておられ

ますけれども、西淡町でも床上浸水等が多数発生を

しているという状況でございます。

全国の死者が 名なんなんというとこでございま

すが、兵庫県ではうち 名の方が亡くなっておられ

ますし、床上、床下合わせて 万棟を超える被害を

受けておるわけでございます。この場をお借りして、

各地で犠牲になられた方に心よりお悔やみを申し上

げるとともに、被災された方々に対して心よりお見

舞いを申し上げたいと思います。

この治水大会でございますが、毎年持ち回りで

やってるわけでございますけれども、今回のような

災害を見るにつけ、つくづく我々の仕事が大事だな
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と、我々行政がですね、きちっと対応していかない

ことには、この被害を防ぐことはできないと。河田

先生からいろいろ厳しいご指摘もありましたが、や

はりまず何といっても予防が大事だということで

す。この点をですね、やはりきちっと我々が自覚を

し、常にこういった災害を踏まえてではございます

けれども、声を高らかに予防の大切さを各方面に訴

えかけていくことが不可欠だということを思いを新

たにしたわけでございます。

口の悪い人から言わせれば、河川改修でお金かけ

るよりは、その後の補償とか生活再建とか、そういっ

たところに金かけた方がいいじゃないかと、どうせ

災害は防げないからというようなことをおっしゃる

方もいらっしゃいますけど、名古屋のときの水害、

水害直後と 年後にアンケートをしたところ、 年

後の方が圧倒的にもう二度と水害に遭いたくないと

いう回答をしてくれた方が多かったということです。

というのは、なぜかというと、今まさに水害の後

片付けで皆さん苦労されていますけれども、泥をか

き出し、家を補修し、さまざまな物をそろえ、そし

てまた、もう一度失った生活の糧を取り戻すための

苦労たるや並大抵ではないわけでございまして、ち

ょっと保険に入ればいいとかですね、あるいは今も

ありますが、生活再建支援法による国家からの支援

をすればいいというようなことではなくて、まずは

何といっても予防する、これが我々にとって一番声

高らかに言わねばならぬことではないのかなという

ふうに痛感をいたしております。

今もスローガンが読み上げられましたけれども、

スロ ガンで終わることなく、国、地方が力を合わせ

て、そのことを広く訴えるとともに、地域の住民の

皆さんにも、納税者という立場からではございます

が、その点を理解をしていただいて、治水関係予算

のきちっとした確保をしていくということが大事な

んだろうと、と同時に、河田先生の講演にもありま

したが、ハザードマップ等のソフトの予防対策もき

ちっとしていかなければいけないと、そういう中で、

住民の生命、財産、さらには危害を幾らかでも少な

くするという減殺、こういうシステムを実現してい

かなければならないんだろうなと思っております。

先ほどの講演を聞いていて、つくづくそうだなと

思っていますのは、予防措置としての改修はもちろ

ん力一杯やるわけですが、時間的制約、財政的制約

の中で限界があるけでございまして、住民に対して、

いつまでにここまではできますが、でもそれを超え

た場合には、こうなりますという限界をきちっと示

していくことが大事なんだろうなというのを感じた

次第でございます。

本県、阪神・淡路の震災を受けてから 年、いろ

んな形で、 年間の取り組みについてまとめてまい

りました。地震については、そこそこのノウハウが

あるといいますか、復興、復旧についての対応につ

いて、ハード、ソフトを含めて、来年の 月 日に

はシンポジウムを開いてですね、震災 年を祈念す

る国際的なシンポジウム等を開いて、ひとつの中間

的ま取りまとめをしようと思っていますが、さらに

今年は水害についても、もう一度一から見直さなけ

ればならないと思っております。

お恥ずかしい話ですが、私どもの県民局の庁舎が

ですね、浸水のために非常用発電機が使えなくて、

全然連絡がとれなくなってしまったというようなこ

とも実際起きております。それから、市町村の中に

は、ハザードマップをもらっていながら、それもち

ゃんと使いこなしていなかったという事例もござい

ます。

さらには、県内の大事な河川で、県自身がまだハ

ザードマップの基礎データを整備してないと。もう

あらゆることを点検をしていくと、はっきり言って、

水害は来ないと思っているのが、つくづく我々行政

が一番かもしれないなということを痛感をいたし

て、今、きちっとした対応をしようとしております。

遅きに失する感はございますけれども、こういう治

水大会等の機会、まさにそういうことを見直すいい

機会だろうかというふうに思っておるところでござ

いまして、本県はもとよりでございますが、ご参加

の皆様にもう一度河田先生の講演も含めて真剣に問

い直していただければと思います。

最後になりましたが、本大会の開催運営並びにご

指導を賜りました国土交通省をはじめ関係機関の皆

様に対して感謝を申し上げるとともに、本日ご参集

いただいた皆様方のますますのご活躍と、治水関係

でございますから、ご活躍されるのは余りよろしく

はないわけでございますが、住民の生命、財産を守

るために誓いも新たに邁進をしていくことをお祈り

申し上げまして、この大会が実り多い大会となりま

すようご祈念いたしまして、式辞とさせていただき

ます。

皆さん、本当にこういう時期でございます。かけ

声に終わることなく、頑張ってまいりたいと思いま

すので、どうぞよろしくお願いをいたします。



ただいまご紹介いただきました兵庫県河川協会副

会長を務めさせていただいております西淡町長の長

江でございます。本来ですと、会長であります矢田

神戸市長が、皆様にごあいさつ申し上げるところで

ございますけれども、公務のためにどうしても欠席

ということで、私がかわりまして、僣越でございま

すけれども、皆様に一言ごあいさつ申し上げたいと

存じます。

まず初めに、たび重なる台風の襲来並びに新潟中

越地震におきまして、尊い多数の方々がお亡くなり

になられました。ここに犠牲者の方々に対しまして、

皆様とともに慎んで心から哀悼のまことを捧げたい

と存じます。

また、今なお避難を余儀なくされている方々、そ

してまた浸水等によって不自由な生活を強いられて

る方々がたくさんいらっしゃるわけでございます。

心からお見舞い申し上げたいと存じます。

さて、こうした状況の中で、皆様には大変公務ご多

用の中をご来県、そしてご来島いただき、本治水大

会にご出席いただきまして、本当にありがとうござ

います。平素この治水事業につきましては、格別な

皆様方のそれぞれのお立場でご精励いただき、心か

ら敬意を表したいと、このように思うところでござ

います。

さて、台風 号、四国、本州を縦断いたしまして、

全国各地に多大の被害をもたらしました。私どもの

町も、実は私も昭和 年の第二室戸、それから 年

のこれも実は台風 号でございましたけれども、三

原川が決壊いたしまして、私は当時小学生でしたけ

れども、屋根裏まで避難した経験が 度ございます。

それから、 年後には阪神大震災を経験いたしま

した。もうこれで済んだのかなと思っていたところ、

私もあと引退が カ月ほどに迫っているんですけれ

ども、その矢先にこの台風 号が襲来したわけでご

ざいます。我々思いもよらない、 号、 号につき

ましては、海岸沿いに住む人たちは、 歳、 歳の

人が今まで経験したことのない潮が来たということ

で、大きな被害を受けました。

高潮対策ということが、初めてそのとき私の町で

も議論されました。今回は、河川の氾濫、私どもも

三原川が決壊、損壊といったことで カ所ほどござ

いました。これはまさに市街地の内水排除と、それ

から押し寄せる高潮と、そしてまた上流から来る水

の流れと、地元の人たち、特に機場管理している人

たちの闘いでもあったわけです。

私の町では、 通じて避難勧告等を出すんで

すけれども、避難勧告をする時期についてもいろい

ろ議論がございました。やはり水が来てからでは遅

いということで、私ども 時に出したわけですけど

も、 時 分から 時 分までの降雨量が ミリ近

く。その中で 時位に、うちの近所の体格のいい若

い 歳の人ですけども、病院でちょうど母親の手術

に立ち会った後、道路が水害で膝まで来て家には帰

れないんで、わずか メートルほど先に家がある

んですけども、とにかく車を置いてそこへ行く道中

で決壊したものですから、みるみるうちに水かさが

上がってきて、 時間ほど 人ほどで電柱につかま

っていたんだそうです。でも 人がやはり次の日に

遺体で発見されたという悲惨な状況にもなったわけ

です。

それほど急激な決壊によってですね、本当にもう

予測できないような流れとなってくるわけで、その

辺のことをやはり住民にもこれから徹底した啓蒙啓

発を行っていかなければならないという思いもして

おります。また、避難所も使って、ボートで救出す

るといったこともさせてもらいましたし、いろいろ

と今回の教訓をどのように生かしていくかというこ

とが、我々の今後の課題だと思っております。

そんな中で、先ほども第 部でもいろんなお話が

ございました。私どもにとりましては、特に三位一

体改革、特に国庫補助金の改革案の中で、 億

円の行方ということが一番懸念されるわけです。

兆円規模の中に入る、入らないの議論は別としても、

何とか従来どおりの確保が、どのような形であれ、

我々末端自治体としては強く望むものでございます

し、これだけ台風が来るたびに多くの方々が亡くな

られております。本当に戦争と同じでございます。

国の防衛と同じだと私は思っております。

治山治水というのは、本当に住民の方々の生命、

財産を守るという根幹にかかわる事業、いろんな議

論があるかと思いますけども、最終的にやはり住民

（ ） 平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号

兵庫県河川協会副会長
西淡町長

長 江 和 幸
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の生命、財産を守るんだという認識が是非とも必要

だと、私自身はそう思っているところでございます。

きょうお集まりの皆様は、それぞれ治水事業につい

てご理解のある方々がご出席されているわけでござ

います。どうかこの大会を通じて、またひとつ関係

機関にも十分な働きかけ、そういう意味でも、熱い

思いを是非とも今日この場で語っていただき、また

これからの予防に備えていただければ幸いでござい

ます。

本日の大会が、皆様にとりまして、実り多き大会

となりますことを心からお願い申し上げ、私のごあ

いさつにかえさせていただきます。

本日はどうもご苦労さまでございます。ありがと

うございました。

であったかと思います。

こういう被災の直後というのは、私もそうであり

ますが、ああやればよかった、こうやればよかった

という思いがいろいろございます。私は内部でいつ

も申し上げておりますけども、大事に至らない小さ

な失敗、これを大いに反省し、どう解決するのか、

どうしたらそれが起こらなくて済むようにできたの

かということを真剣に反省する。たまたまラッキー

なことに、大事に至らなかったのでありまして、心

でひやりとしたことというのは、こういう時期があ

るわけでありまして、それを一つ一つ解決をする、

忘れずにですね、解決のための方策を考える。これ

が大きな失敗を防ぐ最大の方法ではないか、これが

いわゆる失敗学の教えるところではないかと、こう

思っております。

そういう意味で、まだ経験が生々しいこの時期に、

こういう大会が開かれ、そしてお互いの思いをぶつ

け合う、これは非常に有意義なことではないかと、

こう思っております。

先般の少し時系列に考えますと、 月 日でした

か、福井の豪雨、これで足羽川が大破堤をいたしま

した。天神橋の上流側が破堤したわけでございます。

このときも非常に大きな被害がございました。真名

川ダムというのが出来ておりまして、そのおかげで

片方はうまく被災を受けずに済んだわけであります

が、残念ながら、計画中の足羽川ダムがまだ事業が

起こされていなかったということが、この大きな災

害を生んだ一つの原因でございます。

流域委員会の先生方にも直ちに現地に入っていた

だき、そして足羽川、あるいは九頭竜川全体をどう

いうふうにするかということのご議論を大いに促進

をしていただこうと思っております。

また、先週の 日の夜中、ご承知のとおり、円山

川が破堤をする。この淡路島にも非常に大きな被災

を受ける。京都もそうでございました。このときに、

ちょうど私がテレビを見ておりますと、あるニュー

スキャスターの方が、どういう言い方をしましたか

ね、公共事業大国と言いましたかね、公共事業をこ

れだけどんどんやってきて、この日本でまだこんな

災害が起こるとは信じられないというような、そう

いう表現をされました。

少しの予算で公共事業をやっただけで、この災害

が防げるわけではございません。もう古代から、あ

るいは江戸時代から営々と治水というのは、我々の

諸先輩がやり続けてきたわけでございますけれど

国土交通省近畿整備局長

藤 本 貴 也

来 賓 祝 辞

ただいまご紹介いただきました近畿地方整備局長

の藤本でございます。

一言ごあいさつさせていただきますが、その前に、

今回の 号台風並びに新潟の地震におきましてお亡

くなりになられた方々、そして被災をされた方々に

心からお悔やみとお見舞いをまず申し上げたいと

思っております。

今日お集まりの皆様方におかれましては、日頃か

ら国土交通行政全般にわたりまして、とりわけ河川

行政の適切な執行に当たりまして、いろいろとご尽

力をいただいておりますことにたいしまして、心か

ら御礼を申し上げたいと思っております。

また、こういうこときに、時期を得たという表現

が適切なのかどうかよく分かりませんが、この 号

台風の災害の生々しいこの時期に、しかも大きな被

災を受けられました兵庫県西淡町でこの大会が行わ

れるというのは、先ほど大平理事、そして西淡町の

長江町長のごあいさつも非常に生々しいごあいさつ



も、残念ながら、非常に我が国の国土というのは脆

弱であり、そして課題が余りにも大きい。それだけ

のハンディキャップを持っている日本の国土のもと

で、我々は世界最高水準の経済活動を営んでいると

いうことが、残念ながらまだ十分にご理解をいただ

いていない。これは我々の責任でもあるんではない

か、こう思っております。

先だっては、私どもの官房の調査課長が、 これ

でいいのか、この国土 という小冊子をつくりまし

た。そこには、いかに日本の国が脆弱であるのか、

社会資本整備がいかにまだ遅れているのかというこ

とが書いてございます。我々がそのことを認識する

だけでは不十分であります。日本中の皆さんに、そ

れをもう一度、これを機会に認識をしてもらうため

の努力を、我々としてはする必要があるということ

を非常にそのとき感じました。

一昨日でございますが、総理が新潟に続いて円山

川もご視察をいただきました。私、朝からご案内を

させていただきました。 週間たっておりましたか

ら、もう水は引いておりまして、いわゆる堤水敷の

中に川が流れております。破堤をしたところも、

日目、あるいは 日目で カ所の破堤は応急復旧で、

昔の高さまで堤防を復旧しておりました。従いまし

て、写真でしか、あの生々しい姿は知ることはでき

ないわけであります。

しかしながら、現地を見ますと、堤防の上まで、

まだ枝が、木が倒れておるわけでありまして、総理

はそれをご覧になりまして、あの水が本当にこんな

上まで来たのかという印象を持たれておりました。

川というのは、非常に美しくやさしいものでありま

すが、一旦暴れると、とんでもないということを総

理にも申し上げさせていただきました。この洪水の

恐ろしさというものを、我が国のトップの総理も十

分ご認識をいただいたんではないかというふうに思

っております。

その前でありますが、東南海地震の同じ地域で、

やはり地震がございました。このときも、先ほどの

西淡町長さんのお話と同じであります。避難をどう

したか。幸い大した地震ではなかった、津波も大し

たことなかった。従って、これは非常にラッキーな

ことに、被災はほとんどなかったわけでありますけ

れども、自分の船がどうなってるいか、地震があっ

て見に行った人がいる。海水はどうなっているか海

までおりていって見に行った人がいる。ほとんど山

の上に逃げた人はいなかった。これも大きな反省点

であろうかと思います。

ちょうど阪神・淡路大震災から 年を迎えるわけ

でございます。地震についても、今まさに東南海沖

の地震で津波をどうするか、これは大問題でござい

ます。わずか数分で津波が押し寄せる。そのために、

どういう避難を、あるいはどう対策をとっておくの

か。そして、今回起きたような風水害、過去には経

験したことのないような雨、雨量の中で、我々はこ

の地形、気象条件と闘っていく必要があるわけでご

ざいますけれども、是非そういう意味で、今後とも

我々は、この安全な国土というものを形成するため

に、もっと努力をする必要があると思います。

先ほど町長さんからありました三位一体の議論も

出ております。地方分権、国から地方、官から民、

これは非常にいい流れである。国民の身近なところ

で行政が行われる。これは非常に素晴らしいことだ

と、私も思っております。しかしながら、これだけ

大規模な災害が起こる、あるいはそれを防がなけれ

ばならない。大規模な集中投資を全国的な観点から、

ある地域に重点的に投資をする。これを一地方の能

力で、一地方の責任にすべて任せていいのかどうか、

それが三位一体の議論の中に問われているのではな

いかと、こういうふうに思っております。

技術的なことを申し上げれば、ご承知のとおり、

公共事業というのは、すべて国債で賄われておりま

す。いわば借金で賄われているわけであります。こ

の事業というものを地方に回せば、借金が財源とし

て地方にいくわけであります。地方が借金をして、

そして国が借金をするかわりに、地方に借金の権限

を与えて、そしてやってください、これで本当にう

まくいくのかどうか。

昨年同じような事例があったわけでございます。

昨年も同じように、補助金の削減を行いました。数

千億円の補助金削減を行いました。財源は一切地方

にはいっておりません。それと同じことを、今年も

う一度議論になっておるわけであります。災害復旧

だけは、当然原形復旧という形で、恐らく国が面倒

見るということに一般的にはなるでしょう。

しかしながら、再度災害を防止するためには、原

形復旧では不十分であります。そのための財源を全

国からかき集めて、例えば、三原川に、加古川に持

っていく必要があるわけであります。それをこの三

位一体の中で、どういうふうに我々は考えていくの

かということをこういう大会を契機に是非お考えを

いただきたい、考える必要があるんだろうと思って
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おります。

いずれにしましても、この時期、この場所で、こ

の治水大会が行われるということは、非常に意義が

あると思っております。これを機会に是非皆さん方

と一緒に安全の確保の重要性というもの、そしてそ

のために何をやればいいのか、何をやるべきか、と

いうことを大いに議論をさせていただきたいという

ことを心からお願い申し上げまして、ごあいさつと

させていただきます。

ありがとうございました。

台風 号の直撃により出席が出来なくなったこと

から、災害報告を寄せられました。司会者代読

それでは、中貝市長様よりのご報告を代読させて

いただきます。

豊岡市長の中貝宗治です。このたびは、皆様の前

で意見発表をさせていただく栄誉を賜っておりなが

ら、欠席というような事態になり大変失礼をいたし

ました。 月 日から 日にかけて日本列島を襲っ

た台風 号は、私たちの地域にも甚大な被害をもた

らせました。予想をはるかに上回るスピードでの増

水、円山川堤防の決壊、豊岡の町は濁流に飲まれ水

没しました。市街地の ％、市域の約半分が浸水被

害を受けるという非常事態、円山川の長い歴史の中

でもまれに見る大災害です。

泥とごみの山を前に、市民は途方に暮れています。

しかし、いつの時代も人々を困難から救うのは希望

です。全国から寄せられるご支援、ボランティアの

方々からいただく勇気と元気を糧に、希望を失うこ

─順不同・敬称略─

衆議院議員（代理）

市 村 浩一郎 西 村 康 稔

参議院議員（代理）

鴻 池 祥 肇 末 松 信 介

祝電ありがとうございました

国会議員紹介

─順不同・敬称略─

衆議院議員

山 本 拓 若 泉 征 三

川 崎 二 郎 田 村 憲 久

川 端 達 夫 田 島 一 成

小 西 理 奥 村 展 三

宇 野 治 谷 垣 禎 ─

伊 吹 文 明 山 井 和 則

玉 置 一 弥 山 名 靖 英

中 野 寛 成 田 端 正 広

藤 村 修 樽 床 伸 二

吉 田 治 谷 畑 孝

左 藤 章 池 坊 保 子

西 田 猛 北 川 知 克

中 山 泰 秀 辻 恵

田野瀬 良太郎 中 村 哲 治

滝 実 森 岡 正 宏

西 博 義 井 上 喜 一

冬 柴 鐵 三 渡 海 紀三朗

赤 羽 ─ 嘉 砂 田 圭 佑

河 本 三 郎 谷 公 一

市 村 浩一郎 大 前 繁 雄

小 池 百合子 梶 原 康 弘

泉 房 穂 室 井 邦 彦

参議院議員

山 崎 正 昭 松 村 龍 二

高 橋 千 秋 山 下 英 利

林 久美子 西 田 吉 宏

松 井 孝 治 小 泉 顕 雄

山 下 栄 一 白 浜 一 良

鶴 保 庸 介 世 耕 弘 成

末 松 信 介 辻 泰 弘

朝 日 俊 弘 谷 合 正 明

三重県議会議長

岩 名 秀 樹

兵庫県議会議長

原 亮 介

兵庫県議会議員

山 本 敏 信

意 見 発 表
兵庫県豊岡市長
中 貝 宗 治



となく、復興に向けて一歩一歩着実に前進しなけれ

ばならないと考えています。どうか温かいお力添え

を賜りますようお願いいたします。

さて、今回の意見発表では、円山川とともに生き

る、未来に向けた豊岡の挑戦と題して、円山川にお

ける治水とコウノトリ野生復帰をシンボルに進めて

いる環境創造型公共事業の取り組みを紹介させてい

ただくつもりでおりました。

しかし、出席がかなわないため、内容を急遽変更

し、事務局の方々の力をお借りしながら、台風 号

による被害の状況をお伝えさせていただきます。

豊岡盆地と円山川の風景です。円山川は、普段は

とても穏やかな川です。最下流は約 万分の の勾

配しかなく、川底には塩水が遡上し、河口から キ

ロメートル上流でも海の魚を釣ることができます。

水の動きがほとんどなく、鏡のように見える水面は、

周囲の景色を映し出し、美しい景観を形成します。

そのような川ですから、逆に水はけは非常に悪く、

古くから水害の常習地帯でもありました。今回の台

風 号では、但馬地域全体に一時に大量の雨が降り

ました。円山川は南但馬の生野町を源流とする全長

キロメートルの川です。水系は、但馬地域の約

割の面積を占め、今回のように上流域にも、下流域

にも大雨が降ると、川は一気に増水します。

また、円山川は大屋川、八木川、出石川といった

キロから キロメートル程度の同じ規模の支流が

近い位置で合流する急進型の構造を持っており、大

雨が降ると、下流が増水するのとほぼ同時に、各支

流の水が一斉に流れ込み、豊岡のあたりで押せや押

せやの大渋滞になります。

今回の円山川水位の変化です。ピーク時には、水

位は メートルに達しました。当初、円山川本流

の増水に伴って、支流の水門を閉じ、内水を排水ポ

ンプでかい出しましたが、外水の急激な増水によっ

て、今度は堤防決壊の危険が生じたために、排水ポ

ンプをとめ、この時点で内水、外水ともにふえる一

方となり、市街地も市役所も冠水しました。

海と化した駅通りの様子です。市役所前も水浸し

になりました。水の勢いに耐えかねて堤防は決壊し、

濁流が一気に堤外に流れ出しました。氾濫した円山

川の様子です。破堤した箇所の写真です。堤防の向

こう側は、本当は一面田んぼです。市街地のほとん

どが浸水被害を受けました。現在、把握している範

囲では、 棟の床上浸水、 棟の床下浸水と

なっています。豊岡病院も水の中、来院された方を

船を使って運んでいます。中心市街地もご覧のとお

りです。

今回、市内全戸に整備を進めている防災行政無線

を使って、市民に随時情報を流しました。内水、外

水の状況、避難勧告、そして最終的には、避難の指

示、それでも多くの人々が 階に取り残され、孤立

しました。ヘリ及びボートによる救出の状況です。

市内は泥とごみに埋もれました。復旧、そして生活

再建は、まだその緒についたところです。

破堤箇所は、台風 号が引き続き近づいていた状

況から、 時間体制での緊急復旧工事が行われまし

た。しかし、市民が安心して暮らすことができるま

でには、まだまだ時間が必要です。

今回の出来事で水を治めるということの難しさを

身をもって感じました。かつて堤防が整備されてい

なかったころ、人々は水害に悩まされましたが、遊

水池を上手に使ったり、雨が降り続くようであれば、

すぐに避難するといったことを日常的に行い、対応

してきました。

今、私たちは、ひたすら水を押し退けるばかりの

作業を続けているような気がします。そして、堤防

の高さのみに安心を求め、それが決壊するかもしれ

ないというイメージを全く抱けなくなってしまって

います。今回の災害で、円山川の治水のあり方を根

本的に見直す必要があるといった指摘もなされてい

ます。自然の営みの中で生き、生かされている私た

ち、いかに自然とともに生きていくか、その永遠の

テーマは、これからも果てしなく続いていきます。

但馬には の一級河川と の二級河川がありま

す。そして、近畿にも膨大な数の河川があります。

今回、円山川における台風 号のつめ跡の最新画像

をお届けするにとどまりましたが、この体験をしっ

かりと検証し、改めて近畿の治水を見つめ直す材料

として生かしていくことができればと考えていま

す。

備えが十分にできれば、憂いを抑えられます。皆

様の地域においても、それぞれの手法で備えを強化

され、その知恵を持ち寄ることで、近畿全体の治水

のレベルが向上し、憂いを払拭できる、そんな期待

を胸に抱きながら、そして皆様方のご支援に心から

感謝を申し上げ、意見発表を閉じさせていただきま

す。

ありがとうございました。
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円山川上流改修
期成同盟会会長
和田山町長

高 本 勤

この治水大会が、このように盛大に行われ、また

それぞれの立場で水を治めていただく皆さん方に、

特にこの決議を朗読させていただきたいと思いま

す。

命である水害の防止と豊かで美しい国土の創造を目指す

治水関係事業を強力に推進し、次の事項を実現されるよ

う強く要望する。

記

一、国民の生命・財産を守り、国民生活の安定を図るた

め、ハード、ソフトの両面にわたる治水事業を強力に

推進し、豊かで活力ある近畿を構築するため、特に次

の事項について強力に推進すること。

、地域の特性を活かし、河川の特性に応じた多様な

治水対策の推進を図ること。

、洪水被害を減少し、水資源を確保するためのダム

事業等の推進を図ること。

、自然再生事業を推進するとともに、河川を巡る多

様なニーズに応える河川環境整備を推進すること。

、大規模地震対策として、河川における津波対策や

ゼロメートル地帯等の河川堤防の耐震対策を推進す

ること。

、中小河川向け堤防点検、対策のガイドラインを早

期に策定する等、堤防強化対策を推進するとともに、

排水機場等その他の既存治水施設についても、その

機能の維持、保全対策を推進すること。

、洪水予報システム等の情報基盤の整備を推進する

とともに、ハザードマップの作成等、迅速な危機管

理体制の確立を支援すること。

、水害及び渇水被害の防止・軽減のため、平成 年

度の治水関係事業が着実に進められるよう、その財

源の確保を図ること。

以上決議する。

平成 年 月 日

近畿地方治水大会

治水事業は、社会資本整備の中でも、国民の生命と財

産を守る最も根幹的なものであるとともに、安全で安心

できる快適な生活環境と、豊かで活力ある経済社会を実

現するという重大な使命を担っており、緊急的かつ計画

的に実施することが極めて重要である。

しかしながら、治水施設の整備は未だ十分でなく、毎

年全国各地で大きな災害が発生し、多くの尊い生命と財

産が失われており、さらに本年は、年間の上陸台風が史

上最多を数えたほか、近年地球環境の変化と相まって、

高潮被害や局地的、局所的な豪雨被害が頻発している。

近畿地方においても、本年 月の福井豪雨をはじめ、 、

、 、 号等幾度となく襲来した台風等により、甚大

な被害を被ったところである。このような災害を防止、

軽減するため、治水施設整備の更なる推進はもとより、

既存治水施設の保全、ハザードマップの整備、住民への

危険箇所の周知等、ハード、ソフト両面での治水対策の

推進を図ることが緊急の課題である。

また、たび重なる渇水により、日常生活や産業活動に

深刻な影響を受けている地域において、安心できる地域

づくりを目指し、計画的な水資源の開発、水利用の適正

化を総合的に推進していく必要がある。

一方、豊かでゆとりある質の高い国民生活と、それぞ

れの特性、個性を活かした良好な環境の地域づくりを求

める国民の要望がますます高まっており、潤いのある水

辺空間の保全と創出をはじめとした社会資本整備を積極

的に推進することが重要である。

これらのことから、現在、地域の風土、文化等の個性

と、河川の特性に応じた川づくりを目指して、地域の意

見を反映した河川整備計画の策定が行われているが、治

水・利水安全度の向上及び河川環境の整備と保全をあわ

せた河川事業やダム事業等を進めていくことが必要と

なっている。

よって、我々は、近畿地方治水大会を開催し、その総

意に基づき、国会並びに政府に対して、国政の重大な使

決 議 （案）

大 会 決 議
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奈良県河川課長

竹 島 睦

次期開催県の決定

次期開催県として奈良県に決定し、竹島河川課長

からお引き受けのご挨拶をいただきました。奈良県

ご当局には大変ご苦労をおかけいたしますが、よろ

しくお願い申し上げます。

兵庫県県土整備部
土木局長

原 口 和 夫

閉 会

ご紹介いただきました兵庫県県土整備部土木局長

の原口でございます。

本日は、災害の多発によります大変公務ご多忙の

中、国土交通省河川局から柳川治水課長さん、そし

て近畿地方整備局からは藤本局長さんをはじめ、国

土交通省の幹部の皆様方多数のご臨席を得まして、

そして国会議員、県会議員の皆様方も多数ご来賓と

してご出席を賜りまして、この 年度の近畿地方の

治水大会が盛大に開催できましたことを厚くお礼申

し上げたいと存じます。

今日の大会の中で、 部、 部通じまして、最近

におきます豪雨、あるいは台風によります水害の特

徴でありますとか、それから学びました反省点、教

訓、これからのあり方などにつきまして、いろんな

ご報告がございまして、改めて治水事業の重要性、

大切さにつきましては、皆様方とともに認識を新た

にさせていただいたところでございます。

兵庫県も大きな被害を淡路、但馬地方で受けたわ

けでございますが、現在の治水安全度につきまして

の認識を新たにしたわけでございます。先輩方の努

力によりまして、いわゆる今回の降雨を除きます既

往の最大の降雨に対しまして、安全性を確保しよう

ということで、治水事業を推進してきたわけでござ

いますが、目標に対してまだ ％を少し超えた、そ

ういった水準にとどまっておった、そんな中での今

回の台風による被害ということでございました。ソ

フト面でのハザードマップ作成のための情報提供で

ありますとか、あるいは警戒避難情報の提供などに

つきましても取り組んでおりましたが、まだ完全な

形には至っていない、こういう段階での災害でござ

いまして、大変反省しているところでございます。

それから、そういった治水事業の見直し、あるいは

着実な推進ということの必要性も感じているところ

でございます。

来年には、兵庫県震災を受けまして 周年を迎え

ますし、これを機に、世界防災会議も開催される予

定となっております。それから、 年後には、平成

年 兵庫のじぎく国体 で、全国の皆様方との交

流の場も持つ予定となっております。出来るだけ早

い時期での、今回の水害からの復旧等に取り組んで

まいりたいと考えております。

ご参加をいただきました皆様方におかれまして

も、この大会で新たにしていただきました認識をも

とに、これからの安全で安心できる国土、あるいは

県土の形成にご精励いただきますようお願いをいた

しまして、簡単ではございますが、閉会に当たりま

してのごあいさつとさせていただきます。

どうも長時間お疲れさまでございました。
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